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　　　　　　　　Ⅷ




　時間のせいもあるのだろうが、やけにがらんとした通りだった。

　もっとも、繁はん華か街がいから遠く離れ、窓ひとつない倉庫ビルが周囲に並び立っている環かん境きようでは、どんな時間だろうが、大差はあるまいと思える。

　そんながらんとした通りの、更に奥まった場所に、『アラバスター』はあった。

　煤すすけた看板といい、曇くもりガラスと間違えそうなほど透明度の落ちた窓ガラスといい、薄うす汚よごれた裏通りに似合いの薄汚れた店である。

「ふん……なかなか雰囲気あるじゃねえか」

　こんな時間でも客はいるらしく、店の脇わきにはバイクが停とめられていた。全部で五台、いずれも改造車だった。といってもカウルやタンクを派手な色に塗り替えたり、マフラーを外したりという、虚こ仮け威おどしの類たぐいの改造だ。

　以前やり合った時に、こんなバイクを見たような気もするが、沙さ羅ら瞞まん鑼どらのメンバーのバイクだとまでは断言できなかった。だが、仮に違っていたとしても、こんなバイクに乗っているような奴やつはどうせ同じ穴のむじなだ。次に繫つながる情報を得る事くらいは期待できるだろう。

　ガラス戸を押し開き、涼りよう介すけは『アラバスター』の店内に入った。

　がらん。

　戸に付けられた、錆さび付いた鐘かねが、耳障りな音を立てる。その途端、涼りよう介すけは幾つもの視線が自分に集中するのを感じ取った。

　入り口から見て右にカウンター、左には手前と奥にボックス席がふたつある。視線は奥のボックス席から注がれていた。四人、いる。いずれも、あの茶髪野郎ではない。

　それだけ確認し、涼介はカウンター席へと向かった。

「なんの用だ？　坊主」

　カウンターの中にいた男が、じろりと涼介を見る。

　どうやらこの店のマスターらしい。年は四〇前後というところか。そこそこ丸くなってはいるようだが、目の奥には底光りするものがある。族あがりといったところか。もっとも、それくらいでなくては、沙さ羅ら瞞まん鑼どらなんぞを客にしてはいられないだろう。

　『坊主』という言葉に、少しばかりかちんと来ないでもなかったが、浦うら和わの姿形では、そう言われても仕方あるまい。

「店に来た客に向かって、なんの用だはねえだろ。とりあえずコーヒーを淹いれてくれよ」

　涼介は苦笑しながら、椅い子すのひとつに腰を下ろした。

「コーヒーが飲みたけりゃ、他ほかで飲みな。ここはお前みたいな坊主が来る所じゃねえ。こいつは親切で言ってるんだぜ？」

　その言葉に噓うそはないようだった。現に涼介は、背中に痛いほどの視線を感じている。

「お心遣いありがとうよ。いいからコーヒーだ。熱い奴やつを頼むぜ」

　マスターは眉み間けんに皺しわを寄せるようにして涼介を見詰めていたが、涼介が無言のままその目を見返していると、やがて根負けしたように、

「……いいだろう」

　コーヒーを淹れ始めた。といっても電熱器に掛けたままのポットから、カップに中身を注いだだけだ。

「ほらよ」

「どうも」無造作に置かれたカップを取り上げ、涼介はひと口啜すすった。「……苦いな」

　風味もなにもない、ただ苦いだけのコーヒーだった。

「砂さ糖とうなら、そこにある」

　マスターは、顎あごの先で砂糖壺つぼを示した。

「……サービスのいい店だ」

　涼介は苦笑しながら、砂糖壺を引き寄せた。とりあえず二杯ばかりカップに入れて、搔かき回す。

「ところでマスター。沙羅瞞鑼って連中、知ってるかい？」

　その途端、涼介の背中に当たる視線が、その圧力を増した。

　これで後ろの連中が沙さ羅ら瞞まん鑼どらである確率が高まった。ちらりとそちらを見たマスターの目の動きが、それを更に補強する。

「風の噂うわさにはな」

「そいつらに連絡を取りたいんだが、どこに行けば会えるかな」

「会ってどうするんだ？」

「ナイフを拾ったもんでね。落とし主に返してやろうと思ってさ」涼りよう介すけはポケットから例の飛び出しナイフを取り出すと、カウンターの上に、ごとりと置いた。「髪を茶色に染めた、素っ頓とん狂きような野郎でな……。そういう奴やつに、心当たりはねえか？　マスター」

　がた……がたがた……。

　背後で椅い子すが動く音が聞こえる。連中が立ち上がったのだ。

「じゃあ、そいつは俺おれが預かっとこう。見掛けた時に、俺から渡しといてやるよ」

　マスターはカウンターの上からナイフを取り上げようとしたが、涼介は左手をナイフの上に被かぶせて、それを妨げた。

「折角だが、直接手渡してやりてえんだ。訊ききたい事もあるんでね」

　マスターの目が、涼介を凝ぎよう視しする。分かってやっているのか、それともただの馬ば鹿かなのかを決めかねている様子だった。

「おう、手て前めぇなにもんだ」

　背後から、声が掛かる。

　ようやくのご登場か。

　涼介は薄うすく笑いながら、コーヒーをひと口啜すすった。

　ボックス席にいた四人のうち二人が、涼介を挟み込むように左右のカウンター席に座る。一人は真後ろ、最後の一人はやや離れた場所に位置したようだった。

「手前ぇ、耳はねえのか。訊きいてんだろ、おおっ？」

　平然としたままの涼介に、右の席の奴がいらついたように声を荒げた。

　涼介は、もう一度、ゆっくりとコーヒーを啜り、それからおもむろに口を開いた。

「他人ひとに名を訊たずねる時は、自分から名乗るもんだ。学校で教わらなかったか？」

「なんだと、こら」

　左の奴が巻き舌で凄すごみ、横合いから顔を押し入れてきた。どうやら眼ガンを付けようとしているらしいのだが、涼介が正面を向いたままのため、滑こつ稽けいなほど不自然な姿勢になってしまっている。

「おいおい、あんまり汚ねえ面つらを近付けねえでくれよ。ただでさえまずいコーヒーが、余計にまずくなる」

「なんだと……」

　左の奴は目を剝むいた。

「はん、言うじゃねえか」真後ろの奴やつが鼻で笑った。「俺おれらが沙さ羅ら瞞まん鑼どらだよ。そう言や少しは話が通じっだろ」

　とりあえずまともな会話をしようとしているだけ、左右の奴よりはましのようだ。もっとも所しよ詮せん、雑魚ざこは雑魚である。

「とか後ろでほざいてる奴がいるが、どうなんだ？　マスター」

「自分で言ってるんなら、多分そうなんだろうよ」

「なるほどね……。じゃあ、お前らに訊きこうか。こいつの持ち主はどこにいる？」

「そんな事訊いて、どうしようってんだよ」

　右の奴が言った。

「言っただろ。落とし物を届けてやるんだよ。記き憶おく力りよくがねえのか、手て前めぇら」

「なんだと、こらぁ！」

　左の奴がまた喚わめいた。どうでもいいが、ボキャブラリーに乏しい男である。

「手前ぇ、あんまり調子くれてっと、痛い目見るぜ」

　真後ろの奴が、低く言った。

　涼りよう介すけを囲む空気が、じわじわと険悪さを増して行く。どいつもこいつも発火点が低いようだから、激発するのは時間の問題だろう。とはいえ、それを避さけるつもりは、涼介にもない。

　どうせ同じ事なら、手っ取り早く済ませちまうか。

　涼介は、そう判断した。

「痛い目ってなあ、どんな目だよ。あ？」

　思いっきり馬ば鹿かにした調子で言ってやると、

「こういう目だ！」

　いきなり左の奴が、涼介の頭を摑つかんだ。カウンターに顔面を叩たたき付けるつもりだったらしいが、それよりも涼介の動きの方が速かった。左手で砂さ糖とう壺つぼを、右手でカップを摑むと、それぞれを左右の男の顔面に叩き付けたのである。

「ぶわっ」

　白い粉末と褐色の液体を食らい、左右の男が仰のけ反る。その後頭部をがしっと摑み、涼介は、ふたつまとめてカウンターの角に叩き付けた。

「がっ」

　顔面を血まみれにして崩れ落ちる二人を尻しり目めに、涼介は椅い子すから立ち上がった。身を捻ひねりざま、真後ろの奴の腹を蹴けり付ける。

「ぐふっ」

　爪つま先さきが見事に鳩尾みぞおちにめり込み、三人目が、くの字に身を折った。折角なので、こいつの顔面も、カウンターに衝しよう突とつさせておく。あと一人。

　だが、涼介が振り返った時、その最後の一人は既に姿を消していた。入り口のドアが、錆さびた鐘かねの騒そう音おんと共に、大きく振れている。どうやら涼りよう介すけがはじめの二人を片付けた時点で逃げに掛かったらしい。呆あきれるほどの逃げ足の速さだった。

「……大したもんだな」

　感心したようにマスターが言った。

　涼介は軽く息を吐はき、マスターを振り返った。

「ちょいと散らかしちまったが、仕掛けてきたのはこいつらだ。修理費はこいつらから取ってくれよ」

「そんな事より、早いとこ逃げな。今の奴やつが仲間を連れて戻ってくるぞ」

「心配してくれるのはありがたいが、そうもいかねえんだ。まだ用事が済んでねえし……それに、もう一人の面つらも、まだ見てねえ」

　一拍の間があった。

「……気付いてたのか？」

「バイクが五台あったからな。……どこにいる？」

　マスターは顎あごの先で、便所のドアを示した。

　と、まさにその時である。まるでタイミングを見計らったかのように水が流れる音が聞こえたかと思うと、そのドアが開いた。

「ったく、なに騒さわいでやがんだ。おちおち糞くそも……」

　ベルトを締しめ直しながら出て来た男が、そこで絶句した。

　涼介は、ゆっくりとマスターを振り返った。

「……マスター。あんたも意地が悪いな」

「誰だれの肩も持たない。それがこの店の流りゆう儀ぎなんでな」

　素っ気ない口調で、マスターは応こたえた。

「なるほどね。それじゃあ仕方ねえか」

　涼介は苦笑し、改めて五人目の男に向き直った。

「久し振りだな。忘れ物を届けに来てやったぜ」

　涼介は、茶色い髪の男に、再会の挨あい拶さつをした。
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「手て前めぇ……なんで、こんな所に……」

　茶髪が、涼介を見詰めたまま、僅わずかに身構えた。

「くだらねえ事、訊きくんじゃねえよ。こそ泥をとっ捕まえに来たに決まってんだろ」

　涼介は、じわりじわりと、茶髪との距離を詰めて行く。

「ほおう……そいつはご苦労なこったな」

　茶髪は鼻先でせせら笑った。仲間三人が床に倒れ臥ふしているのを目まの当たりにしてなお、これだけ太々しい態度がとれるあたり、少しは骨がありそうだ。

「まあ気にすんな。出張費を出せなんぞと、けちな事は言わねえからよ」

「だが、ちょいと調子に乗り過ぎだぜ。こんなふざけた真似まねしやがって、ただで済むなんぞとは、まさか思っちゃいねえよな。え、浦うら和わさんよ」

　名前を口にした事で、お前の事は調べが付いてるんだと脅かしたつもりだろうが、この男が岡おか野のとつるんでいる事は分かっている。浦和は岡野に名乗っているのだから、その情報が伝わっていても、なんの不思議もない。

「ほう、詳しいじゃねえか。親分にでも教えて貰もらったのかい？」

　浦和を攻められたらまずい。

　その思いが胸を掠かすめたのは事実だが、惚とぼけても無駄だし、惚けるという行為自体が弱みを見せる事になる。だから、涼りよう介すけは平然と認めてみせた。

「構わねえから、闇やみ討うちでもなんでも仕掛けて来いよ。ただし、それなりの代だい償しようは払って貰うがな」

　涼介が視線に力を込めると、茶髪は意外そうな表情を浮かべた。

　迂う闊かつには手を出せない、そう思わせるだけの剛つよさを浦和の体をもって示す事こそが、浦和を護まもる事になる。『生前』幾度となくこの手の連中を相手にしてきた経験上、涼介はその事を知っていた。

「言うじゃねえか。なかなかいい度胸してるぜ、お前めえ」

　茶髪の左手が、だらりと下げられた。

　馬ば鹿かのひとつ覚え。一度見破られた戦法を性しよう懲こりもなく使うとは、まさしく雑魚ざこである。あの時は取り逃がしたが、今では涼介も浦和の体に慣れている。同じ失敗を繰くり返しはしない。

「はん。雑魚に褒ほめられても、嬉うれしかぁねえな」

「ほぉう……俺おれが雑魚だってぇのかい」

「当たり前めぇだろ。雑魚じゃねえ奴やつが、なんで、ぱしりなんぞやらされてんだ」

　涼介の家に忍び込んで来た時の事である。

「……これでも一応、栗くり原はらって名前があるんだがな」

　左手が、徐々に腰の後ろへと動いて行く。

「雑魚がいちいち名乗るな。面倒臭ぇだろ？」

　茶髪は薄うすく笑った。

「ああ、そうかいっ！」

　銀光が走った。茶髪の手にしたナイフが、下から跳ね上がってきたのだ。

　それはいい。予想通りだ。

　問題は、それが左ではなく、右だったという事である。

　左は囮おとりだった。茶髪は左手に涼りよう介すけの注意を引きつけつつ、袖そで口ぐちに仕込んでいたナイフを右手の中に落とし込んでいたのだ。

　左手への対処しか考えていなかったため、反応が遅れた。咄とつ嗟さに跳び退のこうとしたが、それと同じ速さで茶髪が前に出る。

「くぅぅぅうっ」

　涼介は顎あごが真上を向くほど思いっきり、上体を反らせた。刃の切っ先が涼介の胸部を斬きり裂き、顎の先をかすめて走る。

「野郎！」

　後方に着地した涼介は、右足で強く床を蹴けり、茶髪の懐ふところへと瞬しゆん時じに跳ね返った。

　最初の一いつ閃せんに全すべてを賭かけた茶髪は、ちょうどボウリングの投球を終えた直後のような形で体勢を崩している。

「ちいっ」

　打ち上げられた形の右手が、再度涼介を狙ねらって、今度は振り下ろされた。

　がっ。

　その右手首を、涼介の右手が受け止める。

「う？」

　一瞬、茶髪が目を見開いた。涼介は体を開くようにしてその後背へと滑り込むと、ナイフを手にした右腕を逆に極きめつつ、茶髪の体をカウンターに突っ込ませた。

「ぐはっ」

　顔面を打ち付け、茶髪が息を吐く。

　体ごとのし掛かるようにして茶髪の体をカウンターに押し付け、涼介は低く言葉を押し出した。

「栗くり原はらとか言ったな。認めてやる。確かに手て前めぇは雑魚ざこじゃあねえよ」

　そして涼介は、極めていた栗原の右みぎ肘ひじを、逆方向に捻ねじ曲げた。

「あぐっ！」

　鈍い音と共に、栗原の顎が跳ね上がる。

　へし折られた栗原の右腕から、ナイフが、ぽとりと落ちた。
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「う……あ……」

　床の上で、栗原が悶もだえていた。激痛のためか、陸おかに上がった魚のように、大きく口を開けている。

　それを視界の中に留とどめつつ、涼介は浦うら和わの体を点検した。借り物の体に傷でも付けられては、涼りよう介すけの責任問題になってしまう。

　買ったばかりのジャケットの胸元に、斜めの傷が刻まれていた。だが、皮ひ膚ふにまでは達していない。革の分厚さが護まもってくれたのである。やはり装備品には金を惜しむべきではない。

「使うか？」

　カウンターの向こうから、マスターが右手を伸ばしてきた。見ると、絆ばん創そう膏こうをひとつ指先に挟んでいる。

「？」

　涼介の怪け訝げんな表情に気付いたのだろう。マスターは、左の人差し指で、軽く顎あご先さきを搔かくような仕し草ぐさをした。

　その動きに倣ならって、涼介は自分の顎先に触れてみた。微かすかな赤色が指に付着する。栗くり原はらのナイフがかすめた跡だ。

「いや、いい」

　傷というほどの傷ではない。血も既に止まりかけている。わざわざ絆創膏を貼はるまでの事もないし、そんな事をすれば、浦うら和わに妙に思われるだけだ。

「それにしても、やけに用意がいいじゃねえか」

「ま、商売柄な」

「……怖ぇ喫茶店だ」

　涼介は親指で顎を撫なでさすりながら、栗原のもとへと歩み寄った。

「さて、と……じゃあ、ちょいと話を聞かせて貰もらおうかな、栗原さんよ」

　爪つま先さきで軽く、その腹を小突いてやる。

　栗原は苦痛に顔を歪ゆがめつつも、憎々しげに涼介を睨にらみ上げた。

「手て前めぇ……いったい、なにもんなんだ……」

「今更なに言ってやがる。俺おれの事は調べがついてるんだろ。……それに」

　涼介は薄うすく笑うと、無造作に栗原の右みぎ肘ひじを踏み付けた。

「がっ」

　栗原の体が、海老えびのように跳ねる。

「質問するのは、この俺だ。そいつを忘れるんじゃねえ」

「は……ぐ……お……」

　栗原は言葉にならない喘あえぎを漏らしている。

「手前ぇが雑魚ざこじゃねえって事は分かったよ。だが、それならなんで、そんな大物さんがこそ泥なんて下っ端の仕事をやらされてんだ？」

「……」

　栗原は答えない。右肘を押さえたまま、涼介を睨にらんでいる。

「もう一本も折っとくか？」

「……なにも知らねえ下っ端にゃ、任せられねえだろうが」

　涼りよう介すけを睨にらんだまま、吐き捨てるように栗くり原はらは言った。

　という事は、沙さ羅ら瞞まん鑼どらにとっても、それだけ重要な事だったという事か。

「お前、沙羅瞞鑼の中じゃ、どの位置にいるんだ？」

「俺おれがうちの副ヘッドなんだよ」

　忌ま忌ましそうに栗原は言った。

「ほう、そうだったのかい。そいつはお見それしたな」

　雑魚ざこではないと言い張るわけだ。もっとも涼介が知らなかったぐらいだから、栗原の知名度もたかが知れている。

「手て前めぇ程度に副ヘッドを張らせてるようじゃ、沙羅瞞鑼も知れたもんだな。広ひろ長ながに同情するぜ」

「手前ぇ……広長を知ってやがるのか？」

「風の噂うわさにはな」

　軽く受け流しておいてから、涼介は再び、栗原の右みぎ肘ひじを踏み付けた。

「がっ……！」

「質問するのは俺おれだ。何度も言わせるな」

　激痛の波が行き過ぎるのを待ってやってから、涼介は栗原のそばに屈かがみ込んだ。

「さて、それじゃあ、本題だ。……手前ぇらに指示を出してる奴やつは誰だれだ？」

「……」

「言っとくが、広長の事じゃあないぜ」

「……おっさんの事かい」

「ああ、そうだ。そいつの名前は」

「……知らねえな」

　涼介は無言で立ち上がった。

「待てよ！　本当に知らねえんだよ！」

　足を持ち上げた涼介を見て、栗原は右腕を庇かばいつつ喚わめいた。

「知らねえわけがねえだろう。だったら、どうやって、そいつと連絡取るんだよ」

「向こうからして来るに決まってんだろうが！」

　嚙かみ付くようなその言い方が癇かんに障ったが、噓うそを吐ついているわけでもなさそうなので、今回は見逃しておいてやる事にする。

「なるほどな……だが、こっちから連絡しなきゃならねえ場合もあるだろう。そん時ゃどうすんだ」

「そん時ゃ広長がするんだよ」

「奴は連絡先を知ってるんだな？」

「ああ、携帯の番号をな……。だが、その番号もしょっちゅう変わるって話だぜ」

「……なるほど、そういう事か」

　用心深い話だ。

「……だがお前、最初に俺おれと会った時、その『おっさん』とやらと電話で話してたな。ありゃいったいどういう事だ？」

「だから、向こうから掛かって来たんだよ。俺の方の番号を最初に伝えといたからな」

「そうじゃねえ。内容だよ。なんの電話だったんだ」

「さっさと引き上げろって言われたんだよ。もうじき家の奴やつが帰って来るからってな。……どうせならもっと早く言やあいいものをよ」

　その直後に涼りよう介すけが現れた事を指して、栗くり原はらは言っているのだろうが、無論そんな筈はずはない。涼介の登場は、岡おか野のにとっても完全なイレギュラーだった筈だからだ。

　ここでいう『家の奴』とは亜あ季きの事に違いない。事実、そのすぐあとに、涼介はガレージで亜季と出くわしている。つまり、その時既に、亜季の行動は見張られていたという事になりそうだ。

「お前、その『おっさん』と直に会った事はあんのか？」

「いいや。そいつは広ひろ長ながだけだ。俺以外の連中は、声だって聞いた事はねえだろうよ」

　だとすると、岡野と直接繫つながっているのは、沙さ羅ら瞞まん鑼どらの中でも広長だけという事になる。

　……どうしてもあの化け物を仕留めねえとならねえようだな。

「もうひとつ訊きく。手て前めぇら、なんだって、『奴』の言うなりになってるんだ。『奴』の下にいると、なにかいい事でもあるのか？」

「そいつぁ俺の口からは言えねえな。どうしてもってんなら直接広長から訊いてくれよ」

　栗原は、太ふて々ぶてしく笑った。

「随分と偉そうな口を叩たたくじゃねえか。そんなにお仕置きをして貰もらいてえのか？」

「したけりゃ幾らでもしたらいい。だが、早くしねえと、そんな暇もなくなるぜ」

　いつになく強気な栗原だった。

「……なんだと？」

「聞こえねえのか？　あの音がよ」

　近付く音おん響きようが、『アラバスター』の窓ガラスを震ふるえさせ始めていた。

　重なり合うバイクのエンジン音。その中に、ひと際低く野太く鳴動するものがあった。

「調子に乗り過ぎたようだな、浦うら和わ。ありゃあ、広長のマシンだぜ」

　腕の痛みも忘れたように、栗原は、にんまりとした。







　　　　　　　　Ⅺ




「裏口なら、そっちにあるぞ」

　マスターが言った。

「余計な口出しすんじゃねえ！」

　床に転がったままマスターを睨にらみ付けた栗くり原はらが、次の瞬しゆん間かん、

「ぐあっ」

　仰のけ反って悲鳴を上げた。涼りよう介すけがその右みぎ肘ひじを踏み付けたからだ。

「目上の人間に対する口の利き方がなってねえな。え？　栗原よ」栗原に教育的指し導どうをしてやってから、涼介はマスターを振り返った。「ご忠告は感かん謝しやするが、折角向こうから来て下さったんだ。このチャンスを逃す手はねえよ」

「……手て前めぇ、本気か？」

　そう言ったのは、マスターではなく、足元の栗原である。

「質問をするな」

「がっ……」

　もがく栗原を無視して、涼介はポケットから千円札を取り出し、カウンターの上に置いた。例の香典の残りである。浦うら和わの所持金を流用したわけでは、勿もち論ろんない。

　マスターはしげしげと涼介の顔を見詰めてから、

「……ご利用ありがとうよ」

　千円札をつまみ上げた。

「さあて、お前には一緒に来て貰うぜ」

　涼介は、栗原の襟えり首くびを摑つかんで引き立てると、戸口の方へと押しやった。




『アラバスター』の前の道は、バイクに塞ふさがれていた。全部で九台のバイクが、横一列に並んでいる。乗り手の数はそれより多い。一五人といったところか。先ほど店の中から逃げ出して行った男の姿も、その中に見て取れた。

　そして、その中央には、ひと際目を引く、巨大なバイクがあった。排気量は一六〇〇。シートに背もたれの付いた、いわゆるアメリカンタイプという奴やつだ。

　そして、そのシートに、バイクの大きさに見合った、でかい図体が腰を据えていた。

　その男は、薄うす手での革ジャケットを素肌の上に羽は織おっていた。大きく開いた襟元からは、剝むき出しの筋肉が覗のぞいている。体の厚みがあり過ぎて、前を合わせる事も難しいといった感じだ。ごつい鼻と薄い唇。その目は凶暴な光を放っている。太い眉まゆ毛げは、まるで怒ったハリネズミのように上を向いて逆立っていた。左の目め尻じりにある裂けたような傷きず痕あとは、涼介の手になる作品である。

「広ひろ長なが……」

　久し振りだな。そう口をついて出そうになる言葉を、涼りよう介すけはなんとか押し留とどめた。

「手て前めぇが浦うら和わか」

　腹に応こたえる低音が、広長の薄うすい唇から押し出された。

　涼介は薄く笑う。

「いつの間にか、俺おれも随分と有名になったようだな」

　広長の目が涼介を見据え、そして傍らの栗くり原はらへと動いた。

「手前ぇ、その様ぁなんだ」

「……面目ねえ」

「同じ相手に二度もやられやがって、それで下の連中に示しがつくと思ってんのか」

「……」

　栗原が唇を嚙かむ。

「まあ、そう怒るなよ、広長。こいつはこいつで一生懸けん命めいやってるんだ。可か哀わい想そうじゃねえか」

　涼介が口を添えてやると、広長だけでなく栗原まで、涼介を睨にらみ付けてきた。

「そんな説教してる暇があるんだったら、こっちの用件を先に済まして貰もらいてえな。手前ぇらと違って、俺は時間に追われる身なんだよ」

　広長の目が、じわりと狭まった。

　まわりにいた手下どもが、かすかにざわめく。なんの脅えも見せようとしない涼介の姿を、どう判断すればいいのか分からないでいる様子だった。

　と、

「おうおうおうおう！」

　その中を搔かき分けるようにして、前に出てきた奴やつがいた。パンチパーマの男である。今時珍しく、眉まゆ毛げを剃そり落としていた。

「手前ぇ、調子くれてんじゃねえぞ。この人を誰だれだと思ってんだ」

「水み戸とのご老公じゃねえ事は確かだな」

「ああ？　なにわけの分かんねえ事言ってやがんだ、手前ぇ」

　どうやらこのパンチパーマ、時じ代だい劇げきには詳しくないらしい。

　すると今度は、そのパンチパーマを押しのけるようにして、別の二人が前に出てきた。一人は肩までの長髪、もう一人は髪の毛を鶏冠とさかのように逆立てている。

「なにとち狂ってんだか知らねえが、手前ぇごときになにができるってんだ、お？」

「この間は泣きながら小便ちびってた癖くせしやがって、あん時の事、忘れたたぁ言わせねぇぞ」

　涼介は、しみじみとその三人を見やり、そして言ってやった。

「忘れたな」

「なんだと手て前めぇ！」

　三人が揃そろって目を剝むく。そこへ、

「くどくどうるせえぞ、下っ端！」

　涼りよう介すけは一喝を浴びせかけた。摑つかみ掛かってこようとしたその三人が、ぎくりとその動きを停とめる。

「俺おれの相手は広ひろ長ながだ。雑魚ざこどもはおとなしく引っ込んでろ。邪じや魔まするんじゃねえ！」

　一気に静まり返った下っ端どもをひと渡りねめ付け、涼介は改めて広長に目を据えた。

「手前ぇにゃ訊ききてえ事がある。素直に話せばよし、さもなきゃ……それなりの覚悟をして貰もらう事になるぜ」

　広長の口元が、不意に緩ゆるんだ。

「なるほどな……これじゃあ、お前の手に負えねえわけだ。よぉく分かったよ、栗くり原はら」

　栗原は複雑な表情で、涼介と広長とを見比べている。

「気に入ったよ、浦うら和わ。どうだ、俺んとこに来ねえか。可愛かわいがってやるぜ。川かわ崎さきにどんな義理があるのか知らねえが、くたばった野郎に肩入れしたって始まらねえだろ」

　どうやら広長は、浦和の事を、涼介に世話になった男だと思っているらしい。

「笑わせるんじゃねえよ、広長。手前ぇらみてぇな下種げす野郎と一緒にするんじゃねえ。反吐へどが出るぜ」

「ふん……まあ、いいだろう」

　広長はバイクから降り立った。ただでさえでかい図体が、一層その迫力を増す。

「手前ぇみてぇなちびすけをいたぶっても仕方ねえが、その糞くそ度ど胸きように免じて相手をしてやる」

　広長が、涼介に向けて、一歩踏み出す。同時に、まわりにいた下っ端連中が、後ろへと下がった。

　涼介は動きやすいようにジャケットの皺しわを直しながら、周囲の状況を頭に叩たたき込んだ。どこに壁かべがあり、どこに看板が置かれているか。どこがコンクリートで、どこがガラス板なのか。その辺を把握しておく事が、ストリートファイトには重要である。

　広長は指の関節を、ぽきぽきと鳴らしている。

「じゃあ、そろそろ始めるとしようか、浦和」

　涼介は、左右の拳こぶしを、堅く握り締しめた。グローブの革が、きゅっと軋きしむ。

「ああ、いつでもいいぜ……。掛かって来い！」
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　……？

　？　？

　！

　涼りよう介すけは、激しく仰のけ反った。

　な、なななななんだ。なにがどうなってるんだ!?

　気を失い、目覚めれば場面が変わっている。いつもの事だ。

　だが、今回ばかりは、あまりの事に理解が追いつかない。

　涼介の周囲を、無数の男たちが取り囲んでいた。いずれも、ひと癖くせもふた癖もありそうな男たちであり、ぎらつく視線を涼介に向けている。

　そして正面。

　見たこともないような巨人が、そこに立ちはだかっていた。鍛きたえ上げられた筋肉が、薄うすいジャケットの下から盛り上がっている。異様な輝かがやきに満ちた両目はまっすぐに涼介を見詰めており、薄うすいその唇には冷酷な笑みが貼はり付いていた。

「どうした、浦うら和わ。まさか今いま頃ごろになって、びびったわけじゃねえだろうな」

　肺はい腑ふを抉えぐるようなその声せい音おんに、涼介は心の底から震ふるえ上がった。

　冗談だろ……。なんなんだよ、これ。あの人いったい、なにやってたんだ！

　しかし、諸しよ悪あくの根源たる川かわ崎さき涼介は、涼介の登場と共にその姿を消しているし、いつもそばにいてくれる筈はずの亜あ季きの姿も見当たらない。涼介の疑問に答えてくれる者はいなかった。

「なにきょろきょろしてやがる。手て前めぇが来ねえんだったら、俺おれから行くぜ」

　巨人が、一歩踏み出してくる。

　涼介は慌てて後ずさろうとしたが、足がもつれて、その場に尻しり餅もちを付いてしまった。

　ざわめきが男たちの間に流れる。

　巨人が涼介を見下ろし、ぼそりと言った。

「なんの真似まねだ」

「な……なんなんなんのまねっててって……」

　口がまともに動いてくれない。

「おい、浦和」

　巨人が涼介の前に屈かがみ込んだ。その胸板が、涼介の視界の全すべてを覆おおってしまう。

　丸太のような腕が、涼介の胸倉を摑つかんで引き上げた。

　半ば宙に浮いたような形の涼介の顔を、巨人が覗のぞき込んで来る。

「手前ぇ、俺に訊ききたい事があるんじゃなかったのか」

　涼介には答える事ができなかった。質問の内容がどうこうではなく、単純に口が動かないのだ。

「さっきの威勢はどうしたんだよ、浦和。……おい、こっちを見ねえか！」

　苛いら立だたしげに巨人が唸うなった。

　涼介は、なにもこの巨人を無視していたわけではない。ただ恐ろしくて、その顔をまともに見る事ができないでいたのである。

「なんだ、その腑ふ抜ぬけた面つらぁ」

　不快げに吐き捨てた巨人は、涼りよう介すけを突き放しすようにして立ち上がった。

　相手にするにも値しない。そう思われた事は確かだったが、それを屈辱に感じられるほどの心の余裕は、その時の涼介にはなかった。

　……助かった……。

　つくづくそう思う。あんな丸太のような腕で殴られては怪け我がぐらいで済むわけがない。いったい、川かわ崎さき涼介は、どんな勝算があって、あんな化け物のような男に挑もうとしたのだろうか。

「どうしたんだよ、広ひろ長なが」

　髪を茶色く染めた男が、巨人に声を掛けていた。怪我でもしているのか、だらりと下げられた右腕の肘ひじのあたりを、左手で押さえている。

「どうしたもねえだろ。あんな屑くずみてぇな奴やつの相手ができるか」

「そんな筈はずはねえ。ありゃあ、奴の作戦だぜ。なにか企たくらんでやがるんだ」

　茶色い髪の男が、その場から涼介を睨にらみ付けてきた。敵意を剝むき出しにしたその視線に、涼介は思わず震ふるえ上がる。

「ふん……あれがか？　まあいい。どっちにしろ、俺おれも奴には用がある。縛しばり上げて例の五番倉庫に運んどけ。じっくり訊じん問もんしてやりゃあ、芝居か本気か分かるだろうよ」

　広長と呼ばれたその巨人の言葉に、涼介は改めて震え上がった。なにも助かってなどいなかったのだ。

「おっさんの方はどうする」

「勿もち論ろん、知らせとくさ。テープを取り返さねえうちは、うるさくて仕方ねえからな」

　テープを取り返す？

　その言葉を、涼介は聞き咎とがめた。

　テープとは、小包の中にあるというビデオテープの事だろうか。そしてそれを、この男たちも探している？

　いったい、どれだけの人間が、その小包にかかわっているというのだろう。小包を手に入れた時、なにがどうなるというのだろう。

「じゃあ、奴の事は任せる。なにか分かったら、すぐ連絡しろ」

「あいよ」

　広長はバイクに跨またがった。呆あきれるほど大きなバイクだったが、広長の巨体が跨ると、むしろ小さく思えてしまう。

　エンジン音を轟とどろかせて、広長のバイクが走り去ると、涼介は大きく息を吐いた。

　無論、広長一人がいなくなったところで、状況はまったく好転していない。だが、あの巨人は、そこに存在するだけで涼介を圧迫していたのである。

　まわりにいた男たちにとっても、それは同じようで、それまで張り詰めていた空気が一気に緩ゆるんだ感があった。

「さすがだぜ、広ひろ長ながさん。貫かん禄ろくだよな」

「手も出さなかったもんな、凄すげぇよ」

「ひょっとして、ありゃ気功とかって奴やつじゃねえのか」

　口々に勝手な事を言い合っている。

「おう、浦うら和わ。さっきは随分、調子こいてくれたじゃねえか」

　不意に呼びかけられ、そちらを見た涼りよう介すけは、思わず目を見開いた。

　長髪とパンチパーマとディップ。昨日の三人組だったからである。

「あんなはったりが、広長さんに通用すると思ってやがったんだから笑っちまうよなぁ」

「おう、さっきの調子でほざいてみろよ」

　どがっ。

　パンチパーマが、涼介の脇わき腹ばらに蹴けりを入れてきた。

「うっ……」

「おら、どうしたんだよ！」

　今度は逆側から、ディップが蹴り付けてきた。

「や、やめて下さい！　僕はなにも……」

「やめて下さい。……だとよ」長髪がおどけたように、涼介の口くち真似まねをした。「調子いい事ぬかしてんじゃねえぞ、ぼけ！」

「よさねえか！」

　思わぬところから制止の声が飛んできた。あの茶色の髪の男である。

「そいつは、手て前めぇらなんぞの手に負えるような男じゃねえ。油断なんかしてやがると、なにをしでかすか分からねえぞ」

「だけど栗くり原はらさん、こいつはただの……」

　長髪が言い返そうとしたが、

「俺おれの言う事が信じられねえってのか？」

　栗原と呼ばれたその男にねめ付けられて、そのまま沈ちん黙もくしてしまった。

　そして栗原は、涼介に目を向けた。

「おう、浦和。なにを企たくらんでるのか知らねえが、そんな風ふうに脅おびえて見せたって、俺の目はごまかされねえぞ。手前ぇにそんな可愛かわいげがあるわけがねえんだ。そいつはこの腕が一番よく知ってる」

　涼介は、栗原の右みぎ肘ひじを、ちらりと見た。

　という事は、この怪け我がは川かわ崎さき涼介が負わせたものなのだろうか。

「とりあえず、お前の右腕は俺が貰もらう。覚悟しとけよ」

　川かわ崎さき涼りよう介すけの行動が分かれば分かるほど、自分が深みに嵌はまって行くような気がしてならない。

　……いったい、どうしてくれるんですか、川崎さん。

「おう、お前ら。ベルトでもなんでもいい、こいつがおとなしくしてるうちにふん縛じばっとけ」

　栗くり原はらが三人組に命じた。
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　縛られてからでは逃げられない。

　だが、今逃げても逃げ切れそうもない。なにしろ、一〇人以上の男たちが控えているのだ。逃げ損なって捕まっては、更にひどい事になるだろう。

　しかしこのままおとなしくしていて、『五番倉庫』とやらに連れ込まれてしまっては、おしまいである。

　とはいえ、ここを逃げ出すにしても方法がない。

　涼介が思考の堂々巡りを続けていた時である。

「お巡まわりさぁん。こっちです、こっちぃ」

　不意に、そんな声が聞こえた。

　三人組が、ぎくりと動きを止め、涼介は、はっと顔を上げた。

　……亜あ季きさん？

「ほら、こっち、こっち。早く。大勢で一人を取り囲んでまぁす」

　間違いない。亜季の声だ。

　そうと知るなり、涼介は自分でも驚おどろくほどの力で摑つかまれていた腕を振りほどいていた。

「あ……」

「野郎……」

「待て、こら」

　三人組が我に返った時には、涼介は道を塞ふさぐバイクの隙すき間まを擦すり抜けていた。そのまま全速力で走り出す。

「馬ば鹿か野郎！　そんな手に引っ掛かるんじゃねえ！」

　栗原の罵ば声せいが轟とどろいた。

「浦うら和わくん。こっちこっち」

　倉庫ビルの陰から、亜季が顔を出す。

「お巡りさんはどこです？」

「そんなの噓うそに決まってるでしょ」

　きっぱり言いながら、亜季は後ろを振り返った。

「野郎、待ちやがれ！」

「逃がさねえぞ、手て前めぇ！」

　口々に怒鳴りつつ、例の三人組が追い掛けて来る。

「ほら、ぐずぐずしないで。走るわよ！」

　亜あ季きに言われるまでもない。

　涼りよう介すけと亜季は、競うようにして走り出した。

　だが、三人組も諦あきらめようとはしない。逃げられたと報告した時、広ひろ長なががどういう反応を示すか考えれば、その必死な形ぎよう相そうも理解できるというものだ。

「どうするんですか。逃げ切れませんよ、これじゃあ」

　走り続けながら、涼介は亜季に言った。

「大丈夫よ」自信ありげに亜季は応こたえる。「どうせすぐ息が切れるわ。不健康な生活してる人ばっかりなんだから」

「でもバイクは？」

「え？」

「バイクに乗って来てるんですよ。あの人たちは！」

「……あ」

　そこまで考えていなかったという事が、涼介にもはっきりと分かった。
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「遅いわよ、浦うら和わくん。そんなんじゃ追いつかれちゃうじゃない」

　先を走る亜季が、焦じれたように振り返った。

「そんな事言ったって、この靴じゃ……」

　どうも走りにくいと思っていたら、涼介はいつものスニーカーではなく、妙に頑丈なブーツを履はいていたのだった。おまけに足には革のスラックス、上は嫌になるほど重い、これも革のジャケットである。

「大体、なんで僕がこんな格好してるんです」

「お兄ちゃんからのプレゼントよ。高かったんだから」

　そういう事を言っているのではないのだが、落ち着いて話していられる場合でない事もまた確かだった。

　三人組は既に振り切っていた。亜季の推測通り、息が続かなかったとみえる。

　だが今度は、涼介の推測通りに、バイクによる追跡が始まっていたのだった。

　無論、人の足とバイクとでは勝負にならない。だが、涼介たちが、脇わき道みちと見れば入るようにして来たため、向こうも涼介たちの所在地を摑つかみ切れてはいない様子だった。

　だが、だからと言って安心する事など、到底できなかった。ビルの谷間に反はん響きようするバイクのエンジン音が、四方から涼りよう介すけたちを包み込んでいる。その中のどれか一台に一度でも姿を見られれば、それでおしまいなのだ。

「いったい、ここはどこなんです？」

「駅裏よ」

　道理で閑散とした通りが続いているわけだ。

「それで駅はどっちなんですか？」

「それが分かれば苦労しないわよ」

「……知らないで走ってたんですか？」

　涼介が呆あきれると、亜あ季きは怒ったように言った。

「仕様がないでしょ。こんなとこ来るのだって初めてなんだし、それにこんな走り回ってたら、わけも分かんなくなるわよ」

「じゃあ……とにかく、もう少し遠くが見通せる所に行きましょう。そうしなきゃ、いつまで経たっても抜け出せない」

「ええ、そうね」

　しかし、そうするだけの時間は、既に涼介たちにはなかった。

　涼介たちの行く手に、一台のバイクが現れたのである。

　見付かった……。

　血の気が引いて行くのを、涼介は感じた。

　そのバイクの乗り手は、いきなり襲おそい掛かって来るような真似まねはしなかった。その代わり、いったんバイクを停とめ、何度となくクラクションを鳴らしている。仲間を呼んでいるのだ。

「なにしてんの。早く逃げるわよ」

　涼介の腕を、亜季がぐいと引いた。

「でも……これじゃもう……」

「馬ば鹿か！　そんな簡単に諦あきらめてどうするのよ！」

　こんな事になったそもそもの原因は、亜季とその兄にある。その亜季になぜ叱しかられなければならないのかと思わない事もなかったが、少なくとも、今の言葉それ自体は間違っていない。

「分かりました」

　涼介は、クラクションを鳴らし続けるバイクに背を向け、改めて走り出そうとした。

　だが、今度はそちらから、新たなバイクが迫って来たのである。しかも今度は三台。乗り手はいずれもフルフェイスのヘルメットを被かぶっていた。発見の合図を受け、いち早く駆かけつけてきたに違いない。

　……やっぱり、駄目なのか……。

　涼介が観念しかけた時である。

「……違う」

　亜あ季きが呟つぶやくように言った。その目は近付く三台のバイクを、まっすぐに見詰めている。

「あれは……違う。あれは……北きた澤ざわさんたちよ！」

　亜季の表情が、ぱっと輝かがやいた。
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「北澤さん？」

「ほら、浦うら和わくんも写真見たでしょ。お兄ちゃんの」

　言いかけた亜季は、そこではっとしたように涼りよう介すけの顔を見ると、急いでポケットからハンカチを取り出した。

「ほら、顔。これで早く顔隠して」

　そういえば、川かわ崎さき涼介の友人たちに会ったら、すぐに逃げろと言われていたのだった。

「でも、そんな事したって却かえって怪しまれるだけじゃ……」

「いいから！　もう来ちゃう！」

　慌てた亜季はいきなり涼介に飛び掛かると、まるでヘッドロックでも掛けるように、強引に涼介を俯うつむけさせ、同時にハンカチを顔面に押し当ててきた。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ」

「いいから私に任せなさい。分かったわね」

　有無を言わせないとは、まさにこの事である。

　涼介が亜季の腕の中でもがいているうちにも三台のバイクは接近を続け、そしてそのうちの二台が涼介たちの脇わきを擦すり抜けた。

　そして、タイヤを滑らせるようにして、そこで停車する。道路に対して直角に、二台のバイクが向き合うようにして停とまったのだ。

　なんのためかは明白だった。涼介たちを護まもるため、追っ手のバイクの前に壁かべを築きずいたのである。

　そして三台目が、涼介たちのすぐ脇に停まった。そしてその乗り手が、左手の親指で弾はじくようにして、ヘルメットのシールドを跳ね上げる。

「随分と捜し回ったぜ……。こんな所でなにしてやがんだ。え？　亜季坊」

　ヘルメットの隙すき間まから、鋭するどい目元が覗のぞいた。

「北きた澤ざわさん……」

　安心しきったような表情で、亜季はその名を口にした。どうやら亜季は、この北澤という男を、無条件に信頼しているらしい。

「ありがとう……もう駄目かと思ってた」

　それは間違いなく亜あ季きの本心だったろう。

　しかし、北きた澤ざわの目は、厳きびしく亜季を見詰めていた。

「こんな所でなにしてる。そう訊きいてるんだ」

「あ……それは……」

　亜季が口ごもる。

「行くなと長谷はせ部べに言われた筈はずだな。そしてお前は、分かったと答えた。違うか？」

「……」

「なら、どうしてお前がここにいる」

　亜季は俯うつむいたまま、返事もできないでいる。

「俺おれたちが出向いて来たからいいようなものの、もし間に合わなかったらどうするつもりだったんだ」

「……ごめんなさい」

　あの口の減らない亜季が、ひと言も反論できずに謝あやまっている。涼りよう介すけは驚おどろきと共に、その様子を見詰めていた。

「あそこにいるのは、沙さ羅ら瞞まん鑼どらの奴やつだな」

　やや口調を和らげて、北澤は訊たずねた。

　亜季は無言のまま、こくりと頷うなずいた。

　最初に現れたそのバイクの男は、クラクションを鳴らし続けたその時の体勢のままで固まっている。突然現れた北澤たちを前に、どうしていいのか分からないでいるらしい。いや、それとも、仲間が集まってくるのを待っているのか。

「で、そこのそいつは？」

　北澤は、涼介の方へと視線を向けてきた。

「あ……と、その浦うら和わくんって言って、私の友達なんです。だけど鼻血が止まらなくなっちゃって、それでこうしてハンカチで押さえてて……別に怪しいとか、顔隠してるとかそういうわけじゃ……」

　『私に任せなさい』と大見得を切ったわりには、随分しどろもどろな上、言わなくてもいいことまで言ってしまっている。初しよっ端ぱなの先制攻こう撃げきで、亜季は相当動揺してしまっているようだった。

「ほう……鼻血を、ね……」亜あ季きのその説明で納得したのかどうかはともかく、とりあえず北澤は、それ以上の追及はしないでくれた。「まあいい。詳しい話はあとだ。今はとにかく、ここを離れるぞ」

　北澤の手がアクセルを吹かした。エンジンが唸うなりを上げ、タイヤが軋きしむ。

　次の瞬しゆん間かん、北澤のバイクは一八〇度向きを変えていた。ほとんど位置を変える事なく、その場で回頭して見せたのである。

「後ろに乗れ」

「でも、二人は……」

「お前ら二人なら大丈夫だ。いいから早くしろ」

　確かに亜あ季きも涼りよう介すけも小柄な方だし、詰めればなんとか乗れそうだった。

「じゃ、浦うら和わくん。これ渡しとくから、ちゃんと押さえてないと駄目よ」

　亜季はハンカチを涼介に渡してから、後部座席へと跨またがった。なるべく前の方へと詰めて、涼介のためのスペースを作る。

「ざわさん。ちょいと急いだ方がいいぜ」

　壁かべを作っていた二人のうちの一方が、声を掛けてきた。

　あのクラクションを聞き付けてきたのだろう。新たな追っ手が姿を現したのである。数は二台。やって来る方角は最初の一台と同じ、つまり、北澤のバイクの後方である。

「分かってるさ。長谷はせ部べ、お前はここで奴やつらを食い止めろ」

「了解」

　声を掛けてきた方が、そう応こたえた。

「柱はしら谷たに、お前は俺おれの後につけ。追ってくる奴を片っ端から叩たたきのめすんだ」

　もう一人が、軽く手を上げた。

「浦和、しっかり乗っかったか？」

「あ、はい」

「じゃあ、行くぜ。しっかり摑つかまってろよ」

　シールドをぱちんと下ろし、北きた澤ざわはハンドルに手を掛けた。

　ぶおんっ。

　エンジンが唸うなりを上げる。

　その急激な加速に体を置いて行かれそうになり、涼介は夢中で亜季の体にしがみ付いた。「ちょっと、やだ。どこ触ってんのよ」

　亜季が声を上げて、身をくねらせる。

「あ……すいません」

　涼介が慌てて手の位置を動かそうとすると、北澤が口を挟んだ。

「構わねえから、しっかりしがみついてろ」

「「え？」」

　涼介と亜あ季きが同時に訊きき返すと、北澤は前方を見詰めたまま言った。

「ちょいと荒っぽく行く。振り落とされんじゃねえぞ」

　やはりクラクションの合図を聞き付けてきたのだろう。前方からも、一台のバイクが接近しつつあった。涼介たちに向けて、まっすぐに突っ込んでくる。

　だが、それに気付いている筈はずなのに、北澤は進路を変えない。

　共にかなりのスピードを出している者同士、彼ひ我がの距離は急速に縮ちぢまって行く。そして、

　ぶつかるっ。

　涼りよう介すけが身を竦すくませた時、相手のバイクが脇わきへと振れた。

　避よけてくれた。

　だが、そう思うのはまだ早かった。確かに向こうは避けてくれたが、こちらにそのつもりがなかったからである。

　車体が傾いたかと思うと、加速度が横から襲おそってきた。振り落とされまいとの一心で、涼介は亜あ季きの体にしがみ付く。亜季にどう思われるかなど考えている余裕はなかった。

　重い衝しよう撃げき。そして耳障りな金属音。

　北きた澤ざわのバイクが、タイヤを軋きしませて停止した。

　涼介が顔を上げると、道路の前方に、今すれ違ったばかりのバイクが転がっていた。車体からは白煙が吹き出している。乗っていた人間は、やや離れた場所で立ち上がろうともがいていた。どうやら、命にかかわるような怪け我がはせずに済んだらしい。

　今の一いつ瞬しゆんに北澤がなにをしたのか、ようやく涼介にも分かった。車体を傾けつつ後輪を滑らせ、ちょうど足払いでも掛けるように、相手のバイクの後輪を払ったのである。

「さすがに二人も乗っけてるとリアが滑る」

　北澤はぼそりと呟つぶやくと、一八〇度スピンした車体を、元の進行方向へと戻した。
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　軽く車体を沈ませて、バイクが停とまった。

「着いたぜ」

　川かわ崎さき家の前である。

　涼介は、手の中に握り込んでいたハンカチで鼻のあたりを押さえつつ、後部座席から降りた。続いて降りた亜季が、その涼介を見て、ちゃんと分かってるじゃない、とばかりに頷うなずいてよこす。

　北澤がバイクに跨またがったままヘルメットを脱いだ。

「さあ、それじゃあ、説明して貰もらおうか」

　写真で見てはいたが、実際にその顔を見るのは初めてだった。鼻といい顎あごのあたりといい、全体的に線が太く、がっしりとしている。目元が鋭するどく、唇はやや薄うすい。美男子というのとは違うが、精せい悍かんさの漂うその顔立ちは、女性には魅み力りよく的てきに映るだろうと思える。

「お前らいったい、あんな所でなにをしてたんだ？」

　北澤は亜季と涼介を等分に見ながら訊たずねてきたが、それは涼介の方こそ知りたい事である。涼介は、亜季の返答を待った。

「……」

　だが、亜あ季きは答えない。俯うつむいたまま、黙だまりこくってしまっている。

「沙さ羅ら瞞まん鑼どらにどんな用事があったんだ」

「……」

　やはり亜季は答えない。

「涼りよう介すけの事に、なにか関係があるのか」

「……」

　一いつ向こうに口を開こうとしない亜季を見詰め、北きた澤ざわはやや口調を変えて、もう一度、別の質問をした。

「俺おれはそんなに信用がないのか」

　亜季が顔を上げた。

「違う。そうじゃない。……けど」

「けど、なんだ」

「……」

　再び亜季は黙り込んでしまった。

　北澤の視線が、涼介の方へ移動してくる。亜季が喋しやべらないなら、涼介から訊きき出そうとでもいうのだろうか。

　しかし、北澤は結局涼介にはなにも言わず、そのまま亜季へと視線を戻した。

「まだ、続けるつもりなのか」

「……」

　その質問にも、亜季は答えられなかった。

　だが、これまでの質問とは違い、この質問に関しては、答えない事が答えになっていた。続けるつもりがないのであれば、亜季は素直に答える事ができた筈はずだからである。

「よく分かった」

　そう言ったところを見ると、北澤も涼介と同じ判断を下したのに違いない。

　亜季が顔を上げる。その表情には、安あん堵どと不安が同居していた。安堵は、北澤が追及をやめてくれた事に対するもの、不安は、どういうつもりで追及をやめたのかが分からないからであろう。

「言いたくないんだったら、言わなくていい。無理に訊こうとは思わねえよ。だがな、亜季坊。ひとつだけ約束してくれ」

　亜季は無言のまま、北澤の次の言葉を待っていた。

「今度、今日のような事をする時は、俺たちを使え。理由は話さなくてもいい。説明なんざ要らねえよ。ただ、なにをしたいかだけ言え。そうすりゃ、俺たちが動いてやる。分かったな」

「でも……それじゃあ……」

「分かったな」

　亜あ季きは唇を嚙かんだ。

　北澤は無言のまま待っている。亜季が返事をしない限り、いつまでも待ち続けるつもりでいるかのようだった。

　息の詰まるような時間が流れ、そして亜季は微かすかに頷うなずいた。

「それでいい」北澤は満足そうに頷くと、燃料タンクの上に置いてあったヘルメットを取り上げた。「それじゃあ、俺おれはこれから、あいつらの様子を見に行って来る。引き際を誤あやまってないか心配なんでな」

「……ありがとう、北澤さん」

　亜季が小さな声で言った。

　北澤は亜季を見やり、そして小さく笑った。

「礼なら長谷はせ部べに言いな。あいつが、どうしても様子を見に行くんだって聞かなくてな。それで出向いてったようなもんなんだ」

「あの……ありがとうございました。本当に助かりました」

　ヘルメットを被かぶり終えた北澤に、涼りよう介すけも礼を言った。

「確か浦うら和わとか言ったな」

「あ、はい」

「亜季坊の事、よろしく頼むぜ。どうやら亜季坊は、俺たちよりお前の方を信頼してるようだからな」

　それだけ言い残して、北澤は走り去った。

　その後ろ姿を、涼介はずっと見送っていた。

　……それは誤ご解かいですよ、北澤さん。あなたの方が、よっぽど信頼されてます。

　亜季は、北澤の質問に対しては、沈ちん黙もくするしかなかった。涼介に対してしたように、噓うそ八百を並べたててその場を切り抜けるような真似まねはしなかった。それは亜季が、信頼している人間に対して噓を吐つく事ができなかったから、である。

　だが、その北澤をしてさえ、亜季の口を割らせる事はできなかった。

　それができる人間はただ一人、川かわ崎さき涼介だけである。

「どうしたの？　浦和くん。早く家に戻りましょ」

「あ、はい」

　亜季の後ろに従って玄関へと向かいながら、涼介は、以前ビデオで見た『川崎涼介』の姿を思い出していた。
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「あ」

　亜あ季きが小さく声を上げた。玄関のドアをくぐってすぐである。

「どうかしましたか？」

「うん……ちょっと忘れ物をね」

「なにをですか？」

「ほら、浦うら和わくんが今着てる服、途中の店で買ったでしょ？　その時、それまで着てた服を紙袋に入れて貰もらって持ってたのよ。それを……」

　忘れて来たという事らしい。

「……どこに？」

　涼りよう介すけを見る亜季の目付きで、大方の見当は付いた。

「あそこ……ですか？」

「うん……。浦和くんになっちゃって、あ、まずいなって思って、その時にいったん地面に置いたのよね。それでそのまま……」

「ちょっと待って下さい。それじゃ僕の着てきた服は、みんなあそこに置き去りって事ですか？」

　とてもではないが、二度とあんな所に戻る気にはなれない。

「え、ああ、そうじゃないのよ。制服は大丈夫。家を出る前に着替えてったから。ただ靴がね……」

「ああ……それくらいだったら、別にいいですよ」

　制服をまるごとなくして帰りなどしたら、さすがに大おお事ごとだが、靴ぐらいならどうとでもなる。花はな枝えにも気付かれずに済ませられるだろう。

「ごめんね。今度、ちゃんと買って返すから」

「いいですよ、そんなの。ただ、今日帰る時だけは」

「うん。ちょっと待っててね」

　心得たように頷うなずいた亜季は、下駄箱の前に屈かがみ込むと、中から一足のスニーカーを選び出し、玄関の土間に並べて置いた。

「とりあえず、今日はこれで我慢してくれる？　お兄ちゃんのだから、浦和くんには大きいと思うけど」

「すいません。それじゃお借りします。……ところで制服はどこに？」

「二階よ。お兄ちゃんの部屋に全部置いてあるわ」

「それじゃ、ちょっと着替えて来ますね」




　元通りの服装に着替え、鞄かばんを手にして一階へと戻ると、

「ああ、浦うら和わくん。ちょっとひと息入れましょ」

　応接間から、亜あ季きが顔を出した。

　涼りよう介すけが着替えていた間に用意したのだろう。応接間のテーブルの上には、コーヒーと一緒にチーズケーキが並べられていた。

「すいません。……じゃ、遠えん慮りよなく戴いただきます」

　涼介はソファに腰を落ち着けて、チーズケーキに手を伸ばした。

　しばらく黙もく々もくと口と手を動かしていると、

「なんにも訊きかないのね」

　ぽつりと亜季が言った。

　訊きたい事は山ほどある。だが、涼介が訊いても亜季が教えてくれる筈はずはなかった。またごまかされるだけだ。

　そんな無意味な行為に労力を費やしても仕方がない。涼介はそう思っていたのだが、考えてみれば、なんの質問もしないでいる事は、却かえって亜季を警けい戒かいさせる事にもなりかねなかった。

「亜季さんの方から説明してくれると思ってたものですから」

　涼介は小さく肩を竦すくめ、それからソファに座り直した。

「それじゃあ、お訊きしますけど、あそこにいた人たちは何者なんですか？　お兄さんとは、どんな関係なんです？」

「沙さ羅ら瞞まん鑼どらっていうグループなんですって。お兄ちゃんや北きた澤ざわさんたちとは、前から敵同士だったみたいよ」

　亜季はすらすらと答えた。まるで、前もって準備でもしてあったかのようだ。

「敵同士っていうのは、まあいいとして……どうして、僕の体で、あんな事を？　なんか決着を付けなきゃならない事でもあったんですか？」

「うん……なんか、そうみたいよ。男の意地とか義理とか、なんかそんな感じで」

「でも、この間頼んでおきましたよね。僕の体で喧けん嘩かなんかしないで下さいって。あの約束は、どうなったんですか？」

「それは……そう……なんだけど……」

　亜季が口ごもってしまったので、涼介は助け舟を出す事にした。

「まあ、いいです。過ぎた事をくどくど言ったって仕方ありませんから」

「そう？　そう言ってくれると助かるけど」

　明らかに、亜季はほっとした様子である。

「でも、本当にもう勘弁して下さいよ。いきなりあんな場面に放り出されちゃ、僕だって困ります」

「うん、分かってる。もう絶対あんな事はしないように、きつく言っとくから。今度だけは許して、ね？」

　そう言って、亜あ季きは涼りよう介すけに手を合わせた。

「きっとですよ」

　涼介は念を押し、それから残りのコーヒーとチーズケーキとを片付けた。

「それじゃ、今日はこれで失礼します。ご馳ち走そう様でした」

「あ、でも、まだ早いんじゃない？」

「そうなんですけど、ちょっと図書館に寄ろうかと思ってるんで」

「そう……それじゃあ」

「失礼します」

　涼介は傍らの鞄かばんを取り上げ、ソファから立ち上がろうとする。

　そして、

　がたがたっ……。

　テーブルにぶつかるように、涼介はその場に倒れ込んだ。
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「う、浦うら和わくん？」

　驚おどろいたような亜季の声が聞こえた。

　慌てて立ち上がる気配がし、亜季の手が涼介の背中に触れる。

「どうしたのよ、浦和くん。どこか怪け我がでもしてたの？」

　涼介は、俯うつむいたまま、そっと額ひたいを押さえた。そして、二度三度と、強く頭を振る。

　ゆっくりと顔を上げ、心配そうに覗のぞき込んでくる亜季の顔を見詰めた。

「亜季……か？」

「……え？」

　涼介は立ち上がり、応接間の中を見回した。

「いったい、なにがあった？」

「なにって、だって……え？」

　涼介は、詰め襟えりのホックを外しながら、繰くり返す。

「あのあと、いったいなにがあったんだって、訊きいてるんだよ」

「それじゃ、まさか……お兄ちゃん、なの？」

　亜あ季きは目を丸くしている。

「なにが、まさかだ。お前まだ、俺おれと浦うら和わの見分けも付かねえのか」

　涼りよう介すけは舌打ちした。

「だけど……お兄ちゃんが浦和くんになったの、ついさっきよ。今まではもっと……」

「知るかよ、そんな事」吐き捨てるように涼介は言い、もう一度、亜季に問い掛けた。「いったい、なにがあった。あのタイミングで浦和に戻ったってのに、どうして無事にここにいるんだ？」

「北きた澤ざわさんたちが助けに来てくれたのよ」

　亜季の返答に、涼介は眉まゆを寄せた。

「どうして、奴やつが？　やけにタイミングが良すぎるじゃねえか」

「私が電話したからよ。それが気に掛かって、様子を見に来てくれたらしいの。……お陰で助かったけど」

「なるほど、そういう事か……だが、それじゃあ、奴にいろいろうるさく訊きかれたんじゃねえのか？　なんのために、あんな所へ出掛けてったのか、とかよ」

「うん、それはね……。お兄ちゃんが殺された事と関係あるのかって訊かれちゃった」

　涼介は、強い視線を、亜季に当てた。

　そんな涼介に気付いて、亜季はすぐ言い足した。

「ああ勿もち論ろん、北澤さんがそういう言い方をしたわけじゃないわよ。北澤さんはそんな事知らないんだもの。……でも、あんな事のあとじゃ、ひょっとしたら、とは思ったかも」

「……」

　無言のままの涼介に、亜季はふと不思議そうな視線を向けてきた。

「どうかしたの？　お兄ちゃん。なにを考えてるの」

「……いや、別になんでもない。それより……それでお前はどう答えたんだ？」

「どうって……なにも言えなかったわよ。北澤さんが相手じゃ、噓うそなんか吐つけっこないし、吐いたってすぐ見抜かれちゃいそうだもの」

「……それでよく奴が納得したな」

「納得はしなかったと思うけど……とにかく、それ以上訊かないでくれたわ」

「そうか……なら、それでいい」

　涼介は亜季に頷うなずいて返し、そして改めてソファに座り直した。

「ところで、広ひろ長ながたちが、ちょいと気になる事を言ってたんだが、それについて、お前の考えを訊かせて貰もらえるか？」

「なにか収しゆう穫かくがあったの？」

　同じくソファに座り直していた亜季が、軽く身を乗り出すようにする。

「収しゆう穫かくと言っていいのかどうか分からねえが……奴ら、こんな事を言ってやがったんだ。テープを手に入れないうちは、おっさんがうるさくて仕方がないってな」

　亜あ季きは目を瞠みはった。

「それじゃやっぱり沙さ羅ら瞞まん鑼どらって、組織ぐるみで岡おか野のさんの仲間だったの？」

　涼りよう介すけは、じっと亜季の目を見詰めた。

「かも……しれねえな」

「どうする、お兄ちゃん。あんな人たちが相手じゃ、私たちだけじゃどうしようもないわよ。今日だって、北きた澤ざわさんたちが来てくれなかったら、どうなってたか……」

　亜季は不安を隠せないでいる様子だった。

「……確かにな」

「やっぱり、警けい察さつに言った方がいいんじゃない？　証拠のテープがなくたって、岡野さんが拳けん銃じゆうを持ってるのは確かなんだもの。調べて貰もらえさえすれば、すぐ捕まえてくれる筈はずよ。そうすれば、お父さんが調べてた事だって、きっと警察の人がはっきりさせてくれると思うの」

「……」

「そりゃ、お父さんの仇かたきを討ちたいっていう気持ちは分かるけど」

「……」

「でも、仕様がないじゃない。このまま続けたら危険なだけよ。浦うら和わくんだって、どうなるか分からない。それでもいいの？　お兄ちゃん」

「……」

　涼介は黙だまっていた。無言のまま、ただ亜季を見詰めていた。

「……どうして黙ってるの？」

「……別に。ただちょっと考え事をな」

「？」

　亜季が怪け訝げんな表情を見せた時、玄関の方で、呼び鈴が鳴るのが聞こえた。
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「岡野さん……かしら」

　不安と警戒のないまぜになった表情を浮かべながら、亜季は立ち上がった。

　ドアを開き、応接間を出て行く。

　やがて、

「おばさん……」

　気の抜けたような亜季の声が、聞こえてきた。

「こんにちは、亜季ちゃん。さっきも一度来たんだけど、なんか留守だったみたいだから」

　年配の女性の声が聞こえた。

「あ、ごめんなさい。ちょっと出掛けてて……」

「それでね、今日はこれを届けに来たんだけど」

　次に亜あ季きの声が聞こえるまで、随分の間があった。

「……どうしたの？」

「あ、いえ……でも……どうして、これをおばさんが？」

「クリーニングに出してたのよ。でも、あちこち破れちゃってたし、その繕つくろいもしようと思ってたら、手間取っちゃって……ごめんなさいね。本当はもっと早く持って来るつもりだったんだけど……」

「いえ、それはいいんですけど……それよりこの中になにか入って……」

「ええ、勿もち論ろん、それも持って来たわよ。ちょっと待っててね。……お財布でしょ、キーホルダーでしょ、それから……」

「お兄ちゃ、じゃなくて、浦うら和わくん！」

　不意に、亜季が声を張り上げた。

　どうしようかと思ったが、結局、涼りよう介すけは立ち上がった。鞄かばんを手にして応接間を出て行く。「あら」

　玄関先に立っていた四〇年配の女性が、驚おどろいたような顔を見せた。

「どうかしましたか？」

　その女性に軽く会釈してから、涼介は亜季に訊たずねた。『浦和』として呼ばれたのだから、『浦和』の言葉遣いにするのが自然である。

「ほら、これ」

　亜季は、ビニールに包まれた学生服を、腕に掛けるようにして持っていた。そして、その手にした紙袋の口を、涼介に向けて大きく開いて見せる。

　そこにあったのは、財布とキーホルダーと、そして薄うす茶ちや色いろの紙に包まれた四角い小包だった。

「ねえ、これでしょ？」

　亜季が、念を押すように言う。かなり興こう奮ふんしているのが分かった。

「こちらは？」

　年配の女性に訊ねられ、亜季はやや慌てながら、

「え、あ、その友達です、私の」

「ふうん……」年配の女性は、しげしげと涼介の顔を見詰めた。「どこかで会ったような気もするんだけど……ひょっとして、あなた、お通夜の時に」

「違います違います、それとは違います」

　亜季が大急ぎで否定する。その勢いに、年配の女性は怪け訝げんそうな顔をした。

「私の事心配して、こうして時々様子を見に来てくれてるんです。ね、浦和くん？」

「ええ、まあ……」涼介は、年配の女性に頷うなずいて見せてから、亜季を振り返った。「それじゃあ、僕はこの辺で」

「え？　あ、でも……」

　呆あつ気けに取られたような亜あ季きを無視して、涼りよう介すけは土間に置かれたスニーカーに足を差し入れた。

「それじゃ、失礼します」

　年配の女性にも会釈してから、涼介は玄関を出た。

「ちょ、ちょっと、お、浦うら和わくん？」

　亜季は追い掛けて来そうな素振りを示したが、

「ところで、どうなの、最近。少しは落ち着いた？」

「え、あ……はい、まあ……」

　年配の女性の手前、それができないでいる。

「お父さんの具合はどう？」

「それは、その……」




　足止めされている亜季を置いて、涼介は川かわ崎さき家を出た。

　門を抜けた所で立ち止まり、川崎家を振り返る。

　不意に苛いら立だちが突き上がり、涼介は握った拳こぶしを門柱に叩たたき付けた。
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「おろ？」

　教室に入って来た涼りよう介すけを見て、桜さくら井いが軽い驚おどろきを見せた。

「……おはよ」

　涼介は挨あい拶さつして、自分の席へと着いた。

「どうしたんだよ」

「……なにが」

　鞄かばんの中身を机に移動させながら、涼介は素っ気なく言った。

「なにがって、お前……今週は休むんじゃなかったのか？」

「ああ、あれはもういいんだ」

「もういい？」

「桜井くんには、なんかいろいろ迷惑かけちゃったね。あ、そうだ。休んでた分のノート、あとで貸して貰もらえる？」

「そりゃあ構わねえが……」桜井はきょろきょろと周囲を見回してから、顔を涼介に近付け、小声で言った。「いったい、今までなにやってたんだよ」

「別になにも」

「なにもって事はねえだろう。あの西にし高こう生せい絡みだって、お前言ってたじゃねえか」

「桜さくら井いくんが期待してるような事はなかったよ、なんにも」

「じゃ、三日もなにしてたんだ？　あの西高生とよ」

「お葬式の手伝い……かな」

「葬式？」

「いいようにこき使われて……さすがにちょっと疲れちゃったよ」

「ふうん……で、『もういい』？」

「あとは自分たちで勝手にやるでしょ」

　涼りよう介すけは、ノートと教科書を広げた。土曜日の一時間目は構文グラマーである。

「お前……なんか、ちょっと変わったな」

　桜井が、しみじみと呟つぶやいた。

「変わった？」

「ああ……深みが出たっつうか、屈折したっつうか」

　涼介は、桜井の顔を見やり、そして肩を竦すくめた。

「ま、いろいろあったからね」

　桜井が笑った。

「言ってる事が違うじゃねえか。さっきとよ」
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　一時間目が始まって、しばらくした頃ころ、

「あの……ちょっと、すいません」

　教室の戸を少し開けて、事務の女性が顔を覗のぞかせた。

「なんでしょう？」

　黒板に例文を書いていた英語教師の魚うお住ずみ俊しゆん一いちは、チョークを持つ手を止め、戸口へと向かった。

　女性事務員との簡単なやりとりのあと、魚住は教室を振り返った。

「浦うら和わくん」

「はい？」

　涼介は顔を上げた。

「君に会いたいという人が下に来てるそうだ。ちょっと行っておいで」

　……やっぱり、来たか。

　涼介はそう思いながら、

「あとにして下さいって、伝えて貰もらえますか？」

「なんだって？」

　魚うお住ずみは驚おどろいたような表情を見せた。桜さくら井いは勿もち論ろん、他ほかのクラスメートたちも、怪け訝げんそうに涼りよう介すけを見詰めている。

「今は授業中ですし、ここを離れるわけにはいきません」

「しかし……」

「とにかく、そう伝えて下さい。お願いします」

　魚住は不ふ審しんそうに涼介を見詰めていたが、やがて、女性事務員の方へと向き直った。

「まあ、本人がそう言ってますんで……」

「はあ……分かりました」

　女性事務員も不思議そうだったが、結局そのまま教室を離れて行った。

　ざわざわと、なんとなく教室がざわめいている。

「おい。いいのか、本当に」

　隣となりの席の桜井が、声を潜ひそめるようにして言ってきた。

「いいんだ」

　魚住が、ぱんと手を叩たたく。

「ほらほら、授業に戻るぞ」

　生徒たちを静めてから、魚住は再びチョークを手に取った。

　だが。

　例文を書き終えた魚住が、その説明を始めようとした時である。

　ぱたたたた……。

　スリッパによるものと思われる足音が廊下を駆かけて来たと思うと、

　がらっ。

　勢いよく、教室の扉が開け放たれた。

「ちょっと、浦うら和わくん！　いったい、どういうつもりなの！」

　そこに仁王立ちになっていたのは、いうまでもなく亜あ季きであった。

　一いつ瞬しゆん静まり返った教室が、再びざわめき出す。

　魚住が眉まゆをひそめながら教きよう壇だんを降りた。

「君、いきなりどうしたんだ？」

「授業のお邪じや魔まをしてすみません。ただ、ちょっと、そこの浦和くんに用があって」

　魚住に一礼すると、亜季はその脇わきを擦すり抜け、ずかずかと教室の中にまで入って来た。

　涼介の机の前までやってくると、強い目付きで涼介を見下ろす。

「こんな所でなにやってるのよ」

「見ての通り、授業を受けてるんですよ。最近欠席が続きましたから、遅れを取り戻さないと」

　平然と答えた涼りよう介すけに、亜あ季きは眉まゆを寄せた。

「約束を破るつもりなの？」

「騙だまされてした約束なんて、守る気にもなれませんね」

　吐き捨てるように言った涼介に、亜季は困惑をあらわにした。

「ちょっと、どうしちゃったのよ、浦うら和わくん……。昨日の事だったら、ちゃんと謝あやまったでしょう？」

「そんな事を言ってるんじゃありませんよ」

「じゃあ、なんだって言うのよ。なにをそんなに怒ってるの？　なにか気に障る事でもしたんだったら謝るから、もう少し付き合ってよ、ね？　あなたがいてくれないと困るの」

　宥なだめるような口調の亜季に、涼介は冷ややかに言い放った。

「折角ですけど、亜季さん。そんな台詞せりふに何度も騙されるほど、僕もお人よしじゃないんですよ」

「な、なによ、その言い方」

　亜季は戸惑いと狼ろう狽ばいとを同時に見せる。

「だってそうでしょう。亜季さんに必要なのは僕じゃない。僕のこの体だけじゃないですか」

　亜季の登場以降ざわめき続けていた教室が、その途端、しんと静まり返った。

　隣となりの席から桜さくら井いが、ただひと言、

「わお」

　と言った。

「ちょ、ちょっと馬ば鹿か、誤ご解かいされるような言い方しないでよ」

　教室中の視線が集中し、亜季が顔を真っ赤にする。

　それには構わず、涼介は続けた。

「それに第一、もう僕があそこに通う必要はないでしょう。探してた物だって見付かった事です。あとは亜季さんとお兄さんだけで勝手にやって下さい」

「それはそうだけ」

　『ど』と言うより先に、亜季の動きが停とまった。

　疑惑に満ちた視線が、涼介に向けられる。

「……どうして、それを浦和くんが知ってるの？」

「見てましたから」

　亜季がその言葉の意味を理解するまでには、しばらくの時間が必要だった。

　そして、徐々にその目が見開かれて行く。

「それじゃ、まさか……」

「すいませんでしたね、お兄さんじゃなくて」

　涼りよう介すけは、あの年配の女性が小包を運んで来たところを、この目で見ていた。川かわ崎さき涼介が殺害されたという話を、この耳で聞いていた。

　川崎涼介にしか、亜あ季きは本当の事を話さない。だから涼介は川崎涼介になりすまし、そして事実を突き止めたのである。

「卑ひ怯きようじゃない！　そんな事するなんて！」

　うろたえながら、亜季は声を張り上げた。

「卑怯なのは、どっちですか。人を騙だまして動かして、あんな事までさせて。それでよくそんな事が言えますね、亜季さん！」

　これまでの人生で、涼介がこれほど強く、正面きって他人を面めん罵ばした事はない。

　それほど、涼介は腹に据えかねていた。亜季の卑劣なやり口が、どうしても許せなかった。

　兄を亡くして、寂しく悲しい。その弱さを利用して、亜季は涼介を騙したのだ。もう少しだけ兄と過ごしたい。涼介にはそう訴え、そしてその実やらせた事は、殺人集団との対決である。

　亜季は、涼介の人格を認めていない。認めていれば、そんな事ができるわけがない。殺されるかもしれない危険な行動にこの体を勝手に使い、しかも、体の持ち主にはそれを黙だまっている。そんな事ができる筈はずがなかった。

「浦うら和わくん……」

　亜季は、茫ぼう然ぜんと涼介を見詰めている。

「言いたい事があるならお兄さんに言って下さい。したい事があるなら、それもお兄さんとすればいい。でも、僕はもう御免です」

　唇を嚙かむ亜季を、涼介はもう見もしなかった。

「授業の邪じや魔まになります。帰ってくれませんか」




　亜季は教室を出て行った。

「おい、色男。どういう事なんだよ」

「可か哀わい想そうじゃない、浦和くん」

　近くの席のクラスメートたちが、口々に囁ささやいてくる。

　事情を知らない者から見れば、涼介の方が悪く思えるのだろう。だが、いちいち説明してまわる気には、涼介はなれなかった。

「本当にいいのか？　あれで」

　そう桜さくら井いに訊きかれた時だけ、

「いいんだ」

　短く、そう答えた。

　教きよう壇だんの方で、咳せき払ばらいが聞こえた。涼介が顔を上げると、

「あ……と、それじゃあ、そろそろ授業を続けてもいいかな？」

　妙に躊躇ためらいがちに、魚うお住ずみは言った。
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　早過ぎる！

　涼りよう介すけは、がばっと顔を上げ、そして状況の変化に気付いた。

「どうした？　浦うら和わ」

　隣となりから声を掛けて来る男がいる。以前にも見た顔だった。

「あ……いや、なんでもない」

　低く答えて、涼介は椅い子すに座り直した。

　見覚えのある教室に、涼介はいた。浦和の教室である。

　静寂の中に、ノートを取る筆記用具の音だけが流れていた。

　黒板の前では、ちょうどあの時と同じ、小柄な女教師がチョークを握っていた。

　壁かべの時計を確認する。……一一時二三分。

　なんとなく自分の体をさすってみたが、特に怪け我がをしている様子はない。

　あれから……なにがどうなったんだ？

　その疑問には、ふたつの意味があった。

　ひとつは、最悪と言っていいタイミングで切り替わったにもかかわらず、浦和が無事でここにいるという事である。広ひろ長ながが見逃してくれたのか、それとも浦和が自分で切り抜けたのか、いずれも、あの状況からすれば、とても考えられない事だった。

　ふたつめは、浦和がなぜこんな所にいるのか、である。浦和は、少なくとも今週いっぱいは、涼介の自宅に通う事を承しよう諾だくした筈はずである。その浦和が、なぜこの教室にいるのだろうか。

　幾つかの推測はできるものの、はっきりした事は亜あ季きに訊きいてみなければ分からない。

　今日は土曜日。授業は午前中で終わりの筈だから、もう少し待てば合法的に抜け出せる。だが、今の涼介には、その『もう少し』を待つ事ができなかった。

　これまでの経過の中で漠然と感じていたものが、前回のあまりに早過ぎる切り替わりによって、はっきりしたような気がする。

　俺おれには時間がない。

　絶望的なまでに、その時間は少なかった。

「あの……先生……」

　涼介は、片手で口元を押さえつつ、女教師を呼んだ。

　チョークを持つ手を止め、女教師が振り返る。

「どうしたの？　浦和くん」

「すいません、ちょっと気分が悪いんですけど……早退してもいいですか……？」

　片手で口を押さえ、今にも吐きそうなポーズを作って、涼りよう介すけは訴えた。

「でも……今日はそんなに具合悪そうには見えないけど……？」

　女教師は、やや疑わしそうに涼介を眺めた。さすがに、同じ相手に同じ手を使うのは無理があったかもしれない。

　だが、その時、

「そういえば、先生。さっきも浦うら和わくん、青い顔してましたよ」

　少し離れた席の見知らぬ女子生徒が、口を添えてくれた。

「浦和が仮病なんか使うわけないでしょ」

　別の席の男子生徒も、そんな事を言う。

　……なんだ、こいつら？

　口添えしてくれるのはありがたいが、なぜそんなに涼介に協力的なのかが分からない。却かえって不気味だった。

「無理なんかさせて、大おお事ごとになったらどうするんです」

「休ませてやんなよ、先生」

　口々に言われて、その女教師も、生徒を疑うのはよくないと思い直したらしい。

「それもそうね……。分かったわ、浦和くん。それじゃ、今日はこのままお帰りなさい。体を大事にね」

「はい……ありがとうございます」

　涼介は礼を言い、急いで帰る支度をし始めた。涼介にとっては無用の事だが、早退するという体面上、帰り支度をしなければ妙に思われるだろう。

　机の中身を鞄かばんの中に放り込んでいると、

「やっぱり気になるみてえだな」

　隣となりの男がわけ知り顔に囁ささやいてきた。

「？」

「甘いといや甘いが……ま、それがお前のいいとこかもな」

「？　？」

　涼介が理解できないでいると、

「いいから早く行けよ。彼女が待ってるぜ」

　隣の男は、にやりと笑って、涼介を促した。

　『彼女』とは亜あ季きの事だろうか。だが、どうもよく分からない。

「じゃあ、失礼します」

　鞄を手にした涼介は、改めて女教師に挨あい拶さつしてから、後ろの戸口へと向かった。

「あんまり、いじめるんじゃねえぞ」

「彼女によろしくね」

「憎いね、この」

　通り道にいる生徒たちが、口々に囁ささやいてきた。

　……？

　やはり意味が分からない。

　生徒たちの妙に温かい視線を一身に集めながら、涼りよう介すけは教室をあとにした。
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　亜あ季きの奴やつは、いったいどこでなにしてやがるんだ。

　そう思いながら校門を飛び出すと、

「浦うら和わくん！」

　背中から亜季の声が飛んできた。

　慌てて振り返ると、門柱のそばに佇たたずんでいたらしい亜季が、一目散に駆かけ寄って来るところだった。

「やっぱり来てくれたんだ、浦和くん。ありがと、本当にありがと」

　拝み倒さんばかりに繰くり返す亜季を、涼介は驚おどろきと共に見詰めていた。

「許してくれなんて言えないけど……だけど、騙だますつもりなんかなかったの。ただ、あんまり大変な事だったから、どうしても言えなくて、断られるのが怖くて、だから……だから、ごめんなさいっ」

　……なるほどね。

　ひたすら謝あやまり続ける亜季の姿を見て、大方の見当が付いた。

「つまり、浦和にばれたんだな？」

「……え？」

　頭を下げていた亜季が、ひょいと顔を上げる。

「俺おれだよ」

　その途端、亜季の全身から力が抜けたようだった。大きく溜ため息いきをつく。

「なんだ、お兄ちゃんか……がっかりさせないでよ」

「……随分な事、言ってくれるじゃねえか」

　涼介は苦笑いを浮かべた。

「あ、そういう意味じゃないけど……てっきり、浦和くんが許してくれたんだと思っちゃってたから……。そうよね……そんなの虫が良すぎるわよね……」

　亜季は、もう一度、溜息をついた。

「そもそも、なんでばれたんだ？　口を滑らせでもしたのか？」

「……て言うか、引っ掛かっちゃったのよ。浦和くんの仕掛けた罠わなに」

　罠わなとは少々穏おだやかでない表現である。

「どんな罠だ」

「あの子……お兄ちゃんの振りをしたのよ」

「俺おれの振りを……？」涼りよう介すけは目を丸くした。「あの、浦うら和わがか？」

　いまだに涼介は、直接的には浦和を知っていない。だが、周囲の状況や、亜あ季きの評価から判断する限り、おとなしいだけの優等生ぐらいにしか思っていなかった。

　その浦和が、涼介の振りをしてみせた？

「そうよ。またお兄ちゃんに戻ったみたいな振りして、それで私に話し掛けて来たのよ！」

「それでお前、ぺらぺら喋しやべっちまったってのか？　そんな単純な手に引っ掛かっちまったのか？」

　呆あきれる涼介に、亜季は叩たたき付けるように言った。

「だって、仕様がないでしょ!?　まさか浦和くんがそんな事するなんて、思いもしなかったんだもの！」

　思い出すほどに悔しさが込み上げて来るのだろうか。亜季は、まるで浦和がそこにいるかのように、涼介を睨にらみ付けていた。

「それにしたって、俺と浦和の違いぐらい、すぐ分かりそうなもんだろうが。第一、なんで浦和にそんな真似まねができるんだ？　奴やつだって俺とは会ってねえんだぞ」

　涼介になりすますためには、涼介の口調、仕し草ぐさ、表情の動き……そういったものを相当のレベルで把握していなければならなかった筈はずだ。だが、そんな機会は、浦和には……。

　涼介は、指を鳴らした。

「そうか、あん時の……」

「そうよ。あの時見せたビデオで覚えたのよ。……まったく、油断も隙すきもあったもんじゃない」

　浦和を説得するために、涼介はビデオカメラを使って浦和に語りかけた事がある。その時に、動いて話す涼介の姿を、浦和は見ていたのだった。そして、それを参考に、涼介を演じてみせたに違いない。

「……それにしても……」

　そのビデオにしたところで、そう何度も観み返かえす機会があったわけではないだろう。そこから得られた情報だけを参考に、しかも亜季を相手に騙だまし通した。亜季に油断があったとはいえ、

「なかなかどうして、浦和の奴も大した玉じゃねえか」

　それが、なんともいえず愉快だった。敵ながら天晴あつぱれといったところだ。

「そんな事言ってる場合じゃないでしょ？　浦和くん、もう私たちの事なんか知らないって、そう言ってるのよ？　どうするのよ、これから」

　亜季に指摘され、涼介は笑いを収めた。

　確かにその通りだ。今ここで浦うら和わに背かれるわけにはいかない。

「奴やつはなんて言ってた？」

「……え？」

「あの教室に、お前、乗り込んでったんだろ？　そしてそこで浦和に突っぱねられた。違うか？」

　教室にいた生徒たちの態度も、そう考えれば理解できる。

「そん時、奴は、どういう言い方をした。なにに一番腹を立てていたんだ」

「それは……」

　亜あ季きは、教室での浦和とのやり取りについて、順を追って話し始めた。

　そこで語られた浦和の態度は、涼りよう介すけにとって多少意外ではあったものの、心情としては理解できるものだった。というより、無理もない。

「……なるほどな。だが、それならまだ、なんとかなるかもしれねえ」

　ひと通り話を聞き終えたあと、涼介は亜季に頷うなずいて見せた。

「ほんとに？　……でも、どうして、そんな事が分かるの？」

「奴もいっぱしの男だって事さ」

「？」

　亜季はまだ分からないでいるらしい。涼介は、もう少し詳しく説明する事にした。

「奴が広ひろ長ながにびびって、もう嫌だと言ったんなら、どうしようもねえ。俺おれやお前がどう宥なだめたところで、家の中にでも閉じこもって震ふるえてるだろうぜ。だが、奴は騙だまされてた事に怒ったんだ。びびったわけじゃねえ」

「どうして、そんなにはっきり言い切れるのよ」

「自分の身が可愛かわいいだけなら、浦和は当然、俺の行動も封じようとした筈はずだ。だが、奴はそうしなかった。したい事があるなら勝手にすればいい。奴は、そう言ったんだろう？」

　いったん涼介が現れれば、浦和にその行動を止める術すべはない。だが、本気で止めたければ、幾らでも手段はある筈だった。自分の体を手て錠じようかなにかでベッドにでも繫つないでおき、鍵かぎをどこかに隠しておくという方法だってある。亜季に対しあんな策略まで巡らした浦和である。そこに考え至らないわけがなかった。

　涼介を放置すれば、その行動が浦和に危険を及ぼすだろうと分かっているのに、浦和は涼介の行動までを封じようとはしなかったのである。

「だとすりゃ、する事はひとつだ。謝あやまり倒して、浦和の許しを請こえ。洗いざらい全部ぶちまけて、もう一度浦和に頼み込むんだ」

「そんな事言ったって……お兄ちゃん、あの時の浦和くんを見てないから、そんな事言えるのよ。そう簡単に許してくれるわけがないわ」

　途方に暮れたような亜季に、涼介は強く視線を当てた。

「そんな事は当たり前だ。今回の事は全面的に俺おれたちの方が悪い。浦うら和わが怒るのも当然だよ。簡単に許して貰もらおうなんて、考える方が間違ってる。……だが、浦和が俺の考えてる通りの男なら、全すべてを打ち明けて頼み込めば、もう一度手を貸してくれる。その筈はずだ」

　そもそも、浦和がそういう男だと最初に分かっていれば、欺あざむこうなどとは思わなかったのだ。これまでの経過があって、初めてそう確信できた事とはいえ、ひ弱な優等生との思い込みが涼りよう介すけにあった事は否めなかった。

「すまねえな、亜あ季き。またお前に面倒掛ける事になるが……もう一度、頼めるか？」

　ややあって、亜季はこくりと頷うなずいた。

「分かった。やってみる」
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　自宅への道を急ぎながら、涼介は亜季から、昨日あれからの出来事について説明を受けた。

　浦和が沙さ羅ら瞞まん鑼どらの連中に拉ら致ちされそうになった事、危ういところで北きた澤ざわたちに助けられた事、亜季と浦和を送り届けた北澤があれこれと質問を重ねて来た事……等など々など。

　いずれも初めて耳にする事だったが、涼介の推測と、そう大きくは外れていなかった。というより、あの状況から浦和が無事に逃げ延びていたからには、なんらかの助けがあった筈であり、そして沙羅瞞鑼に対抗して浦和を助け出せるものといえば、北澤たちぐらいしか思い当たらなかったからである。そのあとの、亜季に対する北澤の物言いも、あいつなら言いそうな事だと、そう思えた。

　しかし、さすがに小包の行方ゆくえに関してだけは、涼介の想像を超えていた。

「なんだと？」思わず立ち止まり、涼介は亜季を振り返った。「じゃあ、あのおばさんが、ずっと持ってたってのか」

「なんか、そうみたいよ」

　亜季は頷いた。

「なんてこった……」

　涼介は空を仰いだ。安あん堵どや達成感よりも、むしろ虚脱感の方が強い。

　あれだけ捜し回り、『奴やつ』に奪われたのではないかと焦り、ついには諦あきらめざるをえないのではないかと思ったあの小包なのに、なんの関係もない近所のおばさんが、ただの親切で持ち去っただけだったとは……。

「あのおばさんも、随分罪な事をしてくれる」

「そんな事ないでしょ。だってもし、おばさんが持っててくれなかったら、どうなってたと思う？」

　その時は、小包は川かわ崎さき家にあった筈だ。

　もしそうであれば、栗くり原はらに見付かっていただろう。仮に栗原が見逃したとしても、その翌日には岡おか野のが訪ねて来ている。なにも知らなかった亜あ季きは、請こわれるままに小包を渡してしまっていたに違いない。

「なるほどな……って事ぁ、感かん謝しやしなきゃいけねえのか」

「そうよ」

「……中身は？　もう確認したのか？」

「ううん、まだ。最初にお兄ちゃんに見せた方がいいと思って」

「今どこにある」

「家に……置いてあるけど？」

「馬ば鹿か野郎。なに抜けた真似まねしてやがんだ！」

　いきなり声を荒げた涼りよう介すけに、亜季は心外そうな表情を浮かべる。

「だって、浦うら和わくんの事だってあったし……それに中にあるのはビデオテープなんでしょ？　だったら、それだけ持って来たって……」

　涼介は舌打ちした。

「そういう事じゃねえ。忘れたのか。奴やつらは一度、盗みに入ってるんだぞ。こうしてる間にもう一度来やがったらどうするんだ！」

「……あ」

　自分の迂う闊かつさに気付いたらしい。亜季は表情を強ばらせると、次の瞬しゆん間かん、身を翻ひるがえすようにして駆かけ出していた。
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「よかった……。ちゃんとあったわよ」

　安あん堵どの表情もあらわに、亜季が階段を降りてきた。四角い小包を、しっかりと両手に摑つかんでいる。

「貸してみろ」

　涼介が差し出した手の上に、亜季はその小包を載せた。

「……どう？」

　大きさには持ち重りのする箱だった。薄うす茶ちや色の紙で包んだ上から、細い紐ひもでしっかりと括くくられている。その紐の結び目がある面には、宛あて名な書き用のシールが貼はり付けられている。そこに記されている文字は、間違いなく光こう太た郎ろうのものだった。

「……こいつだ」

　間違いない。あの小包である。包装の具合を調べてみても、誰だれかに開けられた形跡は見られなかった。あの日、わざわざ郵便局まで出向いて受け取って来たあの小包が、五日振りに涼介の手元に戻って来たのである。

「今回は無事に済んで良かったが、次からは気を付けろよ」

　涼りよう介すけが改めて念を押すと、亜あ季きは真面目まじめな顔で頷うなずいた。

「それじゃ、中身を見せて貰もらうとしようか。鋏はさみを持って来い」

　亜季に命じながら、涼介は応接間へと場所を移動した。

　しばらくして亜季は、鋏を手にして戻って来た。涼介と並んでソファに腰を下ろしながら、それを手渡してよこす。

　その鋏で、涼介は小包を括くくっている紐ひもを切った。そして包装紙を剝はがす。その下から現れたのは、無愛想な段ボールの箱だった。ちょうどいい大きさの物が見付からなかったからだろうか、手仕事でこのサイズに加工した跡が、ありありと残っていた。

「中の物、壊こわれてないかしら」

　亜季が不安そうに言ったのは、この小包が一度、強い衝しよう撃げきを受けていた事を指してのものだろう。

「箱も潰つぶれちゃいねえようだし、多分大丈夫だろうよ」

　涼介は亜季に応こたえ、そして心の中で付け加えた。

　……それにあん時ゃ、俺おれの体がクッションになってたしな。

　箱の合わせ目に貼はり付けられたガムテープを剝はがして箱を開くと、中には、ビニールの緩かん衝しよう材ざいに何重にもくるまれた、ふたつの物が入っていた。ひとつはビデオテープ。普通の物より数段小さい、デジタルビデオのテープである。そしてもうひとつは、猫の置物。金色に塗装された招き猫だった。どちらにも特に破損は見られない。

「岡おか野のさんの言った通りね」

「お前に捜させようとしてたんだ。そこで噓うそ吐つくわけはねえだろう」

「でも……その招き猫はなんなのかしら。岡野さんは、お土産みやげじゃないか、なんて言ってたけど」

「お前、こんな物貰って嬉うれしいか？」

　涼介は、その金色の招き猫を、手の中で転がした。中国風とでもいうのだろうか、筆で描かれたようなその風ふう貌ぼうは、お世辞にも愛らしいとは言えないものだった。大きさのわりには、意外に持ち重りがする。塗装の及んでいない底面を見る限りでは、石せつ膏こうかなにかで作られているようだ。いずれにせよ、高級品でない事だけは確かだった。

「わざわざ親父おやじが送って来たんだ。当然、これにもそれなりの意味があるんだろうぜ……。とにかく、ビデオを観みるのが先だ。準備してくれ」

　デジタルビデオのデッキは、この家にはない。だが、撮影用のカメラならあった。浦うら和わへの挨あい拶さつにも使った、あのカメラである。それを使えば、このテープの再生も可能な筈はずだった。
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　……それは夜の光景だった。

　無数のライトに照らされたコンクリートの地面の上を、作業服姿の男たちが動き回っている。安全のためか、皆、頑丈そうなヘルメットを被かぶっていた。周囲には大きな木箱が積み上げられ、フォークリフトが右へ左へとそれを移動させていた。

　エンジンの音。風の音。そして……繰くり返し押し寄せて来る波の音。

「港……だな」

「うん」

　涼りよう介すけの呟つぶやきに、亜あ季きが頷うなずいた。

　やや遠くからの撮影でもあり、またエンジンや風の音に紛れもして、作業員たちの会話までは、はっきり聞き取れない。だが、それが日本語でない事だけは確かだった。

　カメラは作業風景を映しながら横へと移動し、フォークリフトに運ばれる貨物の行く先を明らかにした。

　貨物はクレーンに吊つり上げられ、埠ふ頭とうに横付けされた貨物船の中へと載せられて行く。

　しばらくその光景を映したあと、カメラは船腹を横へと移動し、舳へ先さきの部分を映し出した。そして、画面が拡大する。船名部分をアップにしたのだ。

　海かい王おう丸まる。

　はっきりと、そう読み取れた。

　しばしそこに止とどまってから、画面は再び遠景へと戻った。そして、ひたすら作業風景を映し続ける。

「……いつまで続くんだ、これが」

　変わり映えのしない映像が続き、さすがに涼介は焦じれ始めた。

「さあ？　でもテープの録画時間は決まってるんだし、幾ら長くたって知れたもんじゃないの？」

「何分のテープなんだ」

「六〇分」

「……早送りだ」

　とてもではないが、全すべてに付き合ってはいられない。全てに付き合っていられるだけの時間が、涼介にはない。

　亜季は肩を竦すくめると、テーブルの上に身を乗り出すようにして、そこに置いてあるカメラを操作した。画面の中の時間が、一気に加速する。

　やがて、しゃかしゃかと動き回るフォークリフトや作業員を映していた画面が、大きく右手の方に動いた。そして、そこに現れた一人の男を映し出す。

「ストップ」

　涼りよう介すけが指示するまでもなく、亜あ季きは早送りを止め、通常の再生モードに戻していた。

　やはり、大きなヘルメットを被かぶっている。だが、作業服姿ではなかった。無地のシャツの上にベージュのジャケットを羽は織おったその男は、やや速足で、作業現場へと近付きつつある。画面も、男を追って移動して行く。

　どうやら、この男が、このビデオ映像における主役らしい。だが、残念ながら、その顔を確認する事はできなかった。夜という時間と、目ま深ぶかに被ったヘルメットのためだ。

　男は手近な作業員に近付くと、なにか言葉を交わした。その作業員が腕を伸ばして方向を指し示す。男は軽く頷うなずいてから、そちらへと移動して行く。

　男は、別の作業員たちのもとへと近付いた。そこにいたのが目的の相手だったのだろう。軽い挨あい拶さつのあと、男たちはなにやら話し込み始めた。作業員が時折手を伸ばして、フォークリフトや貨物船を指し示しているのは、作業状況を説明しているのだろうか。

「飛ばせ」

　再び、亜季がカメラを操作した。

　加速した時間の中で、男と作業員はなおしばらく会話を続けていたが、やがて揃そろって移動を始めた。しゃかしゃかと移動して行くその先には、倉庫の列があった。

「ストップ」

　撮影者が場所を移動したらしい。画面が切り替わっていた。

　薄うす暗ぐらい場所。倉庫の中だ。閉ざされた空間の中を、積み上げられた木箱が埋めている。

　俯ふ瞰かんするようなその映像からすると、カメラは、どこか高い位置にある窓から、内部を撮影しているらしい。

　倉庫の中には、四人いた。先程のジャケットの男と、作業服姿の男が三人である。

　男たちはライトで照らしながら、バールを使って、大きな木箱を開いている。

　やがて開いたその木箱の中には、小さな紙の箱が、ぎっしりと詰まっていた。作業員の一人が、そのひとつを取り上げ、中身を取り出す。画面が拡大して、その手元を映し出した。

「あれは……」

「間違いねえな」

　亜季の呟つぶやきに涼介は頷うなずき、手にしていた招き猫を、ぎゅっと握り締しめた。

　紙の箱から出て来た物は、涼介の手にある物と同じ、金色の招き猫だった。

　それにしても、かなりの数である。一〇〇や二〇〇ではきくまい。

　画面は再び遠景に戻り、男たちの動作を映し出していた。数をかぞえるように指を動かしている者もいれば、メモを取っている者もいる。ジャケットの男は、最終確認をするかのように、別の作業員と話を続けていた。

　数をかぞえていた作業員が、役目を終えたように木箱から離れ、作業服のポケットに手を突っ込んだ。中から取り出した煙草たばこを口にくわえて火を点つける。

　煙を吸い込み、ふうっと、上を向いてそれを吐き出す。そして、ぴたりと、その動きを止めた。

　作業員の目は、まっすぐに涼りよう介すけに……つまりは、この映像を撮影しているカメラに向けられていた。撮影に気付いたのだ。

『しまった……』

　舌打ちまじりのその日本語は、やけに大きく、手前の方から聞こえた。

　画面が、上下左右に激しく振れる。なにが映っているのか確認もできない。音声の方も、同じだった。擦さつ過か音おん、衝しよう突とつ音おんなどが混じり合い、そこに足音や息遣いが紛れ込む。

　そして唐突に映像は断絶し、テレビの画面は青一色に染まった。
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　亜あ季きが涼介を振り返った。

「今の声……ひょっとして……」

「ああ……親父おやじだな」

　一いつ瞬しゆん聞こえた、撮影者自身の声。それは間違いなく川かわ崎さき光こう太た郎ろうのものだった。

「日付は分かるか？」

　この映像を撮影した日付の事である。

「ちょっと待って」

　亜季はテープを少し巻き戻すと、モードを切り替えた。再度流れ出す映像の隅に、日付と時刻、そしてテープの消費量が表示される。そこに映し出されていた日付は、涼介が光太郎からの電話を受けたあの日の、前日のものだった。

　光太郎は香ホン港コンでこの映像を撮影し、そして涼介に送り付けた。自分で持って来なかったのは、撮影していた事を相手に悟られたからだろう。自分の身に危険が及ぶ事を予見していたのだ。そして、その予見通り、光太郎は帰国後、『事故』に遭った。

「……ハンカチを貸せ」

　涼介が手を伸ばすと、亜季はなにも言わずに、ポケットからハンカチを取り出した。涼介がなにをしようとしているのか、亜季にも分かっていたのだろう。

　涼介はテーブルの上にハンカチを広げ、そこに招き猫を置いた。ハンカチの中に包み込み、しっかりと手の中に握り込む。

　そしてそれを、テーブルの角目掛けて打ち付ける。続けてもう一回。三度目に、手の中で招き猫が砕けるのが分かった。

　再び、テーブルの上にハンカチを広げる。招き猫は大きく三つに割れていた。真っ白な断面が目にも眩まぶしい。粉と砕けた細片も、同様に真っ白だった。そして、それに負けないほどに白い粉が、小さなビニール袋に包まれて、破片の中に埋もれている。

「それって、まさか……」

「密輸するような物で、白い粉と言や、相場は決まってるだろ」

　涼りよう介すけは、ビニール袋をつまみ上げた。

「じゃ……麻ま薬やく？」

「だろうな」

　そして、これがここにある以上、沙さ羅ら瞞まん鑼どらがドラッグの小売をしているというあの話も、単なる噂うわさではなかったという事になりそうだ。

　岡おか野のが麻薬を密輸し、広ひろ長ながたちがそれを捌さばく。岡野は表面に出ずに済み、広長には金が入る。だから、広長は岡野と手を組み、その利益を守るためには、真実を暴こうとする者の排除にも手を貸す。

　そういう事のようだ。

　しかし、沙羅瞞鑼のような連中を手先に使うあたり、岡野の背後には大した後ろ盾はないようにも思える。本職の暴力団ともかかわりがあるのなら、そちらのラインを使った方が確実な筈はずだからだ。

　涼介は、岡野の姿を思い出していた。『しがないサラリーマン』と名乗ったあの台詞せりふは、案外真実だったのかもしれない。一介のサラリーマンの内職にしか過ぎないのかもしれない。

　だが、だからと言って、岡野の罪が軽くなるわけではない。麻薬を密輸し売り捌き、人を殺したその罪が、消えるわけではない。

　切り札は握った。このテープと招き猫を届ければ、間違いなく警けい察さつは動く。岡野は確実に刑務所行きとなるだろうし、広長もまた同様である。

　だが、涼介には、その方法を採る事はできなかった。警察に任せてあとの経過を見守るなど、そんな悠長な事はできもしない。

　……待ってろ、岡野。貴様は俺おれが始末してやる。この手で、必ずな。
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「亜あ季き」

　涼介は顔を上げ、傍らの亜季を見やった。

「お前、確か岡野から、電話番号を渡された筈はずだな。そいつを持って来い」

　しかし、亜季は立ち上がろうとはしなかった。

「それを……どうするつもりなの？」

「決まってる。岡おか野のを呼び出すのさ。小包を見付けたと言ってやりゃあ、一も二もなく飛んで来るだろうよ」

　無論、その場所はここではない。岡野の不意を突け、しかも邪じや魔まの入らない場所でなければならなかった。

「……本気なの？」

「ああ。これでけりを付ける」

「ちょ、ちょっと待ってよ、お兄ちゃん」慌てたように、亜あ季きは言った。「そんな事したら危険だから、今まで岡野さんと連絡しなかったんでしょう？　だから小包を探したんでしょう？　なのに、なんで見付かった今になって、そんな危険な事しなきゃならないのよ」

「やらなきゃならねえからだよ」涼りよう介すけは、まずそう答え、それからやや表情と口調を緩ゆるめて、あとを続けた。「そう心配するな。岡野は俺おれが生きてる事を知らねえ。自分の正体がばれてるなんて想像もしてねえだろうよ」

　だからこそ、陰では沙さ羅ら瞞まん鑼どらを操りながら、素知らぬ振りをして、亜季や浦うら和わの前に姿を表したのである。

「奴やつが沙羅瞞鑼とのつながりを自分から知らせるような真似まねをするとは思えねえ。必ず一人で来る。なにも知らない相手からまんまと小包をせしめて万々歳。奴の頭の中じゃ、そういう筋書きになる筈はずだからな」

「だからって、危険な事に変わりないでしょ？　また拳けん銃じゆうを出されたらどうするのよ。今度は浦和くんの体なのよ？」

　既に涼介は一度、一対一で岡野に敗れている。しかもその時は、浦和の体より、戦せん闘とう力りよくにおいて数段勝っていた筈の、涼介自身の体であった。

「分かってる。もう油断はしねえよ。浦和の体にも傷は付けねえ」

「そんな事、保証できないでしょ？」

「いいから出せ。俺の言う事が聞けねえのか」

　涼介は睨にらみ付けたが、亜季は納得しようとしない。

「どうしてよ。どうして、そんな危ない事しなきゃならないのよ？　お父さんだって言ってたんでしょ？　自分になにかあったら、これを警けい察さつの人に見せろって。だったらどうして、そうしないのよ。どうして、それじゃいけないのよ！」

「そいつは、親父おやじが襲おそわれる前の話だ。俺が……殺される前の話だよ」

　涼介は、低く呻うめくように言った。

　これまで胸の底に押し隠そうとしていた、熱く煮えたぎるような想おもいが、じわじわと頭をもたげて来るのを感じる。

「確かに、親父はそう言ってたさ。警察に任せろとな。お前が言うように、確かにその方が、安全で確実だろう。だがな、お前はそれで済ませられるのか。岡野の始末を他人ひと任せにして、それで後は放っておけるのかよ」

　涼りよう介すけは、亜あ季きを見据えた。

「俺おれにはできねえ。できやしねえ。そんな事ができて堪たまるものか。えっ？　亜季。そうじゃねえのか！」

「お兄……ちゃん……？」

　涼介の語気の荒さに、亜季が息を吞のんだ。

「親父おやじの仇かたきは俺が討つ。俺がきっちり片を付ける。それでなきゃ意味がねえんだ。違うか、亜季。でなきゃなんのために俺はここにいる。なんのためにこんな姿になってまで、まだ俺はここにいるんだ！　答えてみろ、亜季。なんのためだ！」

　亜季は答えない。いや、答えられない。

「岡おか野のを仕留めるのは俺だ。その権利があるのは俺だけだ。誰だれにも譲ゆずれねえ。誰にも渡さねえ。岡野は俺が倒す。必ず、この手でな。分かったか！」

　激しく言葉を叩たたきつける涼介を、亜季はただ茫ぼう然ぜんと見詰めていた。
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　涼介は、荒い息をついていた。肩が大きく上下しているのが分かる。

　亜季は言葉を失っている。涼介の見せた、あまりに激しい感情の爆ばく発はつに、どうしていいのか分からなくなっている様子だった。

　涼介の胸に、後悔が滲にじんだ。

　壁かべの時計を見上げると、既に二時をまわっていた。いずれにせよ、これでは岡野を呼び出す事はできない。呼び出しても対決するだけの時間が残っていないからだ。目覚めた時に教室にいた事といい、ビデオテープを調べなければならなかった事といい、なにかと手間取り過ぎたのである。

　今回の事は仕方がない。だが、これからは本当に時間との闘たたかいとなる。残された時間を浪費しないためにも、涼介には、亜季に伝えておかなければならない事があった。

「……亜季」

　静かにその名を呼ぶと、亜季は我に返ったように、涼介を見た。

「ひとつ、お前に言っておかなきゃならねえ事がある。……俺と浦うら和わの事だ」

「……なに？」

　そう訊きき返す亜季の言葉には、僅わずかな警けい戒かいの響ひびきがあった。涼介の静かな口調に、なにかを感じ取ったのかもしれない。

「俺はもう死んだ人間だ。今はこうして浦和の体を借りちゃいるが、こんな掟おきて破りがそう長く続く筈はずがねえ。いずれ浦和の中からも消えちまうだろう事は、最初から分かってた」

　涼りよう介すけが話を続けると、亜あ季きは眉まゆをひそめた。

「なにを……言ってるの？」

「だが、俺おれが思ってた以上に、その時期が早そうなんだ」

「ちょっと待ってよ。それ、どういう事？　なにを言ってるのよ、お兄ちゃん」

　亜季が表情を強こわばらせた。

「お前も気付いてる筈はずだ。俺が浦うら和わになってる時間が、だんだん短くなってる事にな」

「……」

「最初は思い違いかと思った。ただ不規則なだけかとも思った。だがどうも、そうじゃねえらしい」

「……」

「俺の見たところじゃ、大体一時間ぐらいずつ短くなってる。この調子で行くとすりゃあ、あと二回で残り時間がゼロになる計算だ」

「……」

「あと二回。二時間と一時間。それだけしか、俺の時間は残ってねえ。それが過ぎれば……俺はこの世から消えてなくなるだろう。今度こそ、本当にな」

「……」

「だから、それまでに始末を付けておきてえんだよ。すっきりけりを付けてから、あの世に行きてえのさ。分かるだろ？」

「……」

「頼むよ、亜季。俺に力を貸してくれ。消えて行く兄貴の最後の頼みだ。俺に仇かたきを討たせてくれ」

　まじまじと涼介を見詰めていた亜季が、その時ようやく口を開いた。

「でも……そんなの、お兄ちゃんが一人で思い込んでるだけでしょ？　他ほかに理由があるのかもしれないし、消えちゃうなんてそんな……そんな事まだ分からないじゃない！」

　涼介は、ゆっくりと首を振った。

「それがさ、なんとなく分かるんだよ。だんだん……その、なんて言うか『近付いてる』なってのがさ」

「そんな……」

「考えてみりゃ、死んだ俺がまだここにいるって事の方が間違ってるんだ。そうだろ？　それを、神様だか仏様だかが気を利かせて、俺に延長戦のチャンスをくれた。だが、延長戦にだって制限時間はある。決着はその間に付けなくちゃならねえ」

「でも……でも……」

「もうじき三時間になる。俺の勘が正しければ、じきに浦和が戻ってくる筈だ。さっき言ったように、洗いざらいぶちまけて浦和の許しを請こえ。奴やつの助けがなけりゃ、俺にはもう、どうしようもねえ。岡おか野のを呼び出したって、来るのを待ってるだけの時間さえ、俺おれにはもうねえんだからな。だから……だから、頼むよ、亜あ季き。俺に悔いを残させないでくれ。頼む」

　そう話している間にも、涼りよう介すけの体は痺しびれ始めていた。周囲の光景が、闇やみの中に霞かすんで行く。

　……思った通り、か……。

　予測が的中した事に、涼介は満足していた。だが、それは同時に、残り時間のカウントダウンが始まった事をも意味する。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん！」

　涼介の異常に気付いたのか、亜季が涼介の腕にすがり付いてきた。

「行かないでよ、お兄ちゃん。そんなのないよ……。私を置いて行かないでよ……」

「馬ば鹿か野郎……。そんな顔してたら、浦和が驚おどろくだろ……」

　朦もう朧ろうとし始めた意識の中で涼介は微笑ほほえみ、麻ま痺ひしかけたその手で、そっと亜季の頭を撫なでてやった。
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　……なにかが腕を引っ張っている。

　涼介は、強く頭を振って、意識をはっきりさせた。

　テーブル。ソファ。テレビ。川かわ崎さき家の応接間である。

　つい先程まで教室で数学の授業を受けていた涼介ではあるが、こうして今ここにいる事には、なんの不思議もなかった。言うまでもなく、川崎涼介による行動の結果だ。

　テーブルの上には、ハンカチに包まれたなにか小さな物と、そしてビデオカメラとが載せられていた。カメラからはコードが延び、テレビに繫つなげられている。小包の中に入っていたというビデオテープでも調べていたのだろうか。

　そこまでは涼介にも分かる。分からないのは、亜季の様子だった。

　先程から、涼介の右腕に取りすがり、肩口に額ひたいを押し付けるようにして、亜季は身を震ふるわせていたのだった。

　泣いている。声を殺して泣いている。

　……いったい、なにがあったんだろう。

　初めて目にする亜季のそんな姿に涼介は驚いたが、すぐに自分のすべき事を思い出した。

「すいません。離して貰もらえませんか」

　努めて平静に、涼介は言った。

　ゆっくりと、亜季が顔を上げる。その目は涙に濡ぬれていた。

「……浦うら和わくん……なの？」

　洟はなを啜すすりながら、亜季は言った。

「ええ。お兄さんじゃなくて、すいませんね」

　せいぜい皮肉な調子で涼りよう介すけは答えたが、亜あ季きの耳には届いていないかのようだった。

「じゃ……やっぱり、お兄ちゃん……」

　俯うつむいて唇を嚙かんでいる。

　気にはなったが、涼介が関かかわるべき事ではなかった。腰の位置をずらすようにして亜季との距離を取り、それから改めて立ち上がる。

「僕の鞄かばんはどこにあります？　……それともまた、教室に置きっ放しですか？」

　亜季はぐいっと涙を拭ぬぐい、そして涼介を見上げた。

「浦うら和わくん……お願いがあるんだけど、聞いてくれる？」

「お断りします」

　涼介は間髪置かずに答えた。

　亜季が再び唇を嚙かむ。

「どうして……どうして、そんな意地悪な事言うの？」

「亜季さんこそ、どうしてそんな虫のいい事が言えるんです？　さっきも言いましたが、やりたい事があるんなら、お兄さんとやって下さい。僕は御免です」

「噓うそ吐ついてた事だったら謝あやまるから……今度は全部本当の事話すから……だから、助けてよ。手を貸してよ」

　訴え続ける亜季には構わず、涼介は室内を見回した。鞄を探したのである。

　やはり川かわ崎さき涼介が持って来ていたとみえ、涼介の鞄は、テーブルの足に立て掛けるようにして置いてあった。

　身を屈かがめるようにして、鞄に手を伸ばす。だが、涼介の手が届くより早く、横合いから伸びた亜季の手が鞄を攫さらっていった。

「亜季さん？」

　両腕でしっかりと鞄を抱き締しめている亜季の姿に、涼介は怒るより先に呆あきれてしまった。まるで子供のやり口である。

「勘弁して下さいよ……返して下さい」

　涼介は手を伸ばしたが、

「いやよ。返したら、そのまま帰っちゃうつもりでしょ？」

「当然です」

「じゃあ、返さない」

　亜季は胸の中に抱きかかえて離そうとしない。

　涼介は鞄を摑つかんで強引に引き抜こうとしたが、亜季も必死に抵抗する。

「お願いだから話を聞いてよ。浦和くんの助けが必要なの。お兄ちゃんだけじゃ、もうどうにもならないの。ほんとに、もう時間がないのよ！」

　間に鞄かばんを置いた力比べの中で、亜あ季きが叫ぶように言った。

　……時間がない？

　涼りよう介すけは、腕の力を抜いた。

「時間って……なんの時間です？」

「だから、お兄ちゃんの時間……お兄ちゃんがこの世にいられる時間が、本当にもうないの」

「……どうして、そんな事が分かるんです？」

　訊たずねる涼介に、亜季は川かわ崎さき涼介から聞かされたという話をした。

　川崎涼介が現れていられる時間が、次第に短くなっているのだと言う。それも、ほぼ正確に一時間ずつ。そして今日、川崎涼介に与えられたのは三時間に過ぎなかった。次は二時間、その次は一時間。そして、それで終わりなのだ、と。

　涼介が自分の記き憶おくと照らし合わせてみても、一時間ずつ減っているというその主張を否定する材料は見付からなかった。

「どうしても自分の手でけりを付けたいって、お兄ちゃん、そう言ってた……。でも、このままじゃ、もう無理なの。お兄ちゃんの時間だけじゃ、足りないのよ」

「ですが……はっきりそうと決まったわけじゃないでしょう。誤ご差さだってあるでしょうし、一の次がゼロと決まったわけでも……」

　しかし、亜季は首を振った。

「そうじゃないんだって……自分で分かるんだって……。もうあとがないって、もう終わりなんだって事が、自分で分かるんだって」

「……」

「お願い、浦うら和わくん。もう一度だけ、力を貸して。もう……お兄ちゃん、いなくなっちゃうの。これが最後なの。だから……だから、お兄ちゃんに悔いを残させたくないのよ」

　涼介は黙だまっていた。すがり付いてくるような亜季を、ただ見下ろしていた。

　虫の良すぎる話ではあった。

　これまでの事は水に流せと言い、兄を助けてくれと言う。しかもその意味するところは、仇かたき討うちなのだ。

　つまり亜季は、殺人集団と対決しろと、そう涼介に言っているようなものである。勝手といえば、これほど勝手な話もない。

「……ひとつ、訊きいてもいいですか」

「……なに？」

「お兄さんの言う『けりを付ける』とは、具体的にはどういう意味なんでしょう？」

　亜季の目に狼ろう狽ばいがよぎるのを、涼介は見逃さなかった。

「自分の手で捕まえて警けい察さつに引き渡したいっていう事なら、まだいいんですよ。ですが、相手を殺すつもりでいられると困ります。そんな事に手を貸す気には、とてもなれません。お兄さんはどちらのつもりでいるのか、亜あ季きさんの思うところを聞かせて貰もらえませんか。正直にね」

「それは……」

　亜季は口を開きかけ、そしてそのまま目を伏せた。唇を嚙かんで黙だまり込む。そして亜季は、改めて、その顔を上げた。

「本当のところは分からない。……でも、ひょっとしたら、そのつもりでいるのかもしれない。私も、それが不安なの。お兄ちゃんに、そんな事して欲しくないから」

　涼りよう介すけの協力を得るためには、『そんな事は絶対ない』と断言すべきである。だが、亜季はそうしなかった。正直に、思っている事を口にした。

　亜季を見詰めたまま、涼介は更に訊たずねた。

「もし、お兄さんがそのつもりでいるようだったら……その時は亜季さんが止めてくれますか？」

　こくりと、亜季は頷うなずいた。

「分かりました。それで結構です」

　涼介は、ソファに座り直した。

「それじゃ……それじゃ、許してくれるの？　お兄ちゃんに力を貸してくれるの？」

　不安と緊きん張ちように満ちていた亜季の目が、ふわっと広がった。

「仕方ありません。このまま放っといたら、お兄さんに祟たたられかねませんからね」

　そう言って、涼介は小さく笑った。
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　具体的な行動に出る前に、とにかく現状を正確に把握しておきたかった。

　亜季からこれまでの経過を改めて訊きき直す。そして涼介の方からも亜季に、これまで伝えていなかった事を話して聞かせた。主として、一昨日川かわ崎さき家を辞してからの出来事について、である。

　涼介の身のまわりにまで一味の手が伸びていた事を知らされると、亜季はさすがに驚おどろきをあらわにしたが、同時に、

「それでか……」

　納得したように頷いてもいた。涼介が亜季を疑うに至った直接の原因が理解できたからに違いない。

　川崎涼介が亜季に伝えた事、そして亜季自身が見聞きした事に、涼介の記き憶おくを加え、全体を整理し直すのには、小一時間掛かった。

「テープも観みる？」

「じゃあ、お願いします」

　亜あ季きに問われて、涼りよう介すけは頷うなずいた。その内容についても説明は受けていたが、やはり一度は自分の目でも観みておきたかったからだ。

　いったん最初まで巻き戻し、亜季はテープの再生を始めた。

　夜の港。埠ふ頭とうで働く作業員たち。そして貨物船。

「この海かい王おう丸まるっていうのは、いつ日本に着くんですか？」

　ふと、それが気になった。

「え？」

「密輸をしてるって事は、要するにこの船が運ぶ荷物を受け取るって事ですよね。お兄さんがいうところの『奴やつ』も、そこに行く筈はずじゃありませんか？」

　この映像は一週間以上も前のものだ。香ホン港コンと日本との距離を考えれば、もう着いていてもおかしくはない。

「そう言えば、そうね」

　感心したように亜季は頷いた。という事は、

「まだ調べてないんですか？」

「だって……調べるって言っても、どこをどう調べればいいのよ。港とか船会社とかを虱しらみ潰つぶしに当たるの？」

「そんな事しなくても、お父さんの会社に訊たずねれば、それで分かると思いますよ」

「どうして？」

「だって……亜季さんのお父さんの会社は貿易会社なんでしょう？　積み荷がいつどこを出ていつどこに着くか、ちゃんと把握してる筈です」

　問題があるとすれば、この海王丸が会社の積み荷を扱っているかどうかだが、川かわ崎さき光こう太た郎ろうが気付いたという点からしても、会社の貿易路に便乗して密輸をしている可能性が高い。

「そっか……じゃ、ちょっと訊きいてみるわね」

　亜季は立ち上がると、早速、会社へ電話を掛けた。

　川崎光太郎の娘だと名乗った上で海王丸の事を訊ねると、相手はすぐに調べてくれたらしい。

「来週の半ば頃ごろ、こっちに着くんですって」

　電話を終えた亜季は、ソファに座り直しながら、涼介にそう教えてくれた。

「こっち、というのは？」

「ほら北に少し行くと、港があるでしょ。あそこですって」

　一〇年ほど前に大規模な改修工事がされた港である。

「そうですか……でも、来週半ばじゃ、あんまり意味はありませんでしたね。僕らには」

　その時は既に、川崎涼介はいないだろう。『奴』が事実そこに姿を現すとしても、涼介たちにとっては無意味である。

「でも、大したもんよ、浦うら和わくん。私たち、そんな事、思い付きもしなかったもの。感心しちゃった」

「そんな事もないですけど」

　涼りよう介すけは照れてしまった。

　画面の中では、貨物船に荷を積む作業が続けられている。

「それにしても……本当に岡おか野のさんなんでしょうか」

「浦うら和わくんは違うって思うの？」

「って言うか、どうも信じられないんですよね。あの人が人殺しだなんて」

「私だって、それはそう思うけど……でも、人は外見だけじゃ分からないわよ」

　それは確かにその通りだろう。当の川かわ崎さき涼介にしてからが、人殺しには見えなかったと証言しているくらいなのだ。

「でも、岡野さん、僕をあの三人組から助けてくれたんですよ。もし岡野さんが『奴やつ』なら、どうしてそんな事をしたんです？」

「浦和くんを信用させるためか……さもなければ、その三人組が余計な事をすると思ったからじゃないの？」

「でも、岡野さんが『奴』なら、あの三人組にだって命令できる立場の筈はずですよね。あんな事しなくたって、やめろとひとこと言えば……」

「それが、そうじゃないんですって。お兄ちゃんが言ってたけど、その人の顔を知ってるのは広ひろ長ながって人だけらしいのよ」

　つまり、『奴』が沙さ羅ら瞞まん鑼どらのメンバーへ指示を出すには、広長を経由する必要があるという事らしい。

「なるほど……」

　だが、だとすれば、あの三人組がしようとした余計な事とはなんなのだろう。あの三人がしようとしていた事は、涼介の正体を確かめようとするものだった筈はずだ。川崎涼介が栗くり原はらを打ちのめした事で、彼らは『浦和涼介』を自分たちに敵対する者として認識した。そして、その正体をはっきりさせる事は、『奴』にとっても必要な事だった筈である。

「ちょっと見て、浦和くん！」

　亜あ季きが不意に声を張り上げた。

「なんです？」

　涼介は顔を上げた。

　画面の中では、ベージュのジャケットの男が、作業員たちと話しているところだった。

「ううん、ここじゃないの。この前。……ちょっと待ってて」

　そう言いながら、亜季はカメラを操作した。やや巻き戻し、そして再び再生する。

　作業員が指さしながら、なにかを説明している。ジャケットの男がそれを聞いている。その向こうではフォークリフトが動いている。

「この辺から」

　亜あ季きはモードをスローにした。

　フォークリフトがゆっくりと方向転換を始めていた。そして、その過程でヘッドライトの向きが変わって行く。

　亜季が画像を一時停止させた。

「……どう思う？」

　ヘッドライトの明かりに照らされ、ジャケットの男の顔が浮かび上がっていた。

　その顔は間違いなく、岡おか野ののものだった。
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　岡野は『敵』だった。密輸を行う側の人間だった。

「あの岡野さんが……」

　まだ信じられない。川かわ崎さき涼りよう介すけの遺い影えいに手を合わせていた岡野。玩具おもちやの拳けん銃じゆうを抜いて悪戯いたずらっぽく笑っていた岡野。あの岡野が、涼介たちの敵だったとは……。

　確かに人は外見では判断できない。つくづく、そう思い知らされる。

「これで、はっきりしたわね。……どうする？　浦うら和わくん」

　亜季が涼介に目を向ける。迷いの消えた、はっきりと目もく標ひようを見定めた者の目付きになっていた。

「……結局のところ、お兄さんの言うように、電話で呼び出すほかないと思うんですよ。岡野さんが今どこに泊まっているのか分かりませんし、調べている時間もありません。ですから、あとはどういう口実でどこに呼び出すか、それと誰だれに立ち会って貰もらうのか、その辺だと思います」

「立ち会って貰うって……？」

「そうした方がいいと思うんですよ。確実に岡野さんを捕らえるためにも、そして、お兄さんを止めるためにも」

「……でも、誰に？」

「一番、適任なのは、北きた澤ざわさんだと思います」

　北澤と川崎涼介の二人掛かりであれば、いかに岡野が凶悪な素顔をその仮面の下に隠していようと、よもや敗れる事はあるまい。また、北澤であれば、仮に川崎涼介が復ふく讐しゆうにはやっても、力ずくで止める事が可能な筈はずだった。

　それに第一、北澤自身が、必要な時には俺おれたちを使えと言ってくれている。

「でも北澤さんは、『浦和くん』を恨んでるのよ」

　確かに、それがネックではあった。

「でも、他ほかに誰だれかいますか？　信用できて、頼れそうな人が」

「それはそうだけど……」

　亜あ季きは考え込んでしまった。

　考えるべき事はほかにあった。ひとつは、テープと置物、ふたつの証拠品をどこに保管するべきかという事、もうひとつは、亜季自身の安全をどう計るかという事である。いずれも、このままこの家に置いておくのは危険すぎた。

　しかし、涼りよう介すけがそれを口にすると、

「この件が片付くまで、私、お父さんの病院に泊まり込もうかと思ってるの。最近、あんまりお見舞いにも行けてないしね」

　亜季は、そう答えた。どうやら、涼介に問われる前から、自分でも考えていたらしい。確かに、病院であれば、夜中でも人は大勢いるし、安全だろうと思う。

「それじゃ、テープと置物の方はどうします？」

「それは、あなたが持ってて」

「でも、僕の家も、一度調べられてます」

　涼介は答えたが、

「それでも、やっぱり浦和くんに預かってて貰もらった方がいいと思うの。浦和くんがっていうより、お兄ちゃんが持ってた方が」

　そう、亜季は言った。

「……分かりました」

　涼介は頷うなずき、割れた招き猫を包んだハンカチとテープを、鞄かばんの中へとしまった。
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　武たけ田だがやって来たのは、それからしばらくしての事だった。

　やや気が急せいている素振りであり、応接間へと通されると、挨あい拶さつもそこそこに鞄から一枚のファイルを取り出した。

「岡おか野のというのは、この男ですか？」

　履り歴れき書しよ、というより、社員名めい簿ぼの一枚のようだった。左上に顔写真が貼はられており、下の欄らんにはさまざまな個人情報が記されている。

　その顔写真は、確かに岡野の物だった。ただし、かなり若い。このファイル自体が、かなり昔の物のように思えた。

「はい、そうですけど……」

「間違いありませんね？」

「はい……でも、どうして、これを武田さんが？」

　不思議そうに、亜あ季きは武たけ田だを見た。確か武田は、以前、岡おか野のについて訊きかれた時、うちの会社にはいないと、そう返事をした筈はずである。

「実は、あのあとも気に掛かっていて、いろいろ調べていたんです。それで、ふと入社当時の事を思い出しまして、あるいはと思ったんです。この男は、私の同期なんですよ」

「同期……？　でも、会社の人間じゃないって……」

「今は違います。既に退社しておりますので」

「退社？」

「ええ、馘く首びになったんですよ。以前から、素行に問題のある男でしてね。まあ、多少の事でしたら、会社も大目に見たと思いますが、この岡野という男は、会社の業務の裏で、ちょっとした内職をしましてね。それで会社としても黙だまってはいられなくなったというわけなんです」

「内職……って、どんな事なんです？」

「宝石や香水、腕時計といった小さくて高く売れる物を、会社の貨物の中に紛れ込ませて、日本に運び込んでいたんですよ」

　亜季が、ちらりと、涼りよう介すけの方を見た。

「それで、さすがに会社も黙っていられなくなったというわけです。会社の信用にも関かかわる事ですからね。形としては依願退職となっていますが」

「そう……だったんですか」

「そこで、ですが」

「あ、はい」

　武田は、まっすぐに亜季を見た。思わず亜季が姿勢を正す。

「そんな男が、なぜこの家にやって来たのかが、当然、私としては気になるわけなんです」

「それは……」

「なぜなんです？」

　武田は重ねて亜季に問い掛けてきた。

「さあ……岡野さんはただ、兄にお線香をあげてくれただけですから……。もし、岡野さんになにかほかの目的があったとしても、私にはちょっと、分かりかねます」

　いつもながら、なかなか見事な言い逃れ方をする。

　涼介のそんな視線に気付いたのか、亜季は、なによ、というような表情を浮かべた。

　しかし、そんな余裕があったのもそこまでだった。

「ではなぜ、海かい王おう丸まるの航海日程などを問い合わせたんですか？」

　武田が、そう訊たずねたからである。

　考えてみれば、武田が亜季の面倒を見ている事は会社内にも知られていて不思議はないし、であれば、亜季からの問い合わせがあった事がそのまま武田のもとへと届いていても、これもまた不思議はない。

「何度も申しますが、あなたになにかあったら、私は部長に顔向けできません。ですから教えて下さい。岡おか野のはなんのためにこの家に来たんですか？　なにをあなたに言ったんですか？　そしてあなたは、なにをしようとしているんです？」

　一歩も引かないといった表情で、武たけ田だは亜あ季きに質問を重ねた。

　どうする？　浦うら和わくん。

　亜季が目顔でそう言った。
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　芦あし田だ病院のロビーはかなり混雑していた。やはり日曜日ともなると、見舞いに来る人の数も増えるのだろうか。

「おはよ」

　待合席のひとつから、亜あ季きが目め敏ざとく声を掛けてきた。どうやら、そろそろ来る頃ころだと見当をつけていたようだ。

「一応、確認しとくけど、浦うら和わくん……よね？」

　小走りに駆かけ寄って来た亜季は、涼りよう介すけの前で立ち止まると、やや探るような目付きになった。この間の事があってから、少々、用心深くなっているらしい。

「はい。……おはようございます」

　ちらりと苦笑しながら、涼介が挨あい拶さつを返すと、

「まあ、そうだと思ったんだけど、そんな格好してると、やっぱり、ちょっとね」

　やや言い訳がましく、亜季は言った。

　この日の涼介は、川かわ崎さき涼介の選んだ、あの装備一式を身に着けていたのである。川崎涼介にはこの服装が、やはり一番ふさわしいのだろうと思ったからだ。

　勿もち論ろん、それは昨日のうちから考えていた事で、この装備一式も、昨日川かわ崎さき家を辞する際に借り出していたのだったが、問題は、今朝けさ家を出て来る時の事だった。こんな格好をしている涼りよう介すけを見れば花はな枝えが驚おどろくに決まっている。いったん普段の服装で家を出、途中の公園のトイレで着替えるなど、これでなかなか苦労もあったのである。

「ここに来るまで、なにもなかった？」

　亜あ季きが、それを気に掛ける。

「ええ、特になにも……。僕もここまでタクシーを使うようにしましたし」

　安心させるように、涼介は答えた。

　危険なのは涼介も同じだった。というより、むしろ涼介の方が、亜季より危険なのである。亜季は飽あくまで裏方に徹てつしていた。表面に出て動いていたのは常に川崎涼介、つまり『浦うら和わ涼介』なのである。岡おか野のと沙さ羅ら瞞まん鑼どらから見れば、涼介こそが、最も警けい戒かいすべき相手なのだ。涼介が既に二度襲おそわれているのに対し、いまだに亜季が、直接的には襲われていない事でも、それは窺うかがえる。

　気にならないわけがない。恐れがないと言えば噓うそになる。だが、それもあと数日の間だけだ。それを乗り切れば、もはや涼介も、沙羅瞞鑼一党の襲しゆう撃げきに脅える必要はなくなる。涼介は、そう考えていた。

　しかし、あれ以来、沙羅瞞鑼の一党は姿を見せていない。事態が大詰めに向かっているだけに、それが却かえって不気味ではあった。北きた澤ざわたちの手て酷ひどい反撃を受けて慎重になっているのか、あるいは、別の手を打とうとでも考えているのか。

　いずれにせよ、あのテープと置物がある以上、涼介たちの勝利は動かない。川崎涼介が目的を果たしたなら勿論、もしそれが叶かなわなかった場合でも、涼介はそのふたつの証拠品を警察に届けるつもりでいた。

　既に勝負は決している。あとはただ、川崎涼介が自身の無念を晴らせるかどうか、それだけだ。

「それより、武たけ田ださんは？」

「まだだけど、さっき電話があったから、じき来ると思うわ。あ、ほら、噂うわさをすれば」

　亜季が病院のガラス戸越しに、外を指し示した。

　赤い車が一台、病院の駐ちゆう車しや場じように乗り入れて来ていた。

　間もなくロビーに現れた武田は、

「おはようございます、亜季さん。……浦和くん、なかなかいかす格好をしてるじゃないか」

　そう、二人に笑い掛けてきた。
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　昨日川かわ崎さき家を訪れた武たけ田だに対し、涼りよう介すけたちは、ある程度の事情を話していた。というより、話さざるを得なかった。亜あ季きや涼介の行動に不ふ審しんを抱くには充分過ぎる情報を、武田は既に手に入れてしまっていたからである。なんでもないと言い抜ける事は、さすがの亜季にもできなかったのだ。

　川崎光こう太た郎ろうと川崎涼介をそれぞれ襲おそった『事故』以来、武田はあれこれと亜季の面倒を見て来た。一人きりになった亜季を不ふ憫びんに思いもし、川崎光太郎との関係もあって、亜季の保ほ護ご者しや代理を自任しているのだ。

　その武田が、亜季の不ふ審しんな行動を見過ごすわけがない。黙もく秘ひを通し続ければ、武田が亜季や涼介たちの行動を妨げる挙に出ないとも限らなかった。

　そこで涼介は、亜季と相談して、ある程度の事情を打ち明ける事にしたのである。

　もっともそれは、武田の頑迷さに押し切られたからというだけではない。武田を仲間に引き入れる事で、岡おか野のとの対決が有利に運ぶかもしれないという目算が、涼介の方にもあったからだ。武田が亜季の身を案じている事、会社の事情に通じている事、過去に岡野との面識がある事など、北きた澤ざわとは違った意味で、武田は『立ち会い人』にふさわしく思えた。

　しかし、勿もち論ろん、全すべてを打ち明けたわけではない。川崎涼介の存在を筆頭に、話すわけにはいかない事が、幾つもあったからである。

　従って、武田には次のように説明してあった。

　『事故』の前に、川崎光太郎の電話があった。その電話で、川崎光太郎は、自分の身になにか起きた時には、送った証拠品を警けい察さつに届けろと言っていた。そして、その通りに川崎光太郎は『事故』に遭った。しかし、その小包を受け取った川崎涼介が不ふ慮りよの事故で死亡したため、小包の所在が亜季には分からなくなってしまった。そのうち、誰だれも知らない筈はずのその小包を探しに、岡野が現れる。亜季は不審を抱き、涼介と共にいろいろ調べるうちに、どうも岡野こそが事件の黒幕に違いないと思い始めた。それをはっきりさせるために、直接岡野を呼び出して訊じん問もんしてみるつもりでいる。……と。

　川崎涼介が殺された事を言わなかったのは、それを証明するのが川崎涼介という『生き証人』の証言しかなかったためである。また、

「その小包とやらは、今どこにあるんですか？」

　そう武田に訊たずねられた時にも、既に手に入れているとは言えなかった。それを言えば、なぜ警察に行かずに、直接対決などという危険な真似まねを敢あえてしなければならないのか、その理由が説明できなくなってしまうからだ。従って、海かい王おう丸まるの事については、川崎光太郎の書斎を調べるうちにその名を見付けたのだと、そう武田には伝えてある。

　さすがに武たけ田だは驚おどろき、そんな危険な真似まねをされては困ると言い張ったが、

「どうしても父の仇かたきを討ちたいんです。なんと言われてもこれだけは譲ゆずれません」

　亜あ季きの決意が固いのを知ると、

「……分かりました」

　仕方なさそうに認めたのであった。

　そして武田は、

「しかし、あなた方だけに、そんな危険な真似はさせられません。私もご同道させて貰もらいます。それと、岡おか野のと対面する役目も私に任せて戴いただきたい。いいですね」

　自分もこれだけは譲れないといった表情で付け加えて来た。

　しかしその反応は涼りよう介すけの予想のうち、というより、望むところでもあったから、涼介と亜季は、それを素直に受け入れたのであった。
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「……はい、そうです。……ええ。……いえ、それはまだなんですけど、ただちょっと気になった事があるものですから、岡野さんにお訊ききしたいなと思って……。いえ、できれば、直接会ってお話ししたいんですけど……時間、ありますでしょうか？　あ、いえ、実は今、外にいるんです。『プレシオス』って喫茶店、ご存じですか？　駅前の。……ええ、はい、構いません。……分かりました。それじゃ、待ってます」

　岡野への連絡を済ませると、亜季は携帯電話の通話ボタンを切り、ふうっと息をついた。

「どうでした？」

「二〇分くらい掛かるかもしれないって」

　岡野に告げた『プレシオス』の、すぐ前の歩道に、涼介たちは立っていた。

　かなり大きな喫茶店である。その脇わきの駐ちゆう車しや場じようには、ここまで涼介たちを運んで来た、武田の車が収められていた。

「じゃあ、これお返しします」

　亜季が携帯電話を差し出すと、武田はそれを受け取りながら、

「それでは、私は店の中で岡野を待ちますが……亜季さんたちは？」

　そう訊たずねてきた。

「私たちは、あそこの店にいます」

　亜季は、『プレシオス』とは車道を挟んで向かい側の位置にある、ハンバーガーショップを指し示した。

「ですから、なるべく窓際の席に座って貰もらえると……」

「分かりました。そうしましょう」

　頷うなずいた武たけ田だが、携帯電話をしまおうとした時、

　ぷるるる……。

　着信を知らせる電子音が響ひびいた。

「はい、もしもし」

　武田は携帯電話の通話ボタンを入れたが、電子音は鳴り止やまない。

「ああ、こっちか……」苦笑しながら、武田は背広の内側からもう一台の携帯電話を取り出し、そちらを耳に当てた。「私だ。……ああ、分かった。そちらは任せる。結果が分かり次第、また連絡してくれ。……いや、それはまだいい。向こうの結果次第だ。分かった。それじゃ」

　涼りよう介すけたちの視線を気にしながら、武田は簡かん潔けつに指示を下して電話を終えた。貿易といえば海を越えての仕事だから、日曜日もなにもないのだろう。

「あの……本当に、いいんですか？　お忙しいんじゃあ……」

　亜あ季きも、それを気にした様子だったが、

「いえ、気になさらないで下さい。大した事じゃありませんし……それに、こちらの用件の方が私には大事ですから」

　武田は笑いながら亜季に答えると、二台の携帯電話をしまった。

「それでは、移動するとしましょうか」

　武田は、涼介たちを促した。
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　涼介たちは、ハンバーガーショップの二階席に陣取った。『プレシオス』を覗のぞける位置である。テーブルには、席代がわりに注文した、ハンバーガーとドリンク、フライドポテトのセットが置かれている。

　武田は、亜季に言われた通り、窓際のテーブル席に座っていた。この分なら、岡おか野のとのやりとりも、この位置から見通せるだろう。

　ふと、武田が顔を上げて、涼介たちの方へと目を向けた。亜季が小さく手を振ると、武田は苦笑を浮かべ、軽く片手を上げて、それに応こたえた。

「お兄ちゃん、間に合うかしら」

「多分、大丈夫だと思いますよ」

　『プレシオス』の方へと目を向けたまま、涼介は答えた。

「どうして？」

「最初はかなりぶれがあったようですが、ここしばらくは昼前あたりで安定しているようですから」

　大きな振幅が次第に収まって行くように、川かわ崎さき涼介の出現時刻のぶれは小さくなっている。これまでの切り替わり時刻を振り返って見た時、涼りよう介すけには、そう思えたのだった。

　しかし、それも推測に過ぎない。川かわ崎さき涼介がいつ現れるか、その時刻を正確に予測する事は、涼介にもできなかった。

　武たけ田だと岡おか野のとの対面がどのように進むかは分からないが、川崎涼介の登場があまりに遅れるようであれば、また別の手段を講じる必要があるだろう。

「だといいけど……」

「それより亜あ季きさん。昨日も言いましたが、お兄さんの事、頼みますよ」

　むしろそちらの方が、涼介には気になっていた。

　涼介は、直接、川崎涼介と会って話をした事はない。だが、これまで得た情報から総合すると、川崎涼介の性格には、かなり激しい部分があるらしい。その川崎涼介が、父親を襲おそい、自分を殺した相手を前にして、冷静でいられるとは思えないのだった。

　捕らえるだけならいい。殴り倒したくなったとしても、それも無理はないだろう。だが、それ以上の事をされては困るのだ。自分の体が人を殺あやめるなど、そんな事になっては堪たまったものではない。

「分かってる。それだけは絶対にさせないわ」

　亜季は、はっきりと頷うなずいてくれた。
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「……来たみたいよ」

　亜季の表情が緊きん張ちようした。

　『プレシオス』に向かって、岡野が歩道を歩いていた。

　涼介は手にしていた紙コップを置き、そっと革ジャケットの袖そでを捲まくった。腕時計はちょうど一一時を示している。

　岡野は、そのまま『プレシオス』店内へと入って行く。

　亜季の姿を探している様子なのが、入り口のガラス戸越しに覗のぞけて見えた。

　窓際の席から、武田が声を掛ける。

　岡野は、そのままの位置から武田を見た。驚おどろきがあっただろう事は難くない。

　しばらくその場に立ち尽くし、そして岡野は、再び歩き出した。途中、壁かべの向こうに隠れたが、すぐにまた現れ、武田の待つテーブル席の脇わきで立ち止まった。

　武田が、向かいの席を、手で指し示す。だが、岡野は応じない。立ったまま、武田を見下ろしている。鋭するどい目付きだった。そこに込められた圧力は、二日前、沙さ羅ら瞞まん鑼どらの三人組を追い払った時とは比べ物にならないほど強い。

　だが、その岡おか野のの凝ぎよう視しを、武たけ田だは平然と受け止めていた。余裕のある笑みを浮かべながら、改めて向かいの席を示す。

　根負けしたかのように席に着く岡野を見て、

「凄すごいわね、武田さん。全然、負けてないわ」

　感心したように、亜あ季きが言った。

「でも……なんかあの様子だと、岡野さんの方も武田さんを知ってるみたいですよ」

　涼りよう介すけには、それが気になった。

「別に不思議じゃないでしょ？　同期入社だって言うんだから」

　同じ会社で共に過ごした時期があるのだから、互いに顔見知りであっても不思議はない。そう亜季は言っているのだった。

　……そうか。そういえばそうだったな……。

　ウェイトレスが、注文を訊ききに来ている。岡野はひとまずそれに応こたえると、ウェイトレスが離れて行くのを待ってから、武田に向き直った。

　武田が口を開く。短い言葉だ。

　それを受けて岡野が応える。こちらも短い。

　やや間を置いて、今度は岡野から口を開く。武田がそれに応える。やはり短いやりとりだった。本題に入る前の、軽いジャブの応酬といったところだろうか。

　やがて、ウェイトレスが戻って来て、岡野の前にコーヒーと伝票とを置いて行った。

　これで、もう邪じや魔まは入らない。

　岡野と武田の間で、緊きん張ちようが高まっていくのが分かった。
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「……お兄ちゃんね？」

　ふと気付くと、亜季が前にいた。切り替わる前に見せていた、あの脆もろさは消えている。まっすぐに涼介を見詰めていた。

「……ああ」

　涼介は短く答え、周囲の様子を確認した。

　狭い空間に幾つも並んだテーブルと椅い子す。そこに多くの男女が腰を下ろしている。どうやらハンバーガーショップの内部のようだ。テーブルの上に載せられている物を見ても、それは明らかだった。

　そして時間は……一一時二五分。

　それだけ確認し、涼介は再び亜季へと目を戻した。

「浦うら和わとはどうなった？」

「私たちを許してくれたわ。また協力してくれるって」

　勿もち論ろん、そうでなければ、目覚めた時に亜あ季きがいる筈はずがない。昨日のように、浦うら和わは自分の時間を過ごしていた筈である。

「そうか……。世話を掛けたな」

「でも、それにはひとつ、条件があるの」

「……なんだ」

　そう問い返しながらも、涼りよう介すけには大方の予想は付いていた。

　既に証拠の品はこちらにある。ならば無理をせず、警けい察さつに任せるべきだ。おそらくは、そういう事だろう。だが、それは聞けない。それでは涼介の気が済まない。

　だが、その涼介の予測を超える言葉を、亜季は口にしたのだった。

「命までは奪わない。それが条件よ」

「!?」

　涼介は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。浦和の出した条件は、それほど的確に、涼介の急所を突いていたのである。

　見くびり過ぎていた。浦和にそこまで見透かされていたとは、思いもしなかった。

「守れる？」

　涼介の動揺を感じ取ったのだろう。亜季の目付きが強くなった。

「……ああ」

　仕方なく、涼介はそう答えたが、亜季は、それでは許さなかった。

「私、もう浦和くんに噓うそを吐つきたくないの。だからもう一度、ちゃんと口に出して約束してくれる？　岡おか野のさんの命までは奪わないって」

　涼介は、太く息を吐はいた。

「分かったよ。岡野の命は奪わない。……これでいいのか」

「噓は吐かないわね？　約束したわよ？」

「くどいぞ」

　睨にらみ付ける涼介を、亜季はなおしばらく見詰めていたが、

「分かったわ。お兄ちゃんを信用する。……それじゃあ、まず向こうを見て」

　そう、窓の外を指さした。

「？」

　わけも分からず、涼介は言われた通りに、外を見た。

　車が流れている。かなり広い通りだ。車線の間にはコンクリートブロックで囲まれた緩かん衝しよう帯たいがあり、芝しば生ふとちょっとした樹じゆ木もくが植えられている。

　その風景と、ここがハンバーガーショップである事から、涼介には即座に現在地の把握ができた。駅前の通りである。

「それで？」

「向こうに『プレシオス』って喫茶店があるでしょ？　その窓際の席を見て」

　言われるままに喫茶店の窓へと視線を移動させた涼りよう介すけは、次の瞬しゆん間かん、椅い子すを撥はね除けて立ち上がっていた。

「野郎！」

　間違いない。そこに座っているのは、確かに岡おか野のだった。涼介を殺した、あの男の姿が、ほんの数メートル先にあったのである。
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「座ってよ、お兄ちゃん。今、飛び出して行ったって、どうなるものでもないでしょ？」

　亜あ季きが、涼介の気を鎮しずめるように言った。

　確かに、その通りではあった。こんな人通りの多い所では、岡野に思い知らせてやる事などできはしない。途中で邪じや魔まが入るだけだ。

　涼介は、再び椅子に腰を下ろしたが、その目を岡野から離す事はできなかった。はやる気持ちを懸けん命めいに抑え付け、涼介は亜季に訊たずねた。

「お前が岡野を呼び出したのか」

「まあね」

「奴やつと話してるのは？」

「武たけ田ださんよ。私たちに協力してくれてるの」

　その名は、これまでにも何度か耳にしていた。確か、涼介の葬式の手配をしてくれたとかいう男である。だが、それはいいとしても、

「協力……？　それじゃ、まさかお前、俺おれたちの事を……」

「まさか。そんな事言えるわけないじゃない。打ち明けたのは必要な事だけよ」

　亜季は、武田に伝えたという事柄について、簡かん潔けつに涼介に説明した。

「……だから武田さんは、まだ本当の事は知らないの。ただ、岡野さんが噓うそを吐ついてるのかどうか確かめようとしてるだけで」

「……なるほどな、そういう事か」

　いずれにせよ、岡野が目の前にいるという事だけで、涼介には充分だった。これでなんとか、消え去る前に、無念を晴らす事ができる。浦うら和わに感かん謝しやせねばなるまい。

　窓の向こうでは、岡野と武田の対話が続いていた。

　なにを話しているのかまでは分からないが、二人の間にある張り詰めたような雰囲気は見まごうべくもなかった。明らかな敵意が、二人の間で火花を散らしている。

　しかし、両者の力関係は、互角というわけではなさそうだった。血相を変えて問い詰める武田を、岡おか野のはせせら笑うようにして受け流している。

　……奴やつが相手じゃ無理もねえか。

　岡野は正真正銘の悪党だった。顔色も変えずに人を殺してのける人間なのだ。その岡野を前にしてひるまずにいるだけでも、武たけ田だを褒ほめるべきだろう。

「岡野はここまでどうやって来た？」

「歩いて、だけど？」

「どこかに車を置いて来たって事は？」

「そこまではちょっと……」

　亜あ季きは自信なさそうに答えたが、それも無理はない。どこかに車を置いて来たかどうかなど、ここから見ていただけでは分かる筈はずがないからだ。

「俺おれのバイクは駐ちゆう車しや場じように置いたままだな？」

「うん」

　ならば、岡野の足がなんであろうと、追跡は可能である。

「ならいい。場所がここで助かった。つきはこっちにある」

　すると、亜季が小さく首を振った。

「つきじゃないわよ、それは」

「ん？」

「お兄ちゃんのバイクの事があるから、浦うら和わくんがこの場所を選んだの。その服もそうよ」

　そう言われてはじめて、涼りよう介すけは自分の服装に気付いた。重い革ジャケットにスラックス、ブーツとグローブまで着けた、完全装備である。

「あの野郎……味な真似まねを」

　涼介は唇の端を緩ゆるめた。

　どうやら、浦和は本気で涼介を支援してくれるつもりでいるらしい。

　それが、はっきりと分かった。
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　武田とのやりとりを続けていた岡野が、ちょっと待てというように、片手を上げた。

　そして、懐ふところから携帯電話を取り出す。用件を思い出した、というよりは、向こうから掛かってきた様子である。

　岡野は武田の方へ目を向けたまま、携帯電話を耳に当てた。

　電話の相手と言葉を交わしている岡野を、武田は鋭するどい目付きで見据えている。

　その光景を目にしながら、涼介は再び立ち上がった。

「今のうちにバイクを取って来る。お前はここにいろ」

「駄目よ、一人でなんて。私も一緒に行く」

「馬ば鹿か野郎。その間に岡おか野のが店を出たらどうするんだ。見失っちまうだろうが」

　腰を浮かせかけた亜あ季きを、涼りよう介すけは叱しかり付けた。

「あ……」

「いいから、お前はここで奴やつを見張ってろ。そして、もし俺おれが戻って来る前に奴が動くようだったら、その方向を見定めておけ。分かったな？」

　頷うなずく亜季をその場に残し、涼介はハンバーガーショップを出た。こんな所に涼介たちがいる事など、岡野が気付いている筈はずもないが、念のために、裏手の出入り口を使う事にする。

　駐ちゆう車しや場じようまでは、せいぜい四〇〇メートルというところだ。その距離を急いで駆かけ抜け、涼介は駐車場へと飛び込んだ。

　涼介のバイクは、二日前のまま、そこに置かれていた。

　素早く車体を点検してから、ヘルメットを被かぶる。二日前に亜季が着けていた分は、後部座席に固定した。ヘルメットホルダーに下げたままでは、走行の邪じや魔まになるからである。

　シートに跨またがり、キーを差し込む。エンジンは気持ちよく吹き上がった。

　よし、これならいける。

　涼介の愛機は完調だった。たとえどんな追つい走そう劇げきが待ち構えていようとも、このマシンとならば大丈夫だ。どこまでも岡野を追い詰める事ができるだろう。

　駐車場をあとにした涼介は、急いで『プレシオス』前の通りへと戻った。『プレシオス』側の車線に、五〇メートルほどの距離をおいてバイクを停とめる。ただし無論、エンジンは掛けたままだ。

　ハンバーガーショップの方を見やると、二階席の窓に、亜季の姿があった。その目は涼介の方に向けられている。

　涼介は、ヘッドライトをパッシングさせ、亜季を認めた事を知らせてやった。すると亜季は、『プレシオス』の方を指さしながら、涼介に頷いてよこした。どうやら、岡野はまだ店内にいるらしい。ひとまずは安心である。

　それで役目は済んだとばかりに、亜季は窓の奥へと引っ込んだ。しばらくして、店から出て来る。どうやら涼介のもとへとやってくるつもりらしく、きょろきょろと周囲を見回してから、亜季は最も近い横断歩道を目指して、歩道を急ぎ始めた。

　……馬鹿野郎。岡野に気付かれたらどうすんだ。

　涼介が舌打ちした時である。

　ハンバーガーショップ側にある脇わき道みちから、するりとバイクが抜け出してきた。

　大排気量のアメリカンタイプ。そこに跨っているのは……。

　広ひろ長なが!?

　愕がく然ぜんとする涼介の前で、広長が加速した。その後背から、更に数台のバイクが現れる。

　亜あ季きは広ひろ長ながに背を向けている。気付いていない。そして気付いた時には遅かった。

　振り返りかけた亜季の体を、歩道に乗り上げた広長が、その太い左腕で抱え込んだ。

　あっという間の出来事だった。

　まわりを歩いていた人間も、なにが起きたのか、すぐには分からなかっただろう。広長はバイクに跨またがったまま、追い抜き様に亜季の体を搔かっ攫さらって行ったのである。目を瞠みはるほど鮮あざやかな手並みだった。

　攫われた……亜季が……広長に。

　涼りよう介すけの中で、なにかが弾はじけた。

「野郎！」

　反射的に右手がアクセルを全開にする。堪たまらず前輪が跳ね上がった。

　涼介は伸び上がるようにしてそれを抑えつつ、バイクを緩かん衝しよう帯たいへと突っ込ませた。後方から走って来ていた車が、車線を塞ふさがれて急ブレーキの音を響ひびかせる。

　がうんっ。

　コンクリートブロックを蹴けり付けて、車体が跳ね上がる。

「くぅおおおおおっ！」

　揺らぐ車体を、涼介は全身の力で押さえ込んだ。

　バイクは宙を飛ぶようにして対向車線へと着地する。タイヤが悲鳴を上げ、車体が激しく横滑りする。

　倒れんじゃあ……ねえっ！

　だんっ。

　軽い衝しよう撃げきがあった。車道と歩道とを分かつ段差が、滑るタイヤを受け止めたのだ。

　体に伝わるその感覚を、涼介は見逃さなかった。

　再びアクセルを全開にする。吹き上がるエンジンが、涼介を加速する。

　待ってろ、亜季！　今、助けてやる！

　岡おか野のは見逃せない。許せない。だが、それよりも亜季を助け出す事の方が先決だった。

　涼介の目はただ、先行する広長のバイクだけを見詰めていた。







　　　　　　　　Ⅸ




　右に左にバイクが走る。亜季を乗せたバイクが逃げる。

　広長は、亜季を燃料タンクの上に乗せたまま、バイクを飛ばしていた。既にその腕は亜季を拘束してはいない。拘束する必要がないのだ。不安定な体勢のまま、亜季は振り落とされまいと、必死でタンクにしがみ付いている。

　広長に付き従い、その後背を護まもるバイクは当初六台いた。だが、そのうちの二台は既に脱落している。高速の追つい走そう劇げきに耐え切れず、街中を抜け切る前に、コーナリングを誤あやまって自滅していたのだ。

　既に舞台は、郊外へと移っていた。緑の田畑を貫くように、信号も交差点もない広々とした道路が続いている。長距離輸送のトラックなどがよく使うバイパス道路だ。

　充分な道幅を持った道路が、ひたすらまっすぐに延びている。右にも左にも田畑以外にはなにもない。ガードレールすらないのだ。遮るものがなにもないため、横風がまともに吹き付けてくる。涼りよう介すけを乗せたバイクも、ともすれば対向車線に押し込まれてしまいそうだった。

　広ひろ長なががその道を選択したのは、亜あ季きをタンクに乗せたままでは、街中を走り続けるわけにはいかなかったからだろう。邪じや魔まのない広々とした道路で、じっくり涼介の相手をするつもりなのだ。

　一方、涼介も、障害物の多い街中で亜季の奪回を図るわけにはいかなかった。広長に運転を誤りでもされたら事だからである。

　だが、ここなら、その心配もあるまい。

　広長たちは南へと進路をとっている。このまま進めば、やがて道路は山の中へと入って行く。道は左右にうねり始め、道幅も狭くなる。仕掛けるならそこへ入り込む前、即ち今しかない。

　涼介は戦せん闘とう体勢に入った。

　既に一〇〇キロを超えていた速度計の針が、更に跳ね上がる。広長たちとの距離が急速に縮ちぢまって行く。

　常つね日ひ頃ごろから手塩に掛けてきた涼介の愛機である。ただ乗り潰つぶすだけの沙さ羅ら瞞まん鑼どらのバイクとは、この速度域からの底力に雲泥の違いがあった。

　涼介の接近を受けて、残る四台のうちの二台が、するすると下がってきた。いつの間にか、それぞれの乗り手の手にはバールが握られている。

　……あんまり舐なめるんじゃあねえぞ。

　左右から挟み込むように迫って来るその二台の間に、自ら飛び込んで行く……と見せて、涼介は素早く右へと車体を滑らせた。

　おそらく、二人の目には、涼介が消えたように映ったに違いない。二人の手にしたバールが、むなしく空を切る。体勢の崩れたその瞬しゆん間かんを見逃さず、涼介は、右のバイクに体当たりを掛けた。そのバイクは呆あつ気けなく転倒し、左のバイクも巻き込んで、あっという間に涼介の視界から消え去った。

　バックミラーでそれを見ていたのだろう。広長が片手を振った。それを受けて、次の二台が下がってくる。

　最初の二人と同様、今度の二人も、左右から涼介に迫ってくる。ただし、その接近速度は緩ゆるやかだ。涼介の手並みを見て、慎重になったらしい。

　涼介はアクセルを回し、その二台の間に飛び込んでいった。今度はフェイントではない。

　加速力の違いに物をいわせて、涼りよう介すけは一気に前に出る。

　その途端、左のバイクが失速した。追い抜きざまに、涼介がアクセルの脇わきを軽くはたいてやったからだ。そこにはキルスイッチ、即ち、エンジンの非常停止スイッチがある。

　後方へと置き去りにされて行くそのバイクの上で、乗っていた男は、躍やつ起きになってアクセルを回していた。あの様子では、なにが起きたか気付くまでには、相当の時間が掛かるだろう。

　残った一台が、右後方から猛然と追い上げて来る。軽くブレーキを掛けて速度を殺し、涼介は瞬しゆん時じに相手との位置を入れ替えた。相手は一瞬戸惑ったようだが、すぐに涼介の進路を塞ふさぐべく、車体を寄せて来た。おそらく、涼介を道路の外へ弾はじき出そうとでも考えているのだろう。

　躱かわすのは簡単だったが、涼介はそれに付き合ってやる事にした。圧力に負けたように見せかけながら、徐々に進路を右にずらして行く。そして道路の右端まで引き付けたところで、再度位置を入れ替えた。相手の左脇に車体を滑り込ませ、やられた事をそのまま返してやると、そいつは呆あつ気けなく田圃たんぼの中へと飛び込んでいった。

　これで雑魚ざこは片付いた。

　残るは広ひろ長なが、ただ一人。

　涼介は道路の中央に車体を戻し、改めて加速を掛け始めた。

　近付く広長のバイクの上で、タンクにしがみ付いたままの亜あ季きの目が、涼介を見詰めている。

　道は早くも、うねり始めていた。







　　　　　　　　Ⅹ




　予想外に山道の到来は早かった。手間取り過ぎたという事もあるが、それ以前に、疾走する互いの速度が速過ぎるのだ。

　残るはただ一台、広長のバイクだけだ。しかし、そこには亜季が乗っている。これまでのように転倒させるわけにはいかなかった。

　既に舞台は山の中。狭まった道の左側にはコンクリートで固められた山肌が壁かべのようにそそり立ち、右側には転落防止のためのガードレールが連なっている。まかり間違って広長のバイクがガードレールを突き破りでもしたら、それこそ取り返しのつかない事になりかねない。

　涼介のバイクへ、なんとか亜季を乗り移らせる事ができればいいのだが、車同士ならばまだしも、疾走する二台のバイクの間で、そんな事が可能だとも思えなかった。第一、広長がそんな行動を許すはずがない。

　とにかく、まずは広長のバイクを停とめる事だ。それもなるべく危険のない方法で。

　……やはり、キルスイッチしかないか。

　涼介は、そう判断した。

　広ひろ長ながの右へと並び、そして慎重にバイクを寄せて行く。

　ヘルメットも被かぶらず、風かぜ避よけのゴーグルを着けただけの広長の口元が、にたりと歪ゆがんだのは、その時だった。

　ぐぐっと広長が左へバイクを寄せる。涼りよう介すけとの距離をとるためではない。左にあるコンクリートの壁かべに近付く事こそが、その目的だった。

「！　！　！」

　亜あ季きが声にならない悲鳴を上げた。可能な限り身を縮ちぢめようと折り畳んだ足のその爪つま先さきが、コンクリートの壁へき面めんに擦こすり付けられる。

　なんて事しやがる！

　涼介は急いで後方へ下がると、広長のバイクと壁との間に割り込もうとした。

　だが、涼介のその行動は、広長に読まれていた。ぐいと進路を右にずらすと、今度はガードレールに亜季の頭部を寄せて行く。

　亜季は、両目を硬くつぶって、その恐怖に耐えていた。

　この……糞くそ野や郎ろう！

　涼介は、広長を追って、右へと移動する。読まれていようがなんだろうが、亜季を護まもるためには、それしかなかったからだ。広長のバイクとガードレールとの間に割り込み、なんとか隙すき間まを作ろうとする。

　それを見て広長は左へ移動した。涼介が追えば、また右へ。涼介をあざ笑うかのように、広長はバイクを往復させ、その度たびに亜季に悲鳴を上げさせていた。

　涼介は歯は嚙がみした。広長は涼介を弄もてあそんでいる。だが、それが分かっていても、亜季を楯たてに取られている以上、広長の手に乗るよりほかに、涼介には手段がなかった。

　だが、広長の狡こう猾かつさは、それだけでは済まなかった。

　右から左へ、左から右へと、道路を横断するような往復運動を続けていた広長が、その何度目かに、いきなりパターンを変えたのである。

　まず広長は左のガードレールに車体を寄せた。そのバイクとガードレールの間に、涼介が潜もぐり込もうとする。広長はパターン通りに左へ動くと見せて、もう一度右に動いたのだ。まるで涼介のバイクに体当たりを仕掛けるかのようだった。

　涼介は咄とつ嗟さに、ハンドルを右に切った。切らざるを得なかった。亜季の頭部が二台のバイクの間で押し潰つぶされるのを避さけるためには、そうするしかなかったからだ。

　だが、その時、道は左へのカーブを描いていたのである。

　偶然ではない。明らかに狙ねらってやった事だった。

　コーナリングのラインを外した涼介のマシンは、そのままガードレールへと突っ込んで行く。最も早はや、涼介には愛機をコントロールする事はできなかった。咄嗟に車体を横倒しにし、ハイサイドでの転倒を防ぐ事だけが、涼介のできた全すべてだった。

　衝しよう撃げき。そして、激しい擦さつ過か音おん。

　涼りよう介すけの体が、まるで氷の上ででもあるかのように、アスファルトの上を滑って行く。摩ま擦さつが熱となって、涼介の肌を灼やく。

　長い長い距離を滑って、ようやく涼介の体は停止した。




　……しばらくの間、涼介は動けずにいた。アスファルトの上に仰向けになったまま、ヘルメットの割れたシールド越しに空を見上げていた。

　大おお怪け我がをしたわけではない。意識もはっきりしている。

　しかし、

　……終わった……。

　その思いが、涼介の体を支配していた。

　岡おか野のを追い詰めていた。あと一歩で、仕留める事ができる筈はずだった。

　それが、一いつ瞬しゆんの油断で、全すべてを引っ繰くり返された。

　亜あ季きを攫さらわれ、岡野を逃のがし、涼介はこのざまだ。

　もう間に合わない。この手で岡野に、その罪の深さを思い知らせてやる事など、できはしない。涼介はこのまま、無念の想おもいを抱いて消えていくしかないのだ。

　全ては涼介の責任だった。テープと置物を手に入れた時点で警けい察さつに通報していれば、こんな事にはならなかった。光こう太た郎ろうがそうしろと言い残し、亜季もそうしようと言ったのに、涼介だけがそれを拒んだのだ。そして、その結果がこれである。まさに自業自得だった。

「亜季……」

　苦痛に呻うめきながら、涼介は体を起こした。片手でヘルメットを脱ぎ捨てる。

　岡野の事はいい。まだ我慢できる。

　だが亜季は……亜季だけは！

　涼介のバイクは、いったんガードレールに激突し、その反動で跳ね上がって、アスファルトに叩たたき付けられたらしく、見るも無残な姿となっていた。壊こわれた電気系統が、時折火花を上げている。

　……亜季もか。亜季までも岡野の手に落ちるのか。

　いや、そんな事はさせない。させて堪たまるものか！

　ぼうっ。

　不意に炎が噴ふき上がった。こぼれたガソリンに火花が引火したのだ。

　……だが、どうやって？　どうやって亜季を救い出す？

　最も早はやバイクもない。どうすればいいのかも分からない。仮になにか打つ手があったとしても、それを実行に移すだけの時間さえ、涼介にはないのだ。

　涼介は無力だった。なにもできはしなかった。

「浦うら和わ……」

　呟つぶやきが、涼りよう介すけの口元から漏れた。

　亜あ季きが攫さらわれた今、涼介の力となってくれる者がいるとすれば、それは浦和しかいない。そして涼介にはない時間も、浦和にはある。

　……浦和、頼む。亜季を助けてやってくれ。

　だが、それが叶かなわぬ願いである事は、涼介にも分かっていた。確かに浦和は、涼介に協力すると約束してくれた。だが、浦和になにができる？　広ひろ長ながと沙さ羅ら瞞まん鑼どらを相手に、あの浦和になにができると言うのだ。

　それに第一、亜季が攫われたという事は、浦和に事態の推移を伝える者がいなくなったという事である。浦和には、なにがどうなったのか、それすら分かるまい。

　不可能だった。どうしようもない状況に追い込まれてしまった。そしてその状況を招いたのは、ほかならぬ涼介自身なのだ。

「……」

　涼介は燃え上がる炎に背を向けた。バイクで駆かけ抜けてきた道みち程のりを、足を引きずりながら戻り始める。

　それが、今の涼介にできる、ただひとつの事だった。
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「うっ、つ……」

　全身を押し包む痛みに耐え兼ね、涼介は思わずその場にしゃがみ込んだ。

　……いったい、どうしたっていうんだ。

　涼介には、わけが分からなかった。

　再び涼介が目覚めた時には、全すべてが片付いている筈はずだった。そのために必要と思われる事は、全て準備してきた筈だった。目覚めた時には、岡おか野のは捕らえられ、川かわ崎さき涼介は無念を晴らしている筈だった。

　それなのに、今のこの現状は、いったいどういう事なのだ。

　岡野の姿も、武たけ田だの姿も、そして亜季の姿も見当たらない。それどころか、見渡す限りの景色の中で、人の姿はどこにもなかった。

　だだっ広い道路の片隅に、涼介はただ一人佇たたずんでいる。強い風が、時折右手から吹き付けてくる。

　周囲に広がるのは、緑の田畑。どうやらバイパス道路の真ん中であろうとは見当が付くが、だとすれば、つい先ほど涼介がいた場所からは、一〇キロ近く離れている事になる。

　どうやってこんな所までやって来たのか。考えられるとすればバイクだが、そのバイクもどこにも見当たらない。

　バイク……バイク事故……？

　ジャケットからスラックス、ブーツに至るまで、涼りよう介すけの左側面に当たる部分には全すべて、鮮あざやかなまでの擦すり傷が残されていた。その傷と、この体の痛みとを考え合わせれば、川かわ崎さき涼介が事故を起こしたらしい事は推測できた。

　川崎涼介がバイクで事故を起こし、そしてそのあと、ここまで歩いてきた。

　つまりは、そういう事らしい。

　だが、それより先の事となると、涼介には想像も付かなかった。

　なぜ川崎涼介がこんな所まで移動してくる必要があったのか。どうして事故など起こしたのか。果たして、岡おか野のとの事はどうなったのか。

　なにかが起きた事は分かる。それも、川崎涼介にとっては歓かん迎げいすべからざる『なにか』が。

　しかし、具体的なその内容を知るためには、やはり亜あ季きに訊きいてみるしかない。芦あし田だ病院か川崎家のいずれかに、亜季はいる筈はずだ。

　街までの距離を思い起こして、涼介は大きく溜ため息いきをついた。
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　痛む体を引きずりながら、涼介は川崎家の門をくぐった。

　既に日は傾きかけている。途中で親切な長距離トラックの運転手に出会わなければ、夜中になるまで掛かったかもしれない。

　……武たけ田ださんは、戻ってきてるんだ。

　前の道に停とめられた赤い車で、その事が分かった。

　玄関まで辿たどり着き、呼び鈴を鳴らす。すぐさまドアが開いた。現れたのは武田である。

「浦うら和わくん、その格好は……。いったい、なにがあったんだ」

　涼介の姿を見て、武田が目を瞠みはる。

「いえ、それがちょっと……。それより、亜季さんは？　帰って来てますか？」

「帰って来るもなにも……」口を開きかけた武田は、あとの言葉を吞のみ込み、「とにかく、一度、中の様子を見てみたまえ」

　と、家の奥の方を指し示した。




「これは……」

　応接間のドアを開けた涼りよう介すけは、中の様子に息を吞のんだ。

　部屋の中は目茶苦茶に荒らされていたのである。戸棚の中身も、テレビ脇わきのビデオテープのラックも、ソファさえ引っ繰くり返されていた。

「ひどいもんだろう」

　涼介の後ろで、武たけ田だが吐き捨てるように言った。

「……他ほかの部屋も、ですか？」

「ああ、そうだ。どこもかしこも、だよ」

　誰だれがなんのために、こんな事をしたのか、それは明らかだった。無論、テープを探すためだ。

　しかし、一度は探した筈はずのこの家を、なぜもう一度、それもここまで徹てつ底てい的てきに調べる気になったのだろう。それほど、向こうも追い詰められてきたという事なのだろうか。

「それで……亜あ季きさんは、今、どこに？」

　涼介が改めて訊たずねると、武田は眉まゆをひそめた。

「浦うら和わくん、いったい、どうしたって言うんだ。まさか、見ていなかったわけじゃあるまい」

「それ……どういう意味です？」

　ある種の予感を覚えつつ、涼介が武田を振り返った時だった。

　とぅるるるるる……。

　突然、電話が鳴り響ひびいた。

　まるで、涼介がここに来るのを待ち構えていたかのようなタイミングだった。いや、実際に待ち構えていたのかもしれない。岡おか野のの一党が、この家を見張り続けていたとしても、なんの不思議もないのだから。

　とぅるるるるる……。とぅるるるるる……。

　電話は鳴り続けている。

「出ないのか？」

　武田が不ふ審しんそうに声を掛けて来る。

「……いえ、出ます」

　受話器を取り上げる前に電話の録音機能を働かせたのは、先に感じた予感ゆえである。

　そしてその予感は正しかった。

『浦和だな』

　野太いその声には、聞き覚えがあった。間違いなく、広ひろ長ながである。

『とりあえず、怪け我がも大した事なさそうで良かったじゃねえか。え？』

　からかうような口振りで、広長は言った。

　広長は、川かわ崎さき涼介が事故を起こした事を知っている。それを見ていたから……いや、それを起こさせたのが、広長自身であるせいか。

　それを知ると同時に、涼介はもうひとつ、妙な事に気付いていた。なにか雑音のようなものが、電話の音声に混じっているような気がしたのだ。

　いや、雑音ではない。電話の不都合によるものではない。明らかに『向こう側』の音だ。

　広ひろ長ながの背後で、遠くなにかが、たゆまなく続く音を立てている。

　……なんだろう、これ。

　涼りよう介すけはそれが気になったが、広長の野太い声がそれを搔かき消してしまう。そして同時にその内容が、涼介を愕がく然ぜんとさせた。

『改めて言うまでもねえだろうが、川かわ崎さきの妹は俺おれが預かってる。返して欲しかったら、例の物を持って来い。なにをだなんて、惚とぼけるんじゃねえぞ。手て前めぇが持ってる事は分かってるんだ』

　広長は、そう言ったのである。

　……亜あ季きさんが……攫さらわれた？

　涼介の全身から、血の気が引いて行くのが分かった。

　いったいどういう事だ。川崎涼介がついていて、なぜそんな事になってしまったのだ。

「……本当に、亜季さんがそこにいるんですか？」

『ああ、いるさ。なんなら声を聞かせてやってもいいぜ』

　そして、広長の声がやや遠ざかる。

『おい、奴やつになにか言ってやんな』

　だが、それに応こたえる声はない。

『言ってやれって。お前の声を聞きたがってんだぜ』

　広長は繰くり返した。だが、やはり応える声はない。

　次の瞬しゆん間かん、不意になにかを叩たたき付けるような音と共に、

『うっ』

　そんな声が聞こえてきた。女性の声、それも苦痛を堪こらえる声だった。

　広長がなにかしたのだという事は、涼介にも分かった。おそらくは平手で頰ほおを殴りつけたのだろう。

『ちょいと手間取ったが、まあこんなもんだ。間違いなく妹はここにいるぜ。今ので分かんねえって言うんだったら、もう一度聴かせてやってもいいが……どうする？』

　含み笑いと共に、広長は言った。

「いえ……充分です」

『なら、話を進めようか。今すぐ……と言いたいところだが、そっちにも都合があるだろう。明日まで待ってやる。明日の正午、例の物を持って、水み無な瀬せ川の鉄橋の下に来い』

　水無瀬川。

　東ひがし高こうからほど近い位置にある二級河川である。その名の通り、梅雨時以外はほとんど水の流れのなくなる川だった。

『一応言っとくが、警けい察さつなんぞに駆かけ込んだら、川かわ崎さきの妹がどうなるか分かってるだろうな。殺す……なんぞと無粋な事は言わねえが、傷物になるくらいじゃあ済まねえぜ』

「じゃあ、それを持っていけば、亜あ季きさんは無事に返してくれるんですね？」

『ふ……まあな』

　返答の前の、その薄うす笑わらいが気になった。亜季は返しても涼りよう介すけは帰さないというつもりなのか、あるいはいったん返したあと、改めてもう一度捕まえるつもりなのか。いずれにせよ、広ひろ長ながの応おう諾だくを額面通りに受け取る事はできなかった。

「……なら、僕が行くまで、亜季さんにはもう手を出さないと約束してくれますか？　でなければ、あなたの申し出を受ける事はできません」

　涼介は、精一杯気を張って、広長と交渉した。どうしてもそれだけは言っておかなければならなかったからだ。

『いいだろう。約束してやるよ。川崎の妹には手を出さねえ……お前が来るまでは、な』

　含み笑いを響ひびかせながら、広長は電話を切った。
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　涼介が知らない間に、なにが起きていたのか。

　今では、涼介にもそれが理解できていた。

　あの場所に広長が現れたのだ。そして亜季を攫さらった。川崎涼介はそれを追い、そして、それに失敗した。

　最悪の事態だった。

　どうする……どうすればいい？

　涼介には、それが分からない。

　亜季を返して欲しければ証拠の品を持って来い。そう広長は言った。

　だが、それを渡す事は、これまでの努力が全すべて無になる事を意味している。また、広長の望み通りに、テープと置物を渡したとしても、あの広長が約束を守るという保証はどこにもない。

「じゃあ、やっぱりそのテープは君が持ってるんだな？」

　武たけ田だの言葉に、涼介は思わず顔を上げた。広長への応答を聞いていて、そう判断したのだろうか。

「……いえ、そういうわけじゃ……」

　武田の顔を見詰めたまま、涼介は言葉を濁にごした。

「ではどこにある？　ずっと亜季さんと一緒にいた君だ。心当たりくらいはあるんだろう？」

　武田は重ねて訊たずねてきた。

　心当たりどころか、探すまでもない。テープも置物も、確かに涼介が預かっている。

　……だけど……。

　涼りよう介すけが黙だまり込んでいると、武たけ田だは焦じれたように言った。

「なにを迷っているんだ、浦うら和わくん。こうなってしまった以上、向こうの要求を吞のむしかあるまい。悔しい気持ちも分かるが、とにかく今は、亜あ季きさんの身を第一に考えるんだ。亜季さんさえ無事に戻れば、それからでもまだ打つ手はある筈はずだ。そうだろう？」

　……いえ、それは違いますよ。

　口には出さぬまま、涼介は武田に答えていた。

　テープを渡してしまったら、もうそれで終わりなのである。挽回する手立てはない。川かわ崎さき涼介という『生き証人』を除けば、あのテープと置物だけが、『奴やつ』の悪事を証明する物なのだから。

　テープは渡せない。川崎涼介の、そして川崎光こう太た郎ろうの奮ふん闘とうを思っても、むざと渡すわけにはいかなかった。

　だが、亜季を助け出さなければならない事も、また事実である。

　テープを渡さずに亜季を奪回する。果たして、それは可能なのか。

「……どうした、浦和くん。なにを考えている？」

「いえ……別に……」

　武田にはそう答えながら、涼介は思っていた。

　方法はなくはない。だが、実行は不可能だった。涼介の力だけでは、どう考えても無理である。

　亜季を無事に奪回するためには、もっと強い『力』が必要なのだ。
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　月曜の朝。

　柔道場を、男子生徒たちが掃除していた。

　どの生徒も皆、坊主頭である。東ひがし高こうには、別に髪型の制限などないから、これは柔道部の方針なのだろう。ある者は箒ほうきを持って、畳の列に沿って進みながら掃き清めて行き、その後から別の者が雑ぞう巾きん掛がけをする。なかなか手際がいい。

　窓からその様子を覗のぞき込んでいた涼りよう介すけに、部員の一人が気付いた。箒を手にしたまま、窓の方へと近寄って来る。

「なんだ、お前……。入部希望かなんかか？」

「ううん、そうじゃなくて……。ここに関せきくんって、いるかな？」

「ん？　ああ……ちょっと待ってろ」

　その部員は道場の方を振り返った。

「おい、関。客が来てんぞ」

「あん？」

　雑巾掛けをしていた部員の一人が顔を上げた。かなり大柄な男である。一八〇センチくらいはありそうだった。

「うちのクラスの奴やつ……じゃあねえよな？」

　窓際に歩み寄って来た関せきは、涼りよう介すけの顔を見て、やや不ふ審しんそうな表情を浮かべた。

「うん……教室にいた人に訊きいたら、多分ここだろうって言われたもんだから」

「ふうん……で、俺おれになにか用なのか？」

「その前に、ちょっと確認しときたいんだけど……関くんのお父さんって、刑事さん？」

「……ああ」

　不審な表情を強めながらも、関は頷うなずいた。

　では、間違いない。

「それじゃあ、頼みがあるんだけど……これ、お父さんに渡して貰もらえないかな」

　涼介はポケットから、紙の包みを取り出した。中には、例のテープと招き猫、それに涼介の手紙が入っている。

「親父おやじに……？」

「うん。それで、先週お世話になった浦うら和わ涼介からだって伝えて貰えれば、多分、分かって貰えると思うんだけど」

「ふうん……」関は、手渡された紙包みと涼介とを見比べるようにしていたが、「分かった。じゃあ、とにかく預かっとくよ」

　そう、承しよう諾だくしてくれた。

「ありがとう。じゃあ、頼むね」

　涼介は関への礼もそこそこに、柔道場をあとにした。

　そして、そのまま校門を飛び出し、次の場所へと急ぐ。

　涼介の次の目的地。それは、川かわ崎さき涼介が籍せきを置いていた、県立北きた高こうである。







　　　　　　　　Ⅱ




　北高は工業高校である。だから、というわけでもないだろうが、ここに通う生徒には、ひと癖くせある者が多い。

　校門をくぐろうとする涼介を、登校してくる北高生たちが、場違いな者でも見るように、じろじろとねめ付けて行く。

　その中から比較的穏おだやな顔付きの生徒を選んで話し掛け、そして涼介は、次にどこへ行けばいいのかを知った。涼介は礼を言い、北高の自転車置き場へと急いだ。

　グラウンドを越えたところに、その自転車置き場はあった。雨あめ避よけのための屋根が設けられている。その下の一角を、バイクの列が占拠していた。

　……いた。

　目指す相手を、涼りよう介すけは見付けた。

　一台のバイクの周囲に陣取り、その機械部分についてなにか論じている様子の三人の男。一人は隣となりのバイクのシートに腰を乗せ掛け、涼介に背を向けている。他ほかの二人は、議論の対象であるバイクの向こう側に屈かがみ込み、最初の男を見上げるようにして言葉を交わしていた。

　立ち止まり、大きく深呼吸する。

　そして涼介は、気を張りながら、その三人のそばへと近寄って行った。

　涼介の接近に最初に気付いたのは、屈み込んでいる二人のうち、やや細ほそ面おもての顔立ちをした男だった。涼介に向けられたその男の目が、すっと細くなる。

　隣にいた、髪を短く刈り上げた男が、その表情に気付く。そして視線を追って、涼介に辿たどり着いた。怪け訝げんな表情。そして、その目が、はっと見開かれる。

「手て前めぇ……」

　髪を短く刈り上げた男は立ち上がり、涼介に向かって来ようとする。

「待て」

　三人目の男が、腕を横に延ばして、それを制した。

「だけど、ざわさん。こいつ、あん時のあいつだぜ」

　嚙かみ付くようなその言葉に、

「分かってるよ」短く応こたえ、北きた澤ざわは涼介に視線を移した。「確か……浦うら和わとか言ったな」

「はい」涼介は頷うなずき、そして、はっと顔を上げた。「それじゃあ……気付いてたんですか？　あの時も？」

　北澤は薄うすく笑った。

「当たり前だ。あんなハンカチひとつで、ごまかせるわけがねえだろう。亜あ季き坊ぼうがお前を庇かばおうとしてたから、気付かねえ振りをしてやってただけだ」

「そう……だったんですか……」

「だが、ここにはそんな物分かりのいい奴やつばかりがいるわけじゃねえ。……いったい、なにしに来やがった？」

「実は……」涼介は言い淀よどみ、それから意を決して、口を開いた。「亜季さんが攫さらわれました」

「「なんだと!?」」

　そう声を上げたのは、他の二人である。北澤は無言のまま、射るような目付きで涼介を見詰めていた。

「……誰だれに、だ」

「沙さ羅ら瞞まん鑼どらです」

　不意に北澤の手が伸びて来た。涼介の胸倉を摑つかみ、ぐいっと引き寄せる。

「それで貴様、黙だまってそれを見てたのか」

　凄すさまじいまでのその眼光に、涼介は震ふるえ上がりそうになった。だが、ここでひるむわけにはいかない。逃げ出すわけにはいかなかった。

「僕は亜あ季きさんを助けたい。けど、僕の力だけじゃ無理なんです。お願いです、北きた澤ざわさん。僕に力を貸して下さい」

　北澤に胸倉を摑つかまれ、半ば爪つま先さき立ちになりながらも、涼りよう介すけははっきりと、そう言った。
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「……間違いない。こいつは、広ひろ長ながの声ですね」

　細ほそ面おもての男──柱はしら谷たには、北澤に頷うなずき掛けた。

　場所は川かわ崎さき家の応接間へと移っていた。昨日の広長とのやりとりを、電話の留守録機能を利用して再生したところである。

「あの外道が……」

　髪を短く刈り上げた男──長谷はせ部べが、吐き捨てるように言った。電話の中で、広長が亜季を殴り付けた事に、怒りを燃やしているのだ。

「『明日の正午』ってのは……つまり今日か？」

　北澤が確認してきた。

「はい」

　涼介が頷くと、北澤は壁かべの時計を見上げた。

「あと三時間ちょい、か……」

「で、奴やつの言ってる『例の物』ってのは、確かにお前が持ってるのか？」

　柱谷が訊たずねて来る。

「いえ、今は持ってません。警けい察さつに届くように手配して来ました」

　涼介の返答に、長谷部が目を剝むいた。

「なんだと……じゃあ手て前めぇ、亜季坊がどうなっても構わねえってのか」

「そうじゃありません。……ですがテープを渡したって、あの人たちが約束を守るとは思えません。だったら、もし僕があの人たちに捕らえられるような事になっても、警察の人たちが動いてくれるようにしておいた方がいい。そう思ったんです」

　そうしておけば、最悪の場合でも相討ちに持っていける。

「確かにその通りだ。浦うら和わの判断は正しい」

　北澤が、涼介に口添えするように言った。

　だが、長谷部には、それが面白くない様子だった。

「ざわさん。なんだって、そんなにこいつの肩持つんだよ。こいつのせいで、亜季坊が攫さらわれちまったんだろうが。……そもそも、なんで亜季坊の奴は、こんな野郎と一緒にいたんだ。おい、浦和。そっからまず説明してみろ。俺おれたちに納得がいくようにな！」

　当然されてしかるべき質問だった。

　川かわ崎さき涼りよう介すけの通夜を荒らしたような男と、なぜ亜あ季きが一緒に行動していたのか。北きた澤ざわたちにも話せなかったような事を、なぜ『浦うら和わ涼介』だけに打ち明けたのか。

「それは……」

　涼介は返答に窮きゆうした。川崎涼介に関する説明抜きでは、不可能な事だったからである。

「おら、どうしたんだよ、浦和。はっきり答えねえか！」

　長谷はせ部べが詰め寄って来る。

　だが、その長谷部に、北澤が言った。

「やめとけ、長谷部。浦和が困ってるじゃねえか。こいつには、俺おれたちには言えねえ事情って奴やつがあるんだよ」

「なんで言えねえんだよ。やましいところがねえんだったら、俺たちに言ったって構わねえ筈はずじゃねえか。違うかい、ざわさん」

「いいから、やめとけ。こいつは亜季坊が決めた事だ。浦和に当たっても仕方ねえだろう」

「ざわさん」

「それとも長谷部。お前は、亜季坊を助けに行くのが嫌なのか？」

　北澤に切り返され、長谷部は一いつ瞬しゆん詰まった。

「……そんな事、あるわけねえでしょうが」

「だったら黙だまってろ。くだらねえ事に時間を使わせるな」北澤は、柱はしら谷たにに目を移した。「状況は聞いた通りだ。どう動く？」

「とりあえず、場所が水み無な瀬せ川の鉄橋ってのが、ちょいと厄介ですね。あそこは見晴らしが良すぎる。身を潜ひそめようとしても、すぐばれちまうでしょうね」

　柱谷は、テーブルの上に地図を広げていた。柱谷が所持していた地図だ。かなり使い込んであるらしく、あちらこちらに書き込みがされていた。

「だから狙ねらうとするなら、その前。奴らが亜季坊を連れて来る、その途中です。つまり、ここかここ」

　柱谷は地図の二点を示した。

「二ケ所か」

「どっちから来るか、それが分からない以上、両方に備える必要があります。両方に一人ずつ配置して、真ん中にもう一人。見付けた方が連絡して真ん中の奴が急行すれば、どちらから来ても、二人で突っ込めるでしょう」

「長谷部。沙さ羅ら瞞まん鑼どらは今、何人使える？」

　先程やり込められた形の長谷部は、面白くなさそうな顔をしていたが、質問には即座に答えた。

「こないだ、ちょいと削ってやったから……そうだな、フルで来ても二〇ってとこじゃないすか」

『こないだ』というのは、三日前の『アラバスター』での一件の事だろう。

「二〇対二か……」

　北きた澤ざわは難しい顔をした。

「目的が亜あ季き坊ぼうの奪回なら、どちらにしても相手の不意を突くしかない。そして奇き襲しゆうという事なら、二人でもなんとかなる筈はずです。……というより、それで無理なら、三人で掛かったところで、結果は同じでしょうね」

「確かにな……」

　柱はしら谷たにの説明に頷うなずいて返し、そこで北澤は涼りよう介すけを振り返った。

「聞いた通りだ。奴やつらが何人揃そろえて来るかにもよるが、どちらにしてもかなり分ぶの悪い喧けん嘩かになりそうだ。それでも仕掛けてみるか？」

「そんな奴に訊きく事ねえじゃねえか、ざわさん。こいつは俺おれたちの喧嘩だ。そいつは関係ねえよ」

　口を挟んだ長谷はせ部べに対して、北澤は振り向きもせずに言った。

「違うな。こいつは浦うら和わの喧嘩だよ。俺たちはそれに手を貸すだけだ」

　長谷部は不服そうだったが、口に出しては、なにも言わなかった。その代わりに、じろりと涼介をねめ付ける。

「どうする、浦和。この手に賭かけてみるか？　それとも、奴らの指定して来た場所で、奴らの隙すきを狙ねらうか？」

　北澤が改めて問い掛けて来る。

　涼介は、少し躊躇ためらってから、それに答えた。

「僕は……その前を狙うべきだと思います」

「『その前』？」

　柱谷が怪け訝げんな表情を浮かべる。

「はい。つまり、やって来るのを待つんじゃなくて、その前。彼らが出掛ける準備を整える前にこちらから攻め込んだ方が、成功する確率は高いんじゃないかと思うんです」
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　三人の目が、涼介を見詰めている。

　ややあって、北澤が最初に口を開いた。

「そりゃまあ、確かにそうだろうよ。だが、どうやって攻め込む？　いや、どこへ攻め込むんだ？」

「それとも、お前、亜季坊の居場所を知ってるのか？」

　柱はしら谷たにが質問を重ねた。

「いえ、知ってるわけじゃありません。……ですが、大体の見当は付きます」

　北きた澤ざわと柱谷が顔を見合わせる。

「「どこだって言うんだ？」」

　二人揃そろって、そう言った。

「その前に……もう一度さっきのテープを聴いて貰もらえますか？」

　涼りよう介すけは立ち上がり、電話機の再生ボタンを押した。

『浦うら和わだな』

　再び、広ひろ長ながの声が流れ出す。

「この声の後ろ……。よく聴いてると、なにか別の音が重なってませんか？」

「……と、言われてもな」

　柱谷が首を傾かしげる。広長の声の大きさが、聴き取りを妨げているのだ。

「じゃあ、もう少しあとです。声が離れる時がありますから、その時なら」

　涼介と広長とのやりとりが進み、やがて、広長が亜あ季きに呼び掛ける。

『おい、奴やつになにか言ってやんな』

　ここでおそらく、広長は受話器を亜季の方へと向けたに違いない。広長の口元から離れた電話の送話口が、はっきりと別の音を拾っている。

「ここです」

　繰くり返し押し寄せるような、さざめき。

「……波？」

「……海か」

　柱谷と北澤が、ほぼ同時に言った。

「しかし……海の近くだとしても、それだけじゃ、範はん囲いが広すぎる」

　柱谷は、更にそう続けた。

「ええ。ですが、以前、僕が捕まりそうになった時、彼らは、こう言ったんです。例の五番倉庫に連れて行こうって。……おそらく、そういう事に使うには便利な、アジトみたいな所があるんだと思うんですけど、だとすれば、亜季さんも同じ所に連れて行かれた可能性が高いんじゃないでしょうか」

「可能性は可能性でしかないが……まあ、それはいいとしよう。海のそばにある『五番倉庫』。だが、それでなにが特定できる？　倉庫と言ったって、幾らでもある。運送会社にだって、港にだって、そこらのスーパーにだって、倉庫はあるんだ。海岸線に沿って一〇キロも走りゃ、一〇や二〇は該当するもんが見付かるだろうぜ」

　柱谷の口調は、けちを付けるというよりも、まるでテストの採点をする教師のようだった。もっと精度の高い解答でなければ、合格点はやれないな。そう言われているような気がする。

　涼りよう介すけは、柱はしら谷たにに向かって、更に証明を続けた。

「例の五番倉庫に連れて行こう。この言葉から推測できるのは、まず、『例の』という言葉から、頻ひん繁ぱんにその場所を使っているらしい事。『五番』という数字から、少なくともあと四つ、同種の物がそばにあるらしい事。そしてもうひとつ、頻繁に使えるという事は、その倉庫が現在、正規の目的で使われる事がほとんどない状態であるらしいという事です。……ここまでは、いいですか？」

「……ああ」

　やや間を置いてから、柱谷は頷うなずいた。

　そんな涼介と柱谷を、北きた澤ざわは興きよう味み深ぶかそうに、長谷はせ部べはわけ分からんといった表情で眺めている。

「実はここに、もうひとつの判断材料があるんです。海かい王おう丸まるという貨物船の事なんですが、そこに積まれた荷物に沙さ羅ら瞞まん鑼どらの人たちが用があるのは、分かってるんです。そして……これは亜あ季きさんが調べてくれたんですが、この海王丸が寄港するのが、ここから北にしばらく行った所にある、あの港なんですよ。そしてあの港は一〇年ばかり前に」

「拡張工事をしたな」

　北澤が、涼介の台詞せりふを引き取った。涼介がなにを言おうとしていたのかが理解できたのだろう。

　海を埋め立てて埠ふ頭とうを整備し直したため、以前に比べて、港全体が海側に迫せり出した形になっている。港の業務に必要な設備も新たに建設され、古い設備は、ある物は解体され、ある物は一部改修して再利用、そしてある物は以前の場所にそのまま放置されていた。

「倉庫はそのまま残ってる。今は物置かなにかに利用されていた筈はずだ」

　言いながら、北澤が柱谷を見る。

「古い倉庫……普段は使われていない……勿もち論ろん、五つ以上ある……そして海のそば……か。……なるほどね」

「どうだ、柱谷。この線で動いてみるか？」

「出向いてみる価値はありそうですね。確率は一〇〇パーじゃないが……行って帰って来ても、水み無な瀬せ川には間に合う。それにこいつは、当たればでかい」

　柱谷は、はっきりと北澤に頷うなずいて返した。

「長谷部、お前は？」

「柱谷がそう言うんなら、きっとそうなんでしょうよ」

　じろりと涼介を見ながら、長谷部は答えた。

「なら、決まりだ。出るぞ」

　北澤が立ち上がる。

　長谷部と柱谷が、それに続いた。




　川かわ崎さき家の日本間で、涼りよう介すけは服を着替えていた。

　制服を脱ぎ捨て、そして新たに『戦せん闘とう服ふく』を身に着ける。川崎涼介が、涼介の体格に合わせて購こう入にゆうした、革のジャケット上下である。

　革の表面、特に涼介の左の側面に当たる部分には、かなりの擦すり傷が残っている。昨日のバイク事故の跡だ。だが、その中にあっても、このジャケットは涼介の体を護まもってくれた。打ち身と軽い火傷やけど。それしか、涼介の体にダメージは残さなかったのである。

　体に痛みは残っている。動けば節々が軋きしむ。だが、泣き言はいっていられなかった。

　最後に革のグローブを両手に嵌はめ、涼介は、川崎涼介の遺い影えいを振り返った。

　……それじゃ、行って来ます。




　川崎家の庭では、三台のバイクが野太い音を響ひびかせている。

　北きた澤ざわ、長谷はせ部べ、柱はしら谷たにの、各バイクだ。

　涼介と同様、この三人も、既に『戦闘服』に着替えている。北きた高こうをあとにする際、ロッカーにしまわれていたそれぞれの装備を持って来てあったのだ。

　近付く涼介を、三人はバイクに跨またがったまま見詰めている。

　北澤の視線が、ジャケットに刻まれた傷の上を撫なでるように動き、そして再び涼介の目に戻った。

　そして北澤は無言のまま、顎あごの先を振るようにして、自分のバイクの後部座席を示した。
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　打ち寄せる波の音。風に乗って流れてくる潮のにおい。

　涼介たちは、港にいた。

　今もどこかの船が荷揚げをしているのだろう。車の音、モーターの音、作業員たちの掛け合う声などが混ざり合って聞こえてくる。

　事務所、倉庫、休きゆう憩けい所じよ。今も使われているそれらの施設の向こうに、茶色くくすんだような色合いの、旧倉庫群が覗のぞけて見えた。

　様子を見に出掛けていた柱谷が戻って来た。そして北澤に結果を報告する。

「確かに、沙さ羅ら瞞まん鑼どらの連中がいます」

「亜あ季き坊ぼうは？」

「まだ姿は確認はしてません。覗き込めるような窓がなかったんで。ですが、壁かべ越ごしに奴やつらの話し声を聞いた限りじゃ、どうやら、いそうな感じですよ」

　柱谷は、涼介に目顔で頷うなずき掛けてきた。

「連中は何人いる」

「マシンの数は五台。ですから、少なくともそれ以上。多くても一〇を超える事はないでしょうね」

「広ひろ長ながは？」

「奴やつのマシンはありませんでした」

「そうか……そいつはラッキーだ」

　そう言うところを見ると、広長というあの巨人は、北きた澤ざわをしてさえ手に余る存在であるらしい。

「雑魚ざこどもだけで一〇人なら話は簡単だ。さっさと突っ込もうぜ、ざわさん」

　長谷はせ部べが、北澤を急せかす。

「そう焦るな。向こうにゃ、亜あ季き坊ぼうがいるんだぞ。楯たてに取られたらまずい」

「じゃあ、どうするってんだよ」

「正面の扉以外に、出入りできそうなところはないのか」

　北澤は、柱はしら谷たにに訊たずねた。

「ほかの倉庫と造りが一緒なら、屋根んところに、明かり取りの窓がある筈はずですよ」

「そこまで、どうやって登る」

「作業用の梯はし子ごがありましたから、それを使えば」

　そう長い間掛かったとも思えないのに、柱谷はそこまで見届けて来ていたらしい。

「分かった。ならその線で行こう。とにかく、亜季坊の姿を、この目で確認する事が先決だ」

　北澤は、そう涼りよう介すけたちに告げ、旧倉庫群の方へと顎あごをしゃくった。今度は全員で行くぞ。そういう意味らしい。

「あ、ちょっと待って下さい。その前に、電話を一本、入れて置きたいんですが」

「電話？」

　涼介の発言に、北澤が不ふ審しんげな表情を浮かべた。事ここに至って、今更誰だれに電話しようというのか、それが不思議だったのだろう。

「ええ。保険を掛けて置きたいんです。……僕たちが、とんでもない勘違いをしてた時のために」

「勘違い？」

　北澤は、旧倉庫群の方を、ちらりと見た。亜季がそこにいない場合の事だろうか。そう考えた事が読み取れる。

　だが、北澤は、それ以上はなにも言わずに、ジャケットの胸を開いて、奥から携帯電話を取り出した。

「使え」

「すいません」

　涼りよう介すけは礼を言って、それを受け取り、武たけ田だの番号を打ち込んだ。

　呼び出し音が聞こえる。

　ややあって、

『私だ』

　武田の声が聞こえた。

「もしもし、武田さんですか。浦うら和わです」

『今どこにいる。テープは見付かったのか？』

　相手が涼介だと知ると、武田はいきなり急せき込むような口調になった。

「はい。見付かりました。今ここに持ってます」

『そうか……よかった。これで亜あ季きさんを無事に助け出す事ができるな』

　明らかな安あん堵どを、武田は示していた。

「それなんですが……僕には、あの人たちが約束を守って亜季さんを返してくれるとは思えません。ですから、実力で亜季さんを奪回するつもりです」

『なんだと？　よせ、浦和くん。そんな危険な真似まねをするんじゃない！』

　武田は、慌てたように、声を張り上げた。

「危険な事は分かってますが、今は他ほかに手がありません。今、港にいます。これから突っ込むつもりですが……もし、僕らが失敗したら、あとの事は頼みます。それじゃ」

『おい、浦和くん。ちょっと待』

　涼介は必要な事だけ伝えると、武田の返答を待たずに、電話を切った。

「それじゃこれ……ありがとうございました」

　涼介は携帯電話を、北きた澤ざわに返した。

「それで用は済んだのか？」

「はい」

「よし、それじゃ行くぞ。見付からないように気を付けて接近するんだ。いいな」

　北澤は再びジャケットの前を合わせると、旧倉庫群に向かって走り始めた。
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　涼介たちは、大きく迂う回かい路ろを取り、裏手から旧倉庫群へと近付いていった。

　近付くにつれ、その建物の老朽化振りが分かってくる。壁へき面めんにもそれを支える鉄骨にも、かなりの腐食の跡が見られた。長年にわたって潮しお風かぜを浴び続けた結果だろう。

「梯はし子ごってのは？」

「ふたつ隣となり。三番倉庫です」

　柱はしら谷たにの先せん導どうで、涼介たちは、その三番倉庫へと忍び込んだ。

　がらんとした倉庫の中に、様々な物が転がっていた。古びた廃材、恐らくは船の部品と思われる、錆さび付いた鉄の塊。どう整備しても動きそうもないトラックも、まるまる一台、そこに放置されていた。

　その粗大ごみの山の中から、これまた錆び付いた作業用の梯はし子ごを取り上げ、涼りよう介すけたちは三番倉庫を出た。

　どの倉庫も同じ方向を向いている。五番倉庫から今誰だれかが出てくれば、梯子を運ぶ涼介たちの姿は、すぐに見み咎とがめられるだろう。それに備えるため、柱はしら谷たにと北きた澤ざわは、五番倉庫の角べりに控えていた。

　涼介と長谷はせ部べは、梯子を延ばし、五番倉庫の外がい壁へきへと、それを立て掛けようとする。

「そっとだぞ。音を立てるな」

　長谷部は、緊きん張ちようした表情で、梯子の先端を見上げていた。

　屋根まではざっと五メートル。梯子の長さは僅わずかに足りなかったが、一番上まで上がれば、屋根の上によじ登る事は可能である。

「俺おれがまず上がる。しっかり支えてろよ」

　長谷部は涼介にそう言い置いて、梯子へと手を掛けた。

　どっ。どすん。

　揉もみ合うような物音が聞こえたのはその時だった。

　涼介が振り返ると、五番倉庫の角のあたりで、一人の男が崩れ落ちるところだった。男の腹には、北澤の拳こぶしがめり込んでいる。そして柱谷の手が、その男の口を塞ふさいでいた。

　おそらくは、小用でもたしに出て来たのだろう。そこへ北澤と柱谷が同時に襲おそい掛かり、声も上げさせずに倒したのだ。呆あきれるほど鮮あざやかな手並みだった。

　気絶したその男を、柱谷が手際よく縛しばり上げる。三番倉庫に転がっていたロープの廃物利用だ。その間に、北澤が涼介のもとへとやってきた。

「支えててやるから上へあがれ。俺はあいつを訊じん問もんしてから行く」

　見上げると、既に長谷部の姿はない。屋根の上に移動したあとだった。

「分かりました。それじゃ」

　涼介は頷うなずき、梯子の段に足を掛けた。
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　涼介が屋根の上に顔を出すと、こっちだ、というように、長谷部が腕を振ってきた。しゃがみ込んだその長谷部の体の下には、明かり取りの窓がある。

「ビスとビスの間の線を伝って来い。下に鉄骨がある」

　小声で長谷部はそう告げてきた。

　確かに、その線上であれば、体重を掛けても大丈夫なようだった。軋きしんで音を立てるような事もない。

　涼りよう介すけは頷うなずいて、屋根の上を這はい進んだ。強い風が、時折涼介の髪をなぶる。

「どうですか？」

　近付いてそう訊たずねると、長谷はせ部べは言葉では答えずに、顎あご先さきでガラス窓の下を示した。

　涼介は、そっと窓に顔を寄せ、倉庫の内部を見下ろした。

　……亜あ季きさん。

　間違いなく、亜季の姿がそこにあった。最後にあのハンバーガーショップで見た時の姿のままで、椅い子すに縛しばり付けられていた。口には猿さる轡ぐつわまで嚙かまされている。しかし、恐怖に震ふるえている様子はなかった。むしろ、毅き然ぜんとして、周囲の男たちを睨にらみ付けている。

「さすがは亜季坊。頼もしいこったぜ」

　長谷部がにやりと笑った。亜季の無事が確認できた事でほっとしている様子なのが、涼介にも分かった。

　位置的に死角があり、また周囲に積み上げられた木箱の山が邪じや魔まにもなって、倉庫の中全すべてが見て取れるわけではなかったが、少なくとも三人の男がいる事は確認できた。

　一人は、長髪の男。あの三人組の一人である。自分を睨み付けて来る亜季の視線を楽しむように、亜季に近付いては離れ、近付いては離れと繰くり返していた。

　やや離れた場所で木箱に腰を下ろしているのは、栗くり原はらだ。その右腕はギブスに固められていた。残った左手で、ナイフを弄もてあそんでいる。

　そして、もう一人。少し離れた場所で、腕組みをして立っているのは、

　……岡おか野のさんだ。

　間違いなかった。

　川かわ崎さき涼介が栗原から訊きき出した話によると、これまで岡野は沙さ羅ら瞞まん鑼どらのメンバーの前に直接姿を現した事はなかったという。にもかかわらず、岡野は今、涼介の眼下で、素顔を晒さらして立っていた。岡野にとっても、これが正念場という事なのだろうか。

「どうだ、様子は」

　北きた澤ざわの声が聞こえた。涼介と同じように、ビスの間を辿たどるようにして近付いて来る。

「見ての通りっすよ」

　長谷部は答えて、北澤のためのスペースを空けた。

　眼下では、長髪が、にたにたと笑いながら、亜季の太ふと腿ももに手を伸ばそうとしていた。亜季は椅子ごと跳ねるようにしてその手から逃れようとするが、両手両足を椅子に縛り付けられたままでは、それもままならない。

「……あの糞くそ野や郎ろうは俺おれが貰もらったぜ」

　長谷部が、低く宣言する。

　その時、涼りよう介すけたちの眼下で、

「よさないか」

　岡おか野のが厳きびしい口調で、長髪を叱しかり付けた。

「いいじゃねえかよ。少しくらいよ」長髪が言い返す。「どうせ用が済んだら、みんなでお楽しみだ。味見ぐらいさせてくれたっていいじゃねえか」

「そんな事は私が許さない。この娘こは無事に返すんだ。それとも……この間の続きをして欲しいのか？」

　岡野の視線に気け圧おされそうになりつつも、まわりに仲間がいる事を思い出したのだろう、長髪は強気に出た。

「なに言ってんだよ、おっさん。あんただって、俺おれたちと似たようなもんなんだろうが。すかした事抜かしてんじゃねえよ」

「うるせえぞ、手て前めぇ」

　栗くり原はらが呻うめくように言った。長髪が、ぎょっとする。

「そのおっさんに逆らうんじゃねえよ」

「な、なんでだよ。なんで、こんなおっさんの言うなりになんなきゃなんねえんですか」

　長髪は不服そうだった。

　栗原は、親指の腹で、ナイフのエッジを撫なでている。

「ほおう、手前ぇら下っ端が、俺に意見しようってのかい」

「そ、そんなわけじゃ……」

「だったら黙だまってろ。手前ぇらの頭じゃ理解できねぇような事情が、いろいろとあるんだよ」

　言いながら、栗原は、ちらりと岡野に目を向けた。

　その栗原を、岡野もまた見据えている。

「……なるほどな。この分なら、ひとまずは安心ってわけだ」

　北きた澤ざわも、長谷はせ部べと似たような安あん堵どを示した。

「ところで柱はしら谷たには？」

　長谷部が訊たずねる。

「下で見張りと、梯はし子ごの支えだ」簡単にそれに答えてから、北澤は例の男を訊じん問もんした結果を、涼介と長谷部とに伝えて来た。「中にいるのは七人。広ひろ長ながは、ここを出る少し前にやってくる手て筈はずだそうだ」

「なら楽勝だな。手っ取り早く片付けようぜ」

「ああ、そのつもりだ。俺と柱谷とで、正面から突っ込む。連中の注意を引き付けておくから、お前たちはその隙すきに亜あ季き坊ぼうの安全を確保しろ。いいな」

「了解」

　北澤の指示に、長谷部が簡かん潔けつに応こたえた。

　今すぐにでも突入しそうなその雰囲気に、涼りよう介すけは少し慌てながら口を挟んだ。

「あの……北きた澤ざわさん。突入するのは、もう少し待って貰もらえませんか？」

　北澤と長谷はせ部べが、同時に涼介を見た。

「なぜだ？」

　北澤が訊たずね、

「なに今更びびってんだ、手て前めぇ」

　長谷部が舌打ちせんばかりに言った。

「いえ、そうじゃありません。そうじゃありませんが……」

　涼介は腕時計を見た。

　時間はまだ一一時前だった。川かわ崎さき涼介の登場が、昨日と同じぐらいの時刻であるとすれば、まだ三〇分ほどは必要な計算になる。

　どういう事情か知らないが、岡おか野のは今、涼介たちの真下にいる。川崎涼介が執念を燃やした相手が、すぐそこにいるのだ。できれば最後の仕上げは、川崎涼介自身にさせてやりたかった。

「なにを待ってるのか知らねえが……じきに広ひろ長ながが本隊を連れて来るんだぞ。その前に片を付けておかねえと、亜あ季き坊ぼうを無事に助け出すのが難しくなる。違うか？」

　確かに、それはその通りだった。敢あえて冒すには、その危険は大き過ぎた。

「……分かりました。仕方ありません」

「よし。それじゃ、今の作戦通りで行くぞ。いいな」

「あ、その前に、もうひとつだけ。あそこにいる、あの大人の人……岡野さんって言うんですけど、もしかしたら拳けん銃じゆうを持ってるかもしれません。気を付けて下さい」

　涼介の言葉に、北澤と長谷部が顔を見合わせる。

「お前……そんな奴やつらとやり合ってたのかよ……」

　長谷部が、呆あきれたように呟つぶやいた。
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　北澤は屋根の上から降りていった。柱はしら谷たにと共に、バイクに乗って登場するまでには、まだ間がある。

「あそこに木の箱が積んであるだろ」

　長谷部が声を掛けてきた。

「……ええ」

「窓を破ったら、まず枠にぶら下がって、それからあの上に飛び降りろ。そうすりゃ、この高さからでもなんとかなる」

「分かりました」

「向かって来る連中は俺おれが引き受ける。その間にお前は」長谷はせ部べはそこでいったん言葉を切って、ズボンの後ろのポケットから、小さなナイフを取り出した。「こいつで亜あ季き坊ぼうの縄なわを切れ。そのあとは亜季坊と一緒に、なるべく邪じや魔まにならない所に引っ込んでるんだ。いいな」

「はい」

　涼りよう介すけは頷うなずいて、そのナイフを受け取った。飛び降りる時に落とさないよう、ジャケットのポケットに、しっかりとしまい込む。

　ぼうっ……。どぅるろっ……。

　港の方から、バイクのエンジン音が鳴り響ひびいた。

　いよいよである。

「怖いか？」

「……少し」

「ふん。正直だな」長谷部は薄うすく笑って、「喧けん嘩かは体格がたいじゃねえ。要は気き合あいと思い切りだ。それさえありゃ、あの程度の連中はお前にだって料理できる。分かったな。びびるんじゃねえぞ」

　涼介は、思わず長谷部の顔を見上げた。まるで涼介を勇気付けてくれでもするかのような口振りだったからである。

　長谷部は、涼介のその表情に気付き、そして照れ臭そうにあとを続けた。

「……ま、こいつは、すけさんの受け売りだけどな。……どんな事情か知らねえが、手て前めぇはすけさんの代わりにここにいるようなもんだ。あんまりみっともねえ格好、晒さらすんじゃねえぞ」

　とってつけたように睨にらみ付けてきた長谷部に、涼介ははっきりと頷いて見せた。

「はい」

　北きた澤ざわたちは、派手にアクセルを吹かしながら接近してくる。

　明かり取りの窓の下で、栗くり原はらたちが、何事かと、出入り口の方へ目を向けていた。

　そして栗原が、眉まゆを寄せながら、木箱から降りた。自分の目で確かめるつもりなのだろう。亜季のそばを離れて、出入り口の方へと移動した。

「行け！　浦うら和わ！」

　長谷部が渾こん身しんの力を込めて蹴けり付けると、窓ガラスはひと堪たまりもなく割れ砕けた。

「はい！」

　砕けたガラスの破片と共に、涼介は五番倉庫の中へと飛び込んで行った。
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　長谷部に言われた通り、いったん窓枠を摑つかんでぶら下がる。枠に残ったガラス片が掌てのひらを嚙かんだが、革のグローブが護まもってくれた。

　そして、眼下の木箱へ向けて飛び降りる。

　どごんっ。

　もの凄すごい音と衝しよう撃げきがあったが、涼りよう介すけは怪け我がをする事なく、五番倉庫の中へと舞い降りた。コンクリートの床ではなく木の箱を着地点に選んだ事、いったん窓枠にぶら下がる事で落下する距離を二メートル近く減らせた事が、その要因である。長谷はせ部べの助言は的確だったのだ。

「う、浦うら和わ……？」出入り口に向かいかけていた栗くり原はらが、涼介を振り返って愕がく然ぜんとする。「手て前めぇ……なんでここが……」

　それには応こたえず、涼介は木箱から飛び降りた。まっすぐ亜あ季きのもとへと向かう。

　亜季は椅い子すに縛しばり付けられたまま、両目をいっぱいに見開いて、涼介を見ていた。

　涼介は、長谷部から渡されたナイフを手に取りながら、亜季の後ろにしゃがみ込んだ。まず、その手を自由にしようと思ったのだ。

「させるかぁ！」

　飛び掛かってきた長髪が、そのまま真後ろに吹っ飛んだ。涼介のすぐあとに続いた長谷部が、直接木箱の上から跳ちよう躍やくしつつ、

「そいつぁ、こっちの台詞せりふだ！」

　長髪の顎あごをしたたかに蹴けり上げたのである。

　仰のけ反るように背中から倒れ、長髪はそのまま動かない。

　それを目にして、長谷部は勿もつ体たいない事をしたというように、舌打ちした。

　そして改めて、残った男たちに向き直り、凄すごみのある笑みを浮かべる。

「さぁて、どなたさんも掛かっておいで。この長谷部さまがお相手してやるからよ」

　長谷部が男たちを食い止めている間に、涼介は亜季の腕を自由にする事に成功していた。引き続き足の縄なわを切るために、椅子の前へと回る。

　手が自由になった亜季は、急いで猿さる轡ぐつわを外すと、

「どうしてここが分かったの？　なんで長谷部くんが一緒にいるのよ。お兄ちゃんってば！」

　そう訊たずねてきた。

　その疑問はもっともだが、いちいち説明していられる状況ではない。

「すいません。お兄さんじゃないんです」

　とりあえず最後の言葉にだけそう応えて、涼介は作業を続けた。

「え、じゃあ……」

　涼介の姿を最初に目にした時よりも、更に大きく亜季の目が見開かれた。その目が、破られた明かり取りの窓へと走り、再び涼介に戻ってくる。

「じゃあ浦和くん……なの？」

「はい」

　涼りよう介すけは答えながら、最後の縄なわを切った。その時、

「待て、こらぁ！」

　怒気もあらわな男の声が、涼介の後背から浴びせ掛けられた。例の三人組の一人だ。眉まゆ毛げのないパンチパーマである。長谷はせ部べが食い止めていてくれる筈はずだったが、やはり一人ではカバーしきれなかったのだ。

　涼介は反射的に身を縮ちぢめる。その涼介の足下から、自由になったばかりの亜あ季きの右足が跳ね上がった。

「お……ぐ、あ……」

　呻うめきながら、パンチパーマはその場に蹲うずくまった。亜季の爪つま先さきが、股こ間かんを正確に捉とらえたのだ。すかさず亜季は立ち上がると、これまで腰掛けていた椅い子すの背を両手で摑つかみ、真上からパンチパーマに叩たたき付けた。容赦のないその一いち撃げきに、パンチパーマは顔面から床の上に崩れ落ちる。

　パンチパーマが起き上がって来ない事を確認し、亜季は、ほうっと、ひとつ息を吐はいた。そして、改めて涼介に向き直る。

「それじゃ、浦うら和わくん。いったいなにがあったの？　どうして浦和くんがここにいるのよ」

　涼介は目を丸くして、亜季の手にした椅子と気絶したパンチパーマとを見比べていたが、そんな場合ではない事に気付いた。

「その説明はあとでします。今はとにかくここから逃げ出さないと」

　口早にそう言うと、

「それは駄目」

　亜季は厳きびしい表情で首を振った。

「なぜです」

　そう訊きき掛けて、涼介は気付いた。

　亜季の目が見詰めるその先には、やや離れた所から長谷部の奮ふん闘とうを眺めている、岡おか野のの姿があったのである。
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　ごと、ごとと……。

　重い音を立てて、倉庫の扉が開いた。その隙すき間まから、北きた澤ざわと柱はしら谷たにの顔が覗のぞく。ほとんど同時に、二人の足が跳ね上がり、それまで扉を押さていた男を蹴けり倒した。

「ちいっ……」

　栗くり原はらが舌打ちした。

　倉庫の中にいた七人のうち、既に長谷部が二人、亜季が一人を昏こん倒とうさせていた。残るは四人。そのうちの一人も今、北きた澤ざわたちの蹴けりを食らってのたうちまわっている。あとの三人だけで、北きた澤ざわたちに対抗し得るとは、栗くり原はらも思えなかったのだろう。悔しさが顔に滲にじみ出ていた。

「久し振りだな、栗原」

　北澤に見据えられ、栗原は凝ぎよう然ぜんと動きを停とめた。

「なかなかふざけた真似まねをしてくれたが、この借りはいずれじっくり返してやる。よく覚えておけ」そして北澤は、亜あ季きへと目を向けた。「なんにしても無事で良かった。引き上げるぞ」

　だが、亜季は首を振った。

「駄目、まだ駄目よ。お願い、北澤さん。その人を捕まえて！」

　亜季の指先が、岡おか野のを指し示した。長谷はせ部べと柱はしら谷たにが、岡野に顔を向ける。

　北澤が僅わずかに眉まゆを寄せる。だが、亜季にその理由を訊たずねる事はしなかった。

「……いいだろう。それがお前に必要な事ならな」

　北澤は、ゆっくりと岡野に向き直った。それに呼応するように、長谷部と柱谷が位置を変える。残る二人の動向に目を光らせているのだ。

「あんたがなにをしでかしたのか知らないが、ここにこうしている以上、悪党の仲間だって事は間違いない。あまり時間もない事だ。手っ取り早く片付けさせて貰もらう」

　岡野を見詰める北澤の目が、すっと細まった。静かな、だがはっきりとした暴力の意志が、そこには浮かび上がっていた。

　岡野が、うっすらと笑った。

「確かに、その通りだ。私は悪党の仲間だよ。だがね」

　岡野の右腕が、さっと動いた。同時に北澤が距離を詰める。だが、間に合わない。岡野の動きを制するには、詰めるべき距離が長すぎたのだ。

　次の瞬しゆん間かん、北澤は動きを止めていた。いや、止められていた。

　岡野の手には、拳けん銃じゆうが握られていた。その銃口が、まっすぐに北澤へと向けられている。

「今度は、玩具おもちやじゃない」

　静かに、岡野は言った。

　北澤は動けない。長谷部も柱谷も、それは同じだった。

　北澤に顔を向けたまま、岡野は涼りよう介すけに目を移した。

「君の行動力には驚おどろかされたよ、浦うら和わくん。亜季さんは君に返す。早く連れて行くがいい。だが私は、まだ君に捕まってやるわけにはいかないんだ。やり残した事が、まだあるのでね」そして岡野は、北澤に目を戻した。「聞いた通りだ。道を空けてくれないか。君たちを傷付けたくない。私にこれを使わせないでくれ」

　北澤は動かない。じっと岡野を見据えたまま、北澤は動こうとしなかった。

「くっ……くく……」

　突然、笑い声が聞こえた。栗原だ。栗原が喉のどの奥で笑っていた。

「残念だったな、北澤。もうひと息のところだったのによ」

「悪いが私は、君のような男を庇かばってやるつもりはない。あまりこの少年を怒らせない方がいいぞ」

　岡おか野のは冷たい口調で、そう言った。つまり、栗くり原はらはこの場に置き去りにするつもりだという事だ。

　だが、栗原の笑みは、岡野のその言葉のあとでも消えなかった。

「ほおう、そうかい……。まあ、そんな事はどうでもいい。どっちにしろこいつらは、これで終わりだ。時間の掛け過ぎだぜ、北きた澤ざわよ」

　栗原の余裕を証明するものが、爆ばく音おんを響ひびかせて近付きつつあった。

　複数のバイクの音。その中でひと際低く鳴動するものがある。広ひろ長ながのバイクだった。
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「おっと……こいつぁ……」

　さすがに驚おどろいたのだろう。開け放たれた倉庫の扉の前で、広長が軽く目を開いた。

　だが、それも一いつ瞬しゆんである。倉庫の中を見渡して、広長には、なにが起きたのか、そしてなにが起きつつあるのか、すぐに理解できたらしい。

「浦うら和わに北澤、それに柱はしら谷たにと長谷はせ部べ……。川かわ崎さきの残党が勢せい揃ぞろいってわけか。俺おれの招待が待ち切れなかったとみえる」

「すまねえな、広長。浦和にまた、してやられちまったよ」

　栗原が、広長に歩み寄って行く。残ったもう一人もそれに続いたが、長谷部も柱谷も、二人を制する事はできないでいた。一方の北澤は、まるで広長を無視するかのように、ただ岡野だけを見詰めている。

「浦和、か……」

　広長の目が、じろりと涼りよう介すけを見た。三日前の事が思い出され、涼介は身み震ぶるいした。

「よく分からねえ野郎だ……。腰抜けかと思や、なかなか思い切った事もしてくれる。だがお陰で、全部まとめて片付くってわけだ。こん中なら取り逃がす心配もねえしな」

　広長の薄うすい唇に、残忍な笑みが浮かんだ。

「それは駄目だ。彼らは無事に帰してやれ」

　それまで黙だまっていた岡野が、その時、口を開いた。

「折角だが、そいつは聞けねえな」

「帰してやれ」

「嫌だね」広長は、嘲あざけるような笑いを岡野に向けた。「それとも、そいつを俺おれに使うかい？　え？　岡野さんよ。あんたに人が撃うてんのかよ」

　岡野の表情が僅わずかに歪ゆがむ。

　北きた澤ざわが動いたのは、その瞬しゆん間かんだった。一気に岡おか野のの懐ふところへ飛び込むと、拳けん銃じゆうを握った右手を左の手刀で弾はじき上げ、同時に右みぎ肘ひじを岡野の鳩尾みぞおちへと叩たたき込んだのである。

「ぐはっ」

　崩れ落ちる岡野を尻しり目めに、北澤が振り返った。

「ぼけっとしてんじゃねえ！　亜あ季き坊ぼうと浦うら和わを逃がすんだ！」

　その叱しつ咤たが二人の金かな縛しばりを解いたかのようだった。

「「おう！」」

　長谷はせ部べと柱はしら谷たには同時に応こたえると、それぞれの位置から、広ひろ長ながとその一党とに向かって飛び掛かっていった。
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　乱らん闘とうが始まっていた。

　相手は広長とその一党。栗くり原はらたちも合わせ、数にして一五人はいる。

　それを迎え討つのは北澤、長谷部、柱谷の三人だけ。涼りよう介すけと亜季は員数外である。

　五倍の数を相手に回して、だがそれでも北澤たちは、ほぼ互角の戦い振りを示していた。

　機先を制した事、倉庫の出入り口を挟んで中と外との対決の形になった事とが、その主な要因である。なだれ込もうとする相手を、戸口で食い止める事ができていたのだ。

　だがそれも、広長が静観を決め込んでいた僅わずかな間だけである。

「邪じや魔まだ、どけ」

　行く手を塞ふさぐ手下をうるさげに撥はね除けたかと思うと、広長はいきなり北澤に向かって殴り掛かった。

「くっ」

　咄とつ嗟さに北澤は両腕でそれをガードしたが、そこに込められた力を受け止め切る事ができず、一気に跳ね飛ばされてしまった。

　そして、そこに出来た穴から、手下たちが倉庫の内部へとなだれ込んで来た。

「うおおおおおっ」

　最初に涼介に向かって飛び掛かって来たのは、あの三人組の残る一人、ディップで髪を逆立てた男だった。そしてこの男は、先の乱闘で栗原と共に難を逃れた一人でもある。仲間の救援を得て勇ゆう躍やくしたかのように、喜び勇んで涼介に襲おそい掛かって来た。

「うわったった……」

　慌てて逃げ惑う涼介を、

「待て、この野郎！」

　ディップが追い立てる。

「なにやってんのよ。男でしょ、浦うら和わくん！」

　涼りよう介すけと一緒に逃げ回りながら、亜あ季きが背中から文句を付けてきた。

「そんな事言ったって……」

　こんな乱らん闘とうに参加するのは初めての涼介である。ディップの攻こう撃げきをなんとか躱かわすのだけでも精一杯だった。

　しかし、狭い倉庫の中である。逃げ回るにも限度があった。

「おら、浦和ぁ！」

　ディップの蹴けりが涼介の腹にめり込み、次いでその拳こぶしが、したたかに涼介の頰ほおを殴り付けた。

「うあっ」

　目の前に白い火花が散り、がくりと膝ひざが折れそうになる。

　その時、涼介とディップとの間に、長谷はせ部べが滑り込んできた。

　どかっ。ばきっ。

　ただの二撃でディップを打ち倒すと、長谷部は涼介を振り返った。

「あんまり、世話ぁ焼かすな」

「え、あ、すいません」

　謝あやまる涼介には構わず、長谷部は口早に言った。

「このままじゃじり貧だ。とにかく、隙すきを見て突っ切れ。港んとこまで辿たどり着ければ、なんとかなる筈はずだ」

　港の職員に助けを求めろと言うのだ。

「は、そんな真似まねをさせるとでも思ってんのかい」

　後ろから掛かったその声に、長谷部は目付きも鋭するどく振り返った。

　栗くり原はらである。左手にナイフを握った栗原が、そこに立っていた。

「俺おれと勝負して貰もらおうか、浦和。お前だけは、ほかの奴やつにくれてやるわけにはいかねえんでな」

　殺気に満ちたその視線に、涼介は一歩、あとずさった。真後ろにいた亜季に、背中がぶつかる。

「折角だが、そんなわけにゃあいかねえな」

　その栗原の前に、長谷部が立ち塞ふさがった。

「だったら、先に手て前めぇを片付けてやろうか」

「はん、その腕で俺とやろうってのかよ。あんまり舐なめるんじゃねえぜ」

「ご心配にゃあ及ばねえよ。俺は左利きなんで……な！」

　噴ふき上げるような勢いで、栗原のナイフが走った。その速度は、長谷部をもってしても予想外だったらしい。

「くおっ」

　避さけようとして避けきれず、長谷はせ部べの右の頰ほおから、鮮せん血けつが迸ほとばしった。
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「……」

　涼りよう介すけは、倉庫の中の乱らん闘とうを眺めていた。

　なにがどうなっているのか分からない。だが、なにかが起こった事は確かだった。

　広ひろ長なががいる。北きた澤ざわがいる。柱はしら谷たにがいる。長谷部は栗くり原はらに押されている。足元には、いつかの鶏冠とさか頭あたまが倒れていた。

「……浦うら和わくん？」

　思いも掛けず、その声は、涼介の真後ろから聞こえた。

　慌てて振り返る。

「亜あ季き!?　お前、どうして……」

　目を見開く涼介に合わせたように、今度は亜季が目を丸くする。

「お兄……ちゃん？」

「いったい、どうしてお前がいる。なぜ、ざわたちがここにいるんだ！」

「よく分からないけど……全部浦和くんがやってくれたみたい」

「浦和が？」

「うん。それから、岡おか野のさんもここにいるわよ」

　亜季の言葉に、涼介は思わず叫び出しそうになった。

　攫さらわれた筈はずの亜季が、こうして無事にここにいる。亜季を攫った広長もここにいる。しかもその上、諦あきらめなければならないかと思っていた岡野までここにいるという。そしてそれを、あの絶望的な状況から、全すべて浦和が手配してくれたのだという。

　浦和、浦和、浦和……最高だぜ、お前は！

「どこだ！　奴やつはどこにいるんだ！」

　摑つかみ掛からんばかりに、涼介は亜季に詰め寄った。

「あそこよ。あそこ」

　亜季の指さす方向に目をやったが、入り乱れる男たちの姿が邪じや魔まになって、見定める事ができなかった。

　……まあ、いい。ここにいるならいい。どっちにしても、この騒さわぎの中じゃ、どうにもならねえからな。

　浦和から涼介になったばかり。最後の一時間は、まだ始まったばかりである。

「亜季、お前は下がってろ」

　そう言い置いて、涼介は、乱闘の只ただ中なかに歩み寄っていった。

「くわっ」

　その涼りよう介すけの目の前を、怪鳥のような悲鳴を上げて、なにかが横切った。長谷はせ部べだ。頰ほおと言わず、体と言わず、至る所が切り刻まれている。もっとも、どれも致命傷ではない。辛かろうじて急所だけは躱かわしている。そんな感じだった。

　そして、切り刻んだ方の相手が、その時、涼介に目を向けた。

「待ってろよ、浦うら和わ。すぐお前の相手をしてやるからな」

　そう、にやりと笑ったのは栗くり原はらである。

　この野郎……まだ懲こりてねえらしいな。

　涼介もまた、にやりと笑う。

「遠えん慮りよすんなよ。今、掛かって来い」

「なに……？」

　顔色を変える栗原の懐ふところに、涼介は自分から飛び込んで行った。

「よせ、浦和！」

　長谷部の声と共に、栗原のナイフが走る。

　だがその刃やいばを、涼介は余裕をもって躱した。右手をギブスに固められた栗原では、あの時のようなフェイントも使えない。涼介はただ左手だけに注意していればよかったのだ。

　流れるナイフを追うように、涼介の腕が、栗原の左手首を摑つかむ。そして瞬しゆん時じに背後へ回り込み、間髪入れずにその腕をへし折った。

「ぐあっ」

　栗原は仰のけ反り、その場に崩れ落ちた。

「もっと早くに、こうしとくべきだったな」

　足下で悶もだえる栗原を見下ろし、涼介はそう呟つぶやいた。そして長谷部を振り返る。長谷部は啞あ然ぜんとしたように、涼介を見詰めていた。

「あんまり世話ぁ焼かすんじゃねえ」

「お……お、おう」

　ぽかんとした表情のまま頷うなずく長谷部に、

「亜あ季きを頼むぞ」

　そう言い残して、涼介は次の目もく標ひようへ向かって飛び掛かっていった。
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　涼介は歓かん喜きしていた。

　乱らん闘とうの中で、全すべての鬱うつ屈くつが解き放たれて行くようだった。

　亜季も無事だった。岡おか野のも手の届く位置にいる。もはやなんの憂うれいもない。

　これでいい。これで、もう、思い残す事なく、消えて行ける。

　全すべては浦うら和わのお陰だった。

　浦和、ありがとうよ、浦和！

　涼りよう介すけが心の中で叫ぶ度、沙さ羅ら瞞まん鑼どらの手下が、一人、また一人と吹き飛んで行く。それがあまりに簡単過ぎて、むしろ物足りないくらいだった。

「やるじゃねえか、浦和」

　広ひろ長ながの声が聞こえた。前に立ち塞ふさがろうとする柱はしら谷たにを蹴け転ころがし、涼介に向かってくる。

　……そうだ。そう、こいつがいた。

　喜びと共に、涼介はそれを思い出した。

「栗くり原はらに歯が立たないわけだぜ。こないだは、さば読んでたってわけか」

　広長は、にたりと笑った。

　引き連れていた手下のほとんどは既に倒れ臥ふしているというのに、広長の余裕に満ちた態度は変わらなかった。たった一人でも北きた澤ざわたち全てを相手にできるだけの絶対の自信が、この男にはあるのだ。

「待たせてすまなかったな。来い。今度はきっちり相手してやる」

「ほおう……大した自信だな。だが、今度は泣いて謝あやまっても許しちゃあやれねえぞ」

　広長は、両手でジャケットの胸を搔かき開くと、そのまま上半身裸になった。鍛きたえ上げられた筋肉が、ぐぐっと盛り上がる。

　……そうだ……こうでなくちゃいけねえ。こんくらいの相手じゃねえと、川かわ崎さき涼介の最期の相手にゃふさわしくねえ。

　涼介の口元に浮かんだまま消えない笑みを見て、広長もまた、にやりと笑う。

「やる気充分だな、浦和。嬉うれしいぜ」

「よせ！　浦和！」

　背後から北澤の声が飛んできたが、涼介は振り返りもしなかった。

「生憎あいにく、今の俺おれは最強だ。誰だれにも負けねえ。負ける気がしねえ」

　広長が、拳こぶしを固める。

　涼介が、体を半身に開く。

「ほざけ！」

「おう！」

　そして二人は激突した。

　ぶおっ。

　風を巻いて飛ぶ広長の拳こぶしを、首を捻ひねって躱かわす。顔半分持っていかれそうなその風圧に目を細めつつ、渾こん身しんの拳を広長の鳩尾みぞおちに叩たたき込む。

　がっ。

　岩を殴り付けたかのようだった。広ひろ長ながの腹筋が、涼きよう介すけの拳こぶしを跳ね返す。

　そして、丸太のような広長の膝ひざが、一いつ瞬しゆん動きの停とまった涼介の脇わき腹ばら目がけて噴ふき上がる。

「くっ」

　右みぎ肘ひじと一緒に右みぎ膝ひざも曲げて、涼介はそれをガードする。自分から突っ込んでヒットポイントをずらす事も忘れない。だが、それほどまでしても、そこに込められた広長のパワーは圧倒的だった。比ひ喩ゆ的表現ではなく、涼介の体は空中へ打ち上げられた。浦うら和わの体が軽すぎるのだ。

　……化け物め！

　涼介は改めてそれを思った。

　床に転がった涼介の体を、広長の足が踏み付けようとする。涼介は体を捻ひねり、床を転がって、それを躱かわす。

　充分な距離を取ってから、涼介は再び立ち上がった。そこへ広長が突っ込んでくる。広長の右拳が、再び放たれた。体重移動が間に合わない。躱せない。

「くうっ！」

　涼介は咄とつ嗟さに上体を捻った。その勢いを利用して、広長の拳を外側に弾はじく。だが、その軌道を完全に変える事はできなかった。広長の拳は涼介の右肩をかすめ、ただそれだけの事で、涼介の体は独楽こまのように回転させられてしまう。

　ぐわんっ。

　倉庫の重い扉がわなないた。涼介をかすめた拳が直ちよく撃げきしたのだ。だが、鉄の扉をまともに殴り付けたというのに、広長には痛みを感じた素振りもない。軽く右手を振っただけで、改めて涼介に向き直った。

　危うく横転させられそうなところをなんとか踏みとどまり、涼介も広長に向き直る。

　……くそったれ。

　心の中で、涼介は毒付いた。

　広長はなにも格かく闘とう技ぎに習熟しているわけではない。特に動きが素早いわけでもなく、攻撃もむしろ単調だ。だが、その巨体に秘められたパワーは、あまりに桁けた外はずれだった。広長の拳を一発でもまともに食らえば、間違いなく、それで勝負は付いてしまう。涼介自身の体でならまだしも、浦和の体では、そのダメージに耐えられない。

「浦和、もうよせ！　無茶だ！」

　再び、北きた澤ざわの声が飛んだ。

「るせえぞ、ざわ！　手て前めぇは雑魚ざこどもを片付けとけ！」

　広長を見据えたまま、涼介は怒鳴り返す。

　腹は駄目だ。広長の腹筋に弾はじかれてしまう。やはり顔面か。だが浦和のリーチでは、そこまで届かない。

「いい度胸だ」

　満面の笑みを浮かべながら、広ひろ長ながが距離を詰めてくる。そして再び、その岩のような拳こぶしが握り込まれた。

　来るのはおそらく、これまでと同じに右ストレートだ。

　だが、それをどうする？

「好きになりそうだぜ、浦うら和わぁ！」

　広長が拳こぶしを振りかぶる。

「そいつは……っ」

　涼りよう介すけは広長の懐ふところへ、自分から飛び込んでいった。

　捻ひねった首の左ひだり脇わきを、広長の右ストレートが吹き抜ける。その広長の右腕に、涼介は自分の左手を巻き付け、同時に右足で床を蹴けった。涼介の体は、広長の腕に抱き付くようにして宙に浮く。そして、

「……ありがとよ！」

　涼介は左足の蹴りを、広長の顎あごに叩たたき込んだ。頑丈第一のブーツの踵かかと。しかもカウンターでの蹴りである。

「がっ」

　まともにそれを食らい、広長は仰のけ反った。だが、昏こん倒とうもしなければ、横転もしない。ただ軽くよろけただけだ。

　しかし、涼介の攻こう撃げきもそれで終わったわけではない。

　涼介は即座に床に降り、広長の足を蹴り払った。上と下とをほぼ同時に攻撃されて、さしもの広長が真後ろへと倒れ掛かる。そしてそこへ、涼介はもう一度、飛び掛かった。

　倒れ掛かる広長の頭部を、涼介は抱え込む。ちょうど広長の額ひたいの前で両手を組む形だ。そして、

　くたばれ！

　涼介はそのまま、受け身を取る事も許さず、自らの体重をも掛けて、広長の後頭部をコンクリートの床に叩き付けた。

　がきっ！

　凄すさまじい音がしたかと思うと、電撃でも受けたかのように、広長の全身が震ふるえた。

　終わったな、広長。

　そう思った時、仰向けになったままの広長の目が、ぎろりと涼介を睨にらんだ。広長の手が、涼介を握り潰つぶさんばかりに伸びてくる。

　だが、一いつ瞬しゆん早く、涼介は手を離していた。床を転がるようにして広長との距離を取り、そして素早く立ち上がる。

「う……」

　広長が、低く呻うめきながら、体を起こした。両手を床に付き、立ち上がろうとする。

　こいつ……本物の化け物か。

　涼りよう介すけは身構え、広ひろ長ながの次の攻こう撃げきに備えた。

　しかし、広長もそこまでだった。広長の両りよう膝ひざは、既に持ち主の意志を離れていた。

「……ら……わぁ……」

　絞り出すような呻うめきと共に、前のめりに崩れ落ち、そして広長は動かなくなった。

　涼介は、構えを解いた。太く、息を吐はく。

「浦うら和わ……お前……」

　北きた澤ざわのその声を、涼介は背中に聞いた。
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　妙な静寂が、倉庫の中には満ちていた。

　振り返ると、四人の目が、涼介を見詰めていた。

　北澤、長谷はせ部べ、柱はしら谷たに……そして、亜あ季き。

　沙さ羅ら瞞まん鑼どらの一党で満足に立っている者はいなかった。いずれも床の上で呻いているか、さもなければ気絶している。北澤たちが片付けてくれたのだろう。

　ゆっくりと、倉庫の中を見渡すと、なぜかそこには武たけ田だがいた。浦和と一緒に亜季を助けに来て、そして一人だけやられてしまったのだろうか。沙羅瞞鑼の連中と同じように、冷たい床の上に倒れ伏していた。

　……頼りにならねえおっさんだな。

　涼介は苦笑したが、親切に手助けしてくれた相手を、そのまま放っておくわけにもいかない。抱え起こそうとして、武田のそばへと歩み寄った。

「やめて！」

　亜季が声を上げたのは、その時である。

「……亜季？」

　眉まゆを寄せる涼介に、亜季がしがみ付いて来た。

「もういいでしょ？　もう終わったのよ。だから、もうそれ以上はやめて！」

　分からない。亜季がなにを言っているのか分からない。

　涼介はただ、武田を助け起こそうとしただけだ。それなのになぜ、亜季はそれを、こんなにも必死になって止めようとするのだろう。

「……なにを言ってるんだ、亜季？」

「え？」

　どこか呆ほうけたような表情で、亜季は涼介を見上げた。

「それじゃ……そうじゃないの？」

「だから、なにがだよ」

「だって今、岡おか野のさんを……」

「岡野？」

　亜あ季きの口にしたその名に、涼りよう介すけは目を剝むいた。

　倒れている男を振り返り、もう一度、その顔を確認する。

　間違いない。ここにいるのは武たけ田だだ。その筈はずだ。直接会った事こそないが、窓越しに姿を見た事はある。そして、その時、亜季自身が、あれは武田だと教えてくれた筈ではないのか。

　いったい、どういう事だ……。

　全身に満ちていた高揚感が、急速に冷めて行くのが分かる。それに代わって、嫌な予感がこみ上げてきた。

「本当に……こいつが岡野、なのか？」

「そう……だけど……、なんで今更そんな事を……？」

　亜季は困惑している様子だった。

　こいつが岡野……。なら、あいつは誰だれなんだ。『奴やつ』はいったい、誰なんだ。

　その答えは、はっきりしていた。

　亜季も浦うら和わも思い違いをしていた。岡野と『奴』を、取り違えていたのだ。

　なぜこんな事になってしまったのか、今更考えても仕方がない。問題なのは、

　もう間に合わない……。

　その事だった。

　今からでは間に合わない。『奴』を探すにしても、あるいは呼び付けるにしても、今からではとても間に合わない。それだけの時間が、涼介には残っていない。

　ここまで……か……。

　無念の思いが涼介を襲おそう。

　だが、浦和の思い違いを責める事は、涼介にはできなかった。浦和は涼介のために最善を尽くしてくれたのだ。亜季を助けてくれたという、その一点だけでも、幾ら感かん謝しやしても足りないくらいだと思っている。

「おやおや……これはまた派手にやったものだ」

　倉庫の戸口から呆あきれたような声が聞こえたのは、その時だった。

　涼介は戸口を振り返り、そしてその目を見開いた。
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「武田さん!?」亜季が驚おどろいたような声を上げた。「どうして……ここに？」

「さっき浦和くんから電話を貰もらいましてね。それで急いで駆かけ付けたってわけです」

「浦うら和わくんが？」

　反射的に、亜あ季きが涼りよう介すけを見る。

「あの時は無茶な事をすると思ったものだが……こうも見事にやり遂げるとはね。まったく大した男だよ、君は」

　『武たけ田だ』は、涼介に笑い掛けてきた。

　だが、涼介は応こたえない。ただじっと、その男の顔を見据えていた。

　そして『武田』は、改めて倉庫の中を見渡した。そこには、広ひろ長ながとその一党、そして『岡おか野の』が倒れている。

「さて、こうして亜季さんも無事に助け出せた事だし、あとの始末は私が引き受けよう。浦和くん、例のテープはどこにあるんだい？」

「そう……か……」不意に笑いが込み上げてきた。「そういう……事か……」

　笑いが止まらない。笑えて笑えて仕方がなかった。

　そして改めて思う。

　浦和……お前は、大した奴やつだぜ。

　『武田』は、自分からここにやってきた。浦和が呼んだからだ。テープを見付けたと餌えさを撒まいて、浦和がここに呼び寄せたからだ。

「浦和くん……？」

「……どうしたの？」

　笑い続ける涼介を、『武田』と亜季が、不思議そうに見詰めている。

「いや……なんでも……。なんでもありませんよ、『武田』さん」

　止まらない笑いを抑えようと努力しながら、涼介は『武田』へと近付いて行った。

「ですが……あのテープはまだ渡せません。まだ全部の片が付いてないんでね」

「しかし……沙さ羅ら瞞まん鑼どらとやらの頭目もそこにいるようだし、岡野もそこにいる。ほかに、なにを片付けるって言うんだい？」

　涼介は、かっと目を見開いた。

「手て前めぇだ、馬ば鹿か野郎！」

　力任せに『武田』を殴り付ける。なんの準備もできていなかった『武田』は、まともにそれを食らい、もんどり打って倒れた。

「武田さん!?　なにするのよ、いきなり！」

　慌てて『武田』に駆かけ寄ろうとする亜季を、

「そいつに近付くんじゃねえ！」

　涼介は怒鳴り付けた。その語気の荒さに、亜季がぎくりと立ち竦すくむ。

　倉庫の中が静まり返る。北きた澤ざわたちは事態の推移に付いていけない様子で、ただ涼介を注視している。

　その静寂の中、

「参ったな……いったい、どうしたって言うんだ、浦うら和わくん。私がなにか、君を怒らせるような事でもしたのか？」

　殴り付けられた頰ほおを撫なでさすりながら、『武たけ田だ』が涼りよう介すけを見上げた。怒るというよりも、涼介の意図を探るような目付きだった。

「そうよ、お……浦和くん。武田さんが、いったいなにしたって言うの？」

「まだ分からねえのか」『武田』を見据えたまま、涼介は亜あ季きに言った。「こいつが『岡おか野の』だ」

「え……？　だって……岡野さんは……」

　亜季が『岡野』を振り返る。

「どうも、どこかで食い違ったらしいな。だが間違いねえ。こいつが『奴やつ』だ。こいつが俺おれを殺したんだよ！」

　涼介は怒りもあらわに、その台詞せりふを叩たたき付けた。
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　北きた澤ざわが、長谷はせ部べが、柱はしら谷たにが、涼介を凝ぎよう然ぜんと見詰めている。亜季は愕がく然ぜんと、武田は疑念を込めて、これも涼介を見詰めていた。

「な……にを言ってるんだ、浦和くん。どうかしちゃったのかい？　……亜季さん、まさか、こんなたわごとを信じるわけじゃないでしょう？」

　そう訴える武田の表情は、明らかに引きつっていた。

　亜季が武田を振り返った。そしてそのまま、一歩、二歩と後ろへ下がる。

「じゃあ……あんなに親切にしてくれたのは、そのためだったの？　家うちに入り込んで、テープを探すためだったの？」

「亜季さん」

「信じるわよ……信じるに決まってるじゃない。だって……だって、お兄ちゃんの言う事なんだもの！」

　亜季が声を振り絞り、

「亜季坊？」

　北澤が声を上げた、その瞬しゆん間かん。

　ぴしゅんっ。

　消音器サイレンサーに押し殺された銃声が、空気を切り裂いた。

　反射的に、涼介は床に転がる。北澤、長谷部、柱谷も同様だった。

　そしてそれが武田の目的だったのである。涼介たちの機先を制するため、拳けん銃じゆうを引き抜きざま、狙ねらいも定めずに一発撃うったのだ。

　武たけ田だの決断は早かった。言い逃れができないと見るやいなや、仮面を被かぶり続ける事を、すっぱり諦あきらめたのだ。

「……まさか、こんな馬ば鹿かげた事で予定が崩れるとはね……」

　拳けん銃じゆうを構えたまま、武田が立ち上がる。太々しくも冷酷なその素顔が、そこには浮かび上がっていた。

　その場にいる五人に順次銃口を向けながら、武田は後ろへと下がって行く。そして武田の後方には、倉庫の戸口があった。

「許さない……あなただけは、絶対に許せない」

　亜あ季きだけが、まだその場に立っていた。武田の威い嚇かく射しや撃げきにも動じず、燃えるような目で武田を睨にらみ付けていた。

　武田が薄うすく笑う。

「残念ですよ、亜季さん。あなただけは助けてあげるつもりだったのに。一家三人丸ごと変死では、さすがに怪しまれますからね」

　その物言いが、亜季の怒りを更に搔かき立てた。

「あなたって人は！」

　摑つかみ掛かろうとする亜季に、武田が銃口を向ける。

「よせ、亜季！　奴やつは本当に撃つ！」

　床に転がったまま涼りよう介すけは叫んだが、亜季の耳には入らない。

　そして武田は、涼介の言葉通りに、なんの躊躇ためらいもなく、亜季に向かって引き金を引いた。
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　ぴしゅんっ。

「うっ……」

　苦痛の呻うめきを上げたのは、だが、亜季ではなかった。

　その瞬しゆん間かん、亜季の前に飛び出した人間が、亜季に代わって銃弾を受け止めたからだ。

「岡おか野の……さん？」

　崩れ落ちる岡野の姿に、亜季が目を瞠みはった時、

「野郎！」

「やりやがったな！」

　北きた澤ざわ、長谷はせ部べ、柱はしら谷たにが一斉に跳ね起きた。亜季を狙ねらって拳けん銃じゆうを撃うった事が、この三人を激高させていた。最も早はや、武田の銃口の前に竦すくむ事もない。

「ち……」

　武たけ田だは顔を歪ゆがめ、即座に身を翻ひるがえした。さすがに、北きた澤ざわたち三人をまとめて相手する事はできなかったのだろう。たとえ一人を撃うち倒したとしても、次の瞬しゆん間かん、残る二人に殴り倒される事は明らかだった。

「待ちやがれ！」

「逃がすか！」

　武田を追って倉庫を飛び出す北澤たちの声を耳にしながら、涼りよう介すけは岡おか野のを見下ろしていた。

　岡野は『奴やつ』ではなかった。

　では、いったい、何者なのだ。なんのためにテープを探しに来た。なぜ、亜あ季きを護まもったのだ。

「岡野さん！　岡野さん！」

　亜季が岡野を抱え起こそうとする。その背中に開いた穴から、赤い染みが広がって行く。

　岡野の目が僅わずかに開き、亜季と、そして涼介とを見詰めた。

「これで……少しは償つぐないに……なりますかね……？」

　唇の端に、微かすかに笑みが浮かんだかと思うと、岡野の目は再び閉じられ、そして、かくりと首を落とした。

「岡野さん……岡野さん！」

　亜季が必死になって岡野の体を揺り動かす。

「よせ、亜季。却かえって傷口が開く」

　涼介は亜季を制止しながら、岡野の首の脇わきに手を当てた。

「脈はある。大丈夫だ」

　涼介は亜季に頷うなずいてみせた。

　償い……そう、岡野は言った。

　それはつまり、やはり岡野も武田の仲間だったという事か。だが、それならなぜ、今になって仲間割れを起こしたのだ。

　いずれにせよ、岡野が亜季を助けてくれた事には変わりない。その男をむざむざ死なせるわけにはいかなかった。

「とにかく、傷口を押さえて、血を止めろ。すぐに病院に運べば、まだ助かる筈はずだ」

　涼りよう介すけは亜あ季きにそう言い残して立ち上がった。

「俺おれは……奴やつを追う」
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　ぎゃるるるっ。

　倉庫の外の方から、激しく地を嚙かむタイヤの音が聞こえた。バイクではない。あれは四輪だ。

　涼介が倉庫から飛び出すと、武田を乗せた赤い車が、急発進するところだった。

　車種は……フェラーリ。

　逃がすわけにはいかない。奴やつを追わなくては。

　だが、涼りよう介すけには追う術すべがなかった。涼介のマシンは、既に屑くず鉄てつ同然となっている。

　なにかないか……なにか……。

　涼介は急いで周囲を見回した。

　倉庫の前には、無数のバイクが停とめられてあった。広ひろ長ながのアメリカンをはじめとする沙さ羅ら瞞まん鑼どらの連中のバイクだ。だが、キーがない。仮に倉庫に寝ている連中の体からキーを見付け出したところで、こんな虚こ仮け威おどしの改造バイクでは、フェラーリには追い付けまい。

　どうする……どうする……。

　逡しゆん巡じゆんする涼介の前に、その時、北きた澤ざわと柱はしら谷たにが駆かけ戻って来た。その走る先には……二人それぞれのバイク！

「ざわ！　キー貸せ！」

　涼介が張り上げた声に、北澤が足を止める。そして一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいのあと、手にしていたキーを、涼介に放って来た。

「ありがとよ」

　涼介はそれを受け止め、北澤の七五〇へと飛び乗った。バックミラーに引っ掛けられていたヘルメットを被かぶり、エンジンを始動させる。力強い振動が、涼介を突き上げた。

「追えるんだな？」

　念押しするような北澤に、

「追うさ！」

　短く答え、涼介はアクセルを全開にした。

　跳ね上がる前輪を体全体で押さえ込みつつ、涼介は一気に飛び出して行く。

　フェラーリが走り去った方角へと向かうと、そこに佇たたずんでいた長谷はせ部べが、涼介に、道の一方を指し示した。

　追つい撃げき体勢が整うまで、誰だれか一人が残って、目もく標ひようの逃げる先を見届ける。それが涼介たちの間での決め事だった。長谷部はこの時も、忠実にその基本を守っていたのである。

　助かるぜ、長谷部。

　涼介はヘッドライトのパッシングで、その情報を確かに受け取った事を長谷部に伝えると、そのまま猛然と、武たけ田だの追つい撃げきに掛かった。
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　港を抜け出したフェラーリは、北へと向かっていた。

　その先には海岸沿いの峠道がある。入り組んだ断崖に貼はり付くように、右へ左へと激しくうねる道が続いているのだ。

　どうやら武たけ田だは、この道で追っ手を振り切るつもりでいるらしい。運転技術にそれだけの自信があるという事か。

　……野郎、味な真似まねを。

　涼りよう介すけは、全開にしたアクセルをただの一度も緩ゆるめぬまま、武田を追って最初のコーナーへと突っ込んで行った。

　右。そして左。

　目まぐるしく押し寄せるコーナーを、涼介はこれも目まぐるしく体重移動を繰くり返しながら攻め立てて行く。

　タイヤが滑り、ステップが路面に擦こすれて火花を散らす。ひとつ間違えば、バイク諸もろ共とも海の中へと転落してしまうこの峠道の中で、涼介は北きた澤ざわのバイクを完かん璧ぺきにコントロールしていた。

　しかし武田も、ただ者ではなかった。涼介と同じかそれ以上の無む謀ぼうさで、赤いフェラーリがコーナーを駆かけ抜けて行く。時折すれ違う対向車が、一台の例外もなしに、その勢いに煽あおられて、ハンドル操作をミスっていた。

　もともと、この手のコーナリング勝負では、四輪の方が絶対的に有利なのである。パワーが違う。安定度が違う。地を嚙かむ車輪も、バイクの二倍あるのだ。しかも相手はフェラーリ。腕も相当となれば、このままでは離されないまでも追い付けない。

　なにかないか……先まわりする手が。

　涼介はその脳裏に、このあたり一帯の道路地図を思い浮かべていた。

　道路の流れ、その高低差、路面の善し悪し。涼介の頭には、その全すべてが入っている。

　そして涼介は、ひとつの結論を導みちびき出した。

　先回りする道はない。

　だが、方法ならば、ひとつだけあった。
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　涼介は、武田に気付かれないよう、徐々にフェラーリとの距離を取った。武田を油断させるためでもあり、涼介がなにをするつもりなのか悟らせないためでもある。

　なお数度のコーナーを抜けた時、涼介が待ち構えていた地点が現れた。武田のフェラーリは既に次のコーナーを抜けている。

　コーナーの塊のようなこの峠道である。日常の往来に不便な事は誰だれの目にも明らかであり、当然、そのための方策も立てられていた。山を貫くトンネルが掘られているのだ。街と街とを繫つなぐメインの道路も、そして電車の線路も、まっすぐ地面の中を突っ切って、この山を越えるのである。

　だが、山の稜りよう線せんがあまりに入り組んでいるため、数箇所で、そのトンネルが地表に顔を出す。涼りよう介すけが待っていたのは、その場所だった。

　涼介は一気に速度を上げると、コーナーの頂点へと向けて突っ込んで行った。

　そして跳ちよう躍やく。

　一いつ瞬しゆんののち、涼介とそのバイクは、トンネルの中にあった。だが、それは舗ほ装そうされた道路ではない。車を通わせるためのトンネルは、もう一本向こうだった。涼介が飛び込んだトンネルは、電車のためのものだったのである。

　激しい振動が、車体と涼介とを震ふるわせる。線路の下に敷しかれた、砂利と枕まくら木ぎとによるものだ。さすがにこのままではサスペンションごと車輪がいかれてしまいそうだったので、涼介はやや速度を落とし、そしてタイヤを弾ませて、レールの上に車体を乗せた。

　タイヤの幅だけあるかどうかというレールの上を、涼介は疾走した。バランスを保つ事こそ難しいが、あの振動を受け続ける事に比べればどうという事はない。

　問題があるとすれば、この線路を電車が走って来る事だけだが、進行方向は同じ筈はずだから、少なくとも正面衝しよう突とつの恐れはない。後ろからやって来たなら、その時は……。

　電車ってな、何キロぐらいで走ってんだ……？

　頭の隅で、涼介は、ちらりとそんな事を思った。




　暗い闇やみの中を、バランスに気を使いながら疾走しつつ、涼介は元の峠道へと戻るポイントを探していた。

　この先も何度かトンネルは途切れ、地上へと顔を出す。だが、峠道との重なり具合を考えると、先程のように一気に飛び出す事はできそうにない。

　……と、すると。

　山を抜けても、線路はしばらく、そのままの高さを進む。高架があるからだ。一方の峠道は標ひよう高こうに沿って下り、やがて海岸へと至る。

　そしてそこで、峠道と線路とは再び接近するのだった。

　今度は、上と下とで。
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　涼介はトンネルを抜けた。周囲の全すべてが一気に明るくなり、目が眩くらみそうになる。

　風が右手から吹き寄せる。海がそちらにある。そして、右手のやや下を、あの峠道から続く道路が、線路と平行して走っていた。

　道路は緩ゆるやかに高度を下げつつ、徐々に線路に近付いて来る。

　ここだ！

　高架へ入る寸前、涼りよう介すけはバイクと共に跳ねていた。高架部分の両りよう脇わきを固める鉄骨の一番端を、後輪で蹴けるようにして、更に大きく高く跳ちよう躍やくする。

　次の瞬しゆん間かん、涼介は宙に浮いていた。

　距離は正しい。位置もぴったり。涼介の足下には、峠道からの道路が延びている。

　だが、高さは……。

　保ってくれよ！

　涼介は祈らずにはいられなかった。

　前輪を引き起こし、後輪から着地する。

　衝しよう撃げきが涼介を突き上げ、負荷の掛かったサスペンションが悲鳴を上げた。タイヤが軋きしみ、激しく横滑りする。

　横転しそうな車体をなんとか押し止とどめ、涼介は荒い息をひとつ吐はいた。なんとか先回りに成功したのである。

　だが、休んでいる暇はなかった。先回りできたといっても、涼介が獲かく得とくしたアドバンテージは僅わずかなものだ。時間にして一分もあるまい。

　エンジン、タイヤ、ハンドリング。致命的な損傷を被こうむっていないか、各部を点検しつつ、涼介は車体の向きを変えた。

　車線の向きとは逆方向。こちらに近付きつつある筈はずの武たけ田だのフェラーリと、正面衝突をするラインである。

　山の陰から赤いフェラーリが飛び出して来た。峠を駆かけ下り、矢のように涼介の方へと向かってくる。

　もうひと踏ん張りだ。頑張ってくれよ。

　燃料タンクの脇を、ぽんと叩たたいてから、涼介はアクセルを吹かした。

　北きた澤ざわの整備したバイクは、これほどの酷使のあとでも、力強く涼介に応こたえてくれた。

　マシンの鳴動が、涼介を震ふるわせる。

　マシンの咆ほう哮こうが、周囲に響ひびきわたる。

　武田の方でも涼介を確認した筈である。だが赤いフェラーリは速度を緩ゆるめない。車線も変更しようとはしなかった。

　……やる気か。

　涼介は薄うすく笑った。

　武田……。手て前めぇの度胸、見せて貰もらうぜ。

　涼介の左手がクラッチを繫つなぐ。蓄えられたそのパワーが一気に解放された。

　速度計の示す数字が、みるみるうちに上がって行く。

　加速と風圧が、涼介の体を車体から引き剝はがそうとする。

　その力に耐えながら、涼介の目はただ武田だけを見詰めていた。

　武たけ田だのフェラーリが、涼りよう介すけに迫る。

　涼介を乗せたバイクが、武田へと突っ込んで行く。

　涼介は、最後まで進路を変えなかった。

　急速に迫るフェラーリの、そのフロントガラスの向こうで、武田が大きく口を開けながら、慌ててハンドルを切る姿が、涼介には、はっきりと見えた。
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　路面に黒々とした線が引かれていた。タイヤの跡である。黒線は弧を描いて対向車線にまで延び、ガードレールで跳ね返って、再びこちらの車線へと戻って来る。そしてその行き着く先に、武田のフェラーリがあった。優美なその曲線は、跡形もなくひしゃげ、ねじ曲がったボンネットの隙すき間まからは、黒煙と白煙とが立ち昇っていた。

　涼介はバイクを降り、ぽんこつ同然のそのフェラーリのそばへと近付いて行った。

　ばたん。

　ドアが開いて、中から武田が転がり出て来た。ハンドルにでも打ち付けたのか、その額ひたいは赤く腫はれ上がっており、唇からは血が流れ出している。

　……生きてやがったか。

　なおも近付く涼介を見て、武田が右手を持ち上げた。拳けん銃じゆうを握ったその手は、だが、細かく震ふるえている。

　涼介は、ものも言わずに、その手を蹴けり付けた。弾はじき飛ばされた拳銃は車体にぶつかり、アスファルトの上を回転しながら、涼介の方へと滑って来た。

「ひとつ訊ききたい」

　拳銃を拾い上げながら、涼介は、武田に訊たずねた。

「あの岡おか野のという男は、なぜお前を裏切ったんだ」

　苦しげな呼吸の下で、武田は笑った。

「奴やつは……奴は三流だよ……。貿易商としても……密輸業者としてもな……」

「分かりやすく言え」

　涼介は、銃じゆう把はを握ると、銃口を下に向けて引き金を引いた。

　ぴしゅんっ。

　予想外に強い反動と共に放たれた銃弾が、アスファルトの表面を散らした。

　……弾は、出る。

　その涼介の手元を見ながら、武田は改めて口を開く。

「……川かわ崎さき部長とその息子を手に掛けた事が、奴には気に入らなかったのさ。元はと言えば、自分の失敗であんな場面を撮影されたというのに、それをカバーしてやった私を非難した。密輸はやっても、人殺しはできないとな。……ふっ、まったく、笑わせるよ」

　だから、岡おか野のは武たけ田だを裏切った。日本へ舞い戻り、涼りよう介すけの家を訪れ、一人残された亜あ季きを護まもろうとした。テープを手に入れたがっていたのは、それが亜季の手にある以上、武田に狙ねらわれるのが分かっていたからだ。……つまりは、そういう事らしい。

　武田は、やけに素直だった。全すべてを覚悟したと言うわけか。

「よく、分かった」涼介は拳けん銃じゆうを持ち上げ、その銃口を武田の額ひたいへと押し当てた。「それだけ訊きけば、もうお前に用はない」

「……私を撃うつつもりか？」

　武田は大した動揺も見せずに、涼介を見上げている。

「ああ」

　涼介もまた、平静に、そう答えた。

「勝負は君の勝ちだ。好きにするがいい。……だが、いいのかな。その引き金を引けば、君も私の同類になる。人殺しという同類にな」

「構わねえさ。どうせ俺おれはあの世逝いきだ。手て前めぇと一緒に地獄巡りってのも、そう悪いもんじゃねえだろうぜ」涼介は銃口を、武田の赤く腫はれ上がった額にねじ込ませた。「ほら、泣けよ。喚わめけよ。命いのち乞ごいしてみろよ」

「そんな真似まねはしないさ」

　この期に及んでも、まだ武田には薄うす笑わらいを浮かべる余裕があった。

「ほう。悪党なりのプライドって奴やつかい」

「いいや。どうせ君には撃てない事が分かっているからだ」

「……なんだと？」

　めらりと、涼介の胸の奥で、なにかが顔をもたげた。

「世の中には二種類の人間がいる。拳銃を手にしていても撃てる人間と撃てない人間だ。私は前者で、岡野は後者……そして大半の人間も、また撃てない。悪党になるにはね、持って生まれた特殊な才能が必要なのさ」

　うそぶく武田を、涼介は睨にらみ付けていた。

　確かに、このままでは撃てなかった。だがそれは、涼介が『後者の人間』だからではない。

　撃てば武田は即死する。焦りも脅おびえも後悔する暇もなく、この太々しい面つら構がまえのまま、この世から消えてしまう。そんな事が許せるわけがなかった。

　涼介が感じた怒りと悔しさ、絶望と喪失感を、なんとしても、この男にも味わわせてやらなければならない。

　両手両足を順に撃ち抜いてでもやろうか。

　涼介が、そう考えた時である。

　一台のバイクが、峠を駆かけ降りて来た。
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「ち……」

　涼りよう介すけは舌打ちした。

　近付いて来るバイクは柱はしら谷たにのものだった。そこに跨またがっているのは北きた澤ざわ。後部座席には亜あ季きがいる。長谷はせ部べと柱谷の姿はない。おそらく、亜季の代わりに岡おか野のの面倒を見る事を、北澤から命ぜられたのだろう。

　手間取り過ぎたか。そう思う。だが、今のままでは武たけ田だを殺せない事には変わりなかった。

「やめて、お兄ちゃん！」

　北澤がバイクを完全に停止させるのも待たずに、亜季は後部座席から跳び降りていた。

「近付くんじゃねえ」武田に目を据えたまま、涼介は言った。「こいつがなにをしたか、お前は知ってる筈はずだ」

「それは……でも、約束したじゃない。私とも、浦うら和わくんとも！　その約束を破るの、お兄ちゃん！」

「と、いう事らしいが、どうするね、浦和くん。いや、川かわ崎さきくんか？　……どちらでもいい。好きにしたまえ、涼介くん」

「その名を、気安く口にするんじゃねえよ」

　涼介の、引き金に掛けられた指に、じわりと力がこもった。

「お兄ちゃん！」亜季が悲鳴にも似た声を上げる。「やめてよ、お兄ちゃん！　お願いだから、人殺しになんかならないで！」

「そんな事は構わねえよ。どうせ俺おれはあと何十分かで消えちまう。人を殺しても人を助けても、消えちまう事には変わりねえんだ」

「だったら……だったら、浦うら和わくんはどうなるのよ。お兄ちゃんは、それで気が済むかもしれない。それで構わないかもしれない。でも、浦和くんは？　お兄ちゃんが人を殺したら、その罪は浦和くんが被かぶる事になるのよ！」

　そう、それが最大の難点だった。涼介だけならいい。全すべての罪を自分だけが抱えて、それで済むのならいい。

　だが、涼介には浦和がいた。涼介のこの体は、浦和の体だった。

「これまで一生懸けん命めい助けてくれたのよ？　噓うそ吐ついたり、ひどい事したりしたのに、それなのに私たちを助けてくれたのよ？　その浦和くんを人殺しになんかしていいの？　そんな事になったら、なんて言って謝あやまればいいのよ。教えてよ、お兄ちゃん！」

　そんな事は分かっている。分かり過ぎるほど分かっている。

　だが……だが、だが！

「こいつは俺おれを殺したんだ。こいつが俺を殺したんだ！　俺の命を、俺の時間を、俺の全すべてをこいつが奪ったんだ！」

　涼りよう介すけは叫んでいた。武たけ田だの額ひたいに押し付けた銃口が、ぶるぶると震ふるえている。

「浦うら和わにはすまねえと思ってるさ。だがな……だがな、亜あ季き！　なんでだ？　なんで俺だけこんな目に遭わなきゃならねえんだ。殺された俺があの世逝いきで、殺したこいつだけ、なんで、この世にのうのうといられるんだ。おかしいじゃねえか。不公平じゃねえか。そうだろ？　亜季！」

「お兄……ちゃん……」

「俺はこいつを殺す。殺さなきゃならねえ。そうじゃねえと気がすまねえ！」

　涼介は憎しみもあらわに、武田を睨にらみ付けた。

「武田ぁ。お前のために、悪党になってやる。手て前めぇを地獄の底に引きずり込んでやる」

　拳けん銃じゆうを握った涼介の手が激しく震える。怒りが、悔しさが、やりきれなさが、制御できなくなっていた。

「死ね！　武田！」

　涼介の精神の不安定さが分かったのだろう。その時はじめて、武田の目に恐怖が浮かんだ。

　涼介の手が跳ね上がる。

　武田の頭は、真横へと吹き飛んだ。
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　涼介は荒い息をついていた。

　興こう奮ふんが収まらない。息が鎮しずまらない。

　北きた澤ざわが涼介を見詰めている。

　亜季が涼介を見詰めている。

　武田は涼介の足下に倒れている。アスファルトの上に横たわったまま、ぴくりとも動かない。

　……終わった。……なにもかも、これで片が付いた。

　涼介は、ゆっくりと顔を上げた。

「お兄ちゃん……」

　亜季が、震える瞳ひとみで、涼介を見詰めている。

　その亜季に、涼介は、そっと笑い掛けた。

「ありがとうよ、亜季……。もう少しで、取り返しの付かねえ真似まねをするところだった」

「がふっ」

　その時、涼介の足下で、武田が体を震わせた。その口元から、真っ赤な血と共に、折れた歯がこぼれ出す。武田の顎あごは完全に砕けていた。涼介が銃じゆう把はで、思いっきり殴り付けてやった結果である。

　痙けい攣れんを続けている武たけ田だの体を、涼りよう介すけは見下ろした。

「……そうだよな。こんな糞くそ野や郎ろうの命と浦うら和わの人生を引き換えるわけにゃあいかねえよな。それじゃ浦和に申し訳が立たねえよな……」

「お兄……ちゃん……」

　亜あ季きの目からは、ぽろぽろと涙がこぼれだしていた。

「馬ば鹿か野郎、泣くんじゃねえ」涼介は左手を伸ばし、亜季の頭を優しく撫なでてやった。「お前と浦和のお陰で、なんとか間に合った。もう……思い残す事もない」

　それは涼介の本心ではない。やりたい事は幾らでもあった。将来への夢もあった。だがそれは、涼介が生きていたならの話だ。やりたい事をする時間、夢を実現するだけの時間が、涼介に残されていたならの話である。

「……お兄ちゃん」

　亜季は、ただそれだけを繰くり返している。

　……ったく、いつまで経たっても、泣き虫が治らねえな。

　涼介は苦笑し、そして腕時計を確認した。

　残り時間は、既に二〇分を切っていた。

　……急げば、まだ間に合うか。

　思い残す事はもうない。だが、やっておきたい事が、ひとつだけ残っていた。

「ざわ」涼介は、北きた澤ざわを振り返った。「すまねえが、ここの後始末を頼めるか？」

　無言のまま、北澤は頷うなずいた。

　涼介は北澤に拳けん銃じゆうを手渡し、そしてもうひとつ頼み事をした。

「お前のマシン、もう少し使わせて貰もらう。悪いが、あとで家うちまで取りに来てくれ」

　北澤がまた頷く。

「じゃあ行くぞ、亜季。後ろに乗れ」

　涼介は亜季を促し、北澤のバイクへと向かった。

　その背中に、

「……涼介」

　ぽつりと、北澤が声を掛けてきた。

「ん？」

　振り返った涼介を、北澤の目がまっすぐに見詰めている。

「本当に……涼介なのか？」

「……ああ」少し躊躇ためらってから涼介は頷き、そして小さく笑った。「俺おれの名は浦和涼介。これまでも、これからもな」
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　気が付くと、涼りよう介すけは川かわ崎さき家の応接間へと戻って来ていた。

　荒らされていた部屋の中は、ざっとではあるが片付けられ、涼介はソファのひとつに腰を下ろしている。

　そして、涼介の正面に、亜あ季きがいた。その手には、ビデオカメラが構えられている。

「なにを……してるんですか？」

　涼介は訊たずねた。

　だが、亜季は答えない。きつく唇を嚙かんでいる。

「……あれから、どうなったんですか？」

　あの倉庫から無事に脱出できた事は間違いない。亜季と涼介とがここにこうしている事が、その証拠だ。だが、それ以上の事、例えば、武たけ田だや岡おか野のがどうなったのかまでは、今の涼介には知る術すべはなかった。

　亜季ならば知っている筈はずだ。だが、その亜季は依然として口を噤つぐんだまま、なにも話そうとしない。

「あの……」

　涼介がもう一度声を掛けようとすると、亜季はビデオカメラを手にしたまま、テレビのそばへと近付いた。

　しゃがみ込み、コードを繫つなぐ。テープを巻き戻し、テレビのスイッチを入れ、そしてカメラをテーブルの上に置いた。

　そして亜季は、涼介の顔を見た。張り詰めた、まるで怒ってでもいるかのような、その表情の中で、亜季の瞳ひとみだけが、細かく震ふるえている。

　唇を嚙み、ふいっと涼介の顔から目を逸そらす。そして亜季は、ひと言も喋しやべらぬまま、応接間を出て行った。

「亜季さん？」

　涼介が思わず立ち上がった時、

『よう、浦うら和わ』

　テレビの画面の中から、川崎涼介が話し掛けて来た。
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　涼介自身の顔と声。だが、そこにいるのは、間違いなく川崎涼介だった。

『まずは礼を言わせてくれ。お前のお陰で亜季を助ける事ができたし、武田を片付ける事もできた。ついでに広ひろ長ながもな。全部お前のお陰だ。ありがとうよ、浦うら和わ』

『武たけ田だを』。そう、川かわ崎さき涼りよう介すけは言った。

　という事は、やはり、そういう事だったのだ。

『ああ、そうそう。気にしてるといけねえから一応言っとくが、武田は警けい察さつにくれてやる事にした。よっぽどぶち殺してやろうかと思ったんだが、亜あ季きに説教されてな。ま、勘弁してやる事にしたよ』

　それを聞いて、涼介は、ほっとした。涼介にとっての一番の懸け念ねんは、その点にあったのである。

『それにしても不思議なのは、岡おか野のと武田が食い違ってるって事に、どうしてお前が気付いたのかって事さ。この目で見ていた俺おれに分からなかったのに、どうしてお前に分かったんだ？　……今の俺に心残りがあるとすりゃあ、ただひとつ、その事だけだ』

　涼介にも確信があったわけではない。ただ、その可能性は捨て切れない。そう思っただけである。

　なぜ岡野が涼介を助けたのか、なぜ武田が面識のあった筈はずの岡野について、最初になにも言及しなかったのか、心に引っ掛かる点は、幾つもあった。

　だが、はっきりとその可能性に気付いたのは、岡野と武田が対面している、その姿を見た時である。

　二人は同期。つまり同年代である。そして身長体格も、そう大差はない。

　つまり、川崎涼介の言った『三〇歳くらいでサラリーマン風の男』に、岡野が当てはまるとすれば、武田もまた当てはまるのである。

　そして川崎涼介は、『奴やつ』の顔は見ていても、武田の顔も、岡野の顔も見てはいなかった。見ればひと目で分かるとは言いながら、そのひと目見る機会が、川崎涼介にはなかったのである。つまり、『奴』が岡野であるという事は、なんら確定はされていなかった。

　そして、『奴』が武田だと仮定して考えても、話の辻つじ褄つまは合う。というより、岡野だと仮定した時よりも、もっと無理なく説明できてしまったのである。

　川崎涼介が栗くり原はらに出会った時、玄関の鍵かぎは開いていた。なぜか。栗原が合鍵を持っていたからだ。そして、武田ならば、容易に合鍵を造れる。

　栗原に掛けて来た電話の相手は、いつ亜季が戻って来るかを知っていた。なぜか。亜季がその時、なにをしているのか、間近で見ていた者がいるからだ。そして武田は、その時、亜季に付き添って、川崎涼介の火葬を済ませていた。

　小包は川崎涼介の学ランのポケットに入っていた。よって、小包を手に入れるためには、まず学ランを調べるべきだとは、誰だれでも思う事だろう。結果的に、その学ランは、近所のおばさんが受け取っていたのだが、その翌日に病院に学ランを受け取りに来たのは、岡野ではなく、武田だった。

　広ひろ長ながが亜あ季きを攫さらった時、そこに亜季がいる事を知っていたのも、岡おか野のではなく、武たけ田だだった。

　広長からの脅迫電話を、武田は自分では取らなかった。あんな状況の中だというのに、涼りよう介すけが受話器を取るのを待っていた。

　そして、広長との電話のあと、武田は言ったのである。

『じゃあ、やっぱりそのテープは君が持ってるんだな？』

　武田には『小包』としか伝えていなかった。そしてあの電話の時には涼介も、そして広長さえも、一度も『テープ』とは言わなかったのである。

　幾ら数を並べ立てても、疑惑はただの疑惑に過ぎなかった。ひとつの可能性に過ぎなかった。それを確かめる手段はひとつしかない。川かわ崎さき涼介に直接武田の姿を見せる事だ。

　だから涼介は、あの電話で武田を呼んだのである。

　やり直しの効かない状況に追い込まれてしまっていた川崎涼介のために、あらゆる可能性に対する備えをしておいてやりたかったのだ。
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　川崎涼介の言葉は続いていた。

『……俺おれたちは随分、お前に対して勝手な事をしてきた。なのに、よく見捨てないでくれた。俺たちを助け、俺たちを導みちびいてくれた。すまなかったな、浦うら和わ。そしてありがとうよ。お前には幾ら感かん謝しやしてもしきれねえ。相棒がお前でなかったら、俺も亜季も、今いま頃ごろここにこうしてはいられなかっただろう。つくづく、そう思うぜ』

　そして、川崎涼介は、いったん口を閉じた。視線を落とし、そして、ふと右の方へと目を向ける。

『奴やつを追ってる時は、憎しみと焦りでいっぱいだった……。他ほかの事は考えられなかった……考えずに済んでた。だが、こうして片が付いてみると……妙なもんだな』

　川崎涼介は、穏おだやかな眼まな差ざしで、右手の方をじっと眺めている。

　なにを見てるんだろう……？

　涼介は、画面の中の川崎涼介と同じように、その場に座ったまま、右へと顔を向けた。

　そこには窓があった。

　窓の外には庭がある。

　芝しば生ふと植木、そして、空があった。

『……こうして、自分が消える瞬しゆん間かんをただ待つってのも、なかなか乙おつなもんだぜ』

　うっすらと川崎涼介が笑った。

　その途端、画面が揺らいだ。揺れる画面の中で、川崎涼介が顔を顰しかめる。

『おい、亜季、しっかり撮れ。カメラなんか落とすんじゃねえぞ』

　やがて、画面が再び安定した。

『それでいい』

　にやりと背後の亜あ季きに笑い掛け、そして川かわ崎さき涼りよう介すけは、涼介に目を戻した。

『心残りが、もうひとつ、ここにいたぜ。できる事なら……時折お前に様子を見に来て貰もらいたいところだが……そいつは、ちょいと虫が良すぎるか』

　川崎涼介は小さく笑い、そしてやや真顔になってあとを続けた。

『これまで俺おれがいろいろ無茶やった分、あとで揺り返しが来るかもしれねえ。沙さ羅ら瞞まん鑼どらにしたところで、下っ端まで全部が全部取っ捕まるってわけじゃねえだろうからな。そん時ゃ……』

　川崎涼介は、その場合の方策に付いて、涼介に助言するつもりでいたらしいが、思い直したように、その肩を竦すくめた。

『……いや、俺がいちいち指図する事もねえか。お前はお前のやり方で切り抜ければいい。それで充分やっていける。俺が保証するよ』

　涼介に頷うなずき掛けた川崎涼介の目の焦点が、その時、なんの前触れもなく、ぼやけた。揺らぎかけた上体を立て直し、川崎涼介は強く頭を振った。

『どうやら……そろそろ時間切れらしい……。動くな。そのままだ』

　あとの言葉は、亜季に向けられたものだった。傾いた画面が、再び元に戻る。

『じゃあな、亜季。元気でやれよ。親父おやじの事なら心配すんな。こっちに来そうになりやがったら、俺がそっちに蹴けり飛ばしてやるからよ』

　カメラの後ろに頷き掛け、そして川崎涼介は正面に目を戻した。

『そして浦うら和わ……。お前のお陰で、俺は満足して消えて行ける。……あばよ、浦和。お前は最高の相棒だったぜ』

　どこか淋さびしく哀かなしげな、しかしそれでもなお不敵さを失わないその笑顔。

　それが、川崎涼介の最後の姿だった。




　がくりと垂れた首が、ゆっくりと持ち上がる。

　きょろきょろと周囲を見回したその顔が、やがて正面を向く。

　そして、不思議そうに訊たずねてきた。

『なにを……してるんですか？』
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　啜すすり泣きが聞こえていた。

　障子の向こう、川崎涼介の位い牌はいが置かれた日本間の中からである。

　亜季が泣いていた。

　畳の上にへたり込み、川かわ崎さき涼りよう介すけの遺い影えいを抱くようにして、亜あ季きが泣いていた。

　……亜季さん。

　なんとかしてやりたい。慰なぐさめの言葉があるなら、それを掛けてやりたかった。

　涼介は、畳の中に一歩踏み出し、亜季に声を掛けようとした。

　だが……なにを言う？　なんと声を掛ければいい？

　それも、この声と、この顔で。

　涼介の声を聞けば、亜季は川崎涼介を思い出す。涼介の顔を見れば、そこに川崎涼介の姿を重ねて見るに違いない。この一週間あまりの間、涼介のこの声とこの顔は、川崎涼介のものでもあったのだから。

　先程、応接間で、亜季が涼介の顔から目を逸そらした理由が、今なら分かる。同じ顔と同じ声を持つ、だが兄でない者の存在は、亜季にとっては悲痛なものでしかないのだ。

　涼介は、そっと視線を落とし、そこに置いたままになっていた、自分の制服一式を拾い上げた。




　応接間で身支度を済ませ、元通りの学生服姿になった涼介は、川崎家をあとにした。

　門を越えた所で振り返り、

「……さよなら」

　涼介は、そっと呟つぶやいた。
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　涼しい風が吹き付けた。

　石段を上っていた涼りよう介すけは、ふと立ち止まり、空を見上げた。

　空はどこまでも青く澄すんでいた。浮かぶ雲も、目に染みるような純白である。

　いい天気だった。

　六月も、もう終わりに近い。肌を刺す陽光の強さは、夏のものと言ってもいいほどだ。衣替えもとうに過ぎ、涼介の着る制服も、夏服へと変わっていた。

　川かわ崎さき涼介が涼介の中から消えて、ちょうど七週間が過ぎていた。別の言い方をすれば、四十九日である。

　角張った石材が立ち並ぶ中を、涼介は進んだ。

　そして、そのうちのひとつの前で足を止める。

　その石材の表面には、

『川崎家代々之墓』

　そう刻まれていた。

　手にしていた花を墓に供えようとして、涼介は、ふとその手を止めた。

　真新しい花が、そこには既に供えられていた。




　武たけ田だの裁判は、既に始まっていた。

　それにより、事件の全ぜん貌ぼうも、次第に明らかになりつつある。

　岡おか野のと武たけ田だが密輸の真似まね事ごとを始めたのは、入社して間もなくの事だったらしい。といっても当初は、香水や腕時計といった代しろ物ものを、帳ちよう簿ぼより多く買い付け、そして売る。ただ、それだけの事だったようだ。

　それが一気に本格化したのは、今から五年前の事である。香ホン港コンに貿易の拠点としての新会社が設立され、そこに岡野が出向する事になったのだ。送る側と受ける側、双方に介入できるようになったため、彼らの密輸は次第に大規模に、そして扱う品目もより利益率の高いものとなっていった。そして彼らは、やがて、ある意味で最高の利益率を誇るもの、即ち麻薬の密輸に手を染めるようになる。

　だが、密輸した麻薬を換金するためには、小売り業者の存在が不可欠だった。武田が沙さ羅ら瞞まん鑼どらを抱き込んだのは、そのためだ。沙羅瞞鑼の頭目である広ひろ長ながは、人の下に付くような男ではなかったが、高額の報酬と引き替えに、武田のために麻薬の小売りを引き受ける事になった。悪党同士、相通ずるものもあったのかもしれない。

　だが、やがて、彼らの密輸事業に感付いた者が現れた。それが川かわ崎さき光こう太た郎ろうである。香港の新会社と、そこからの貿易路は、実質的に川崎光太郎の監かん督とく下にあった。記録をチェックしていた川崎光太郎は、そこに不ふ審しんなものを見み出いだしたのである。

　社内の人間が関かかわっていた事もあり、川崎光太郎は事を公にする前に、まず証拠固めをする事にした。そしてそのために香港へと出向き、そこであのビデオテープを撮影したのである。

　撮影された岡野は勿もち論ろん、日本にいた武田も、岡野からの知らせにより、その事実を知った。

　だが、それに対する二人の反応は、まったく異なっていた。

「これで俺おれたちも終わりだ。お互い、引き際を誤あやまったようだな」

　麻薬を扱い始めた頃ころから強い罪悪感を感じ始めていた岡野は、むしろさばさばとした気持ちだったと言う。

　だが、それに対し、武田は徹てつ底てい抗戦を宣言した。

「諦あきらめるのはまだ早い。勝負はこれからだ」

　その言葉の意味するところが、川崎光太郎の殺害と証拠品の強奪である事を知った岡野は、武田の暴挙を止めるために、日本への帰国を急いだ。だが、岡野が日本へと戻って来た時、既に事は終わっていた。川崎光太郎は昏こん睡すい状態にあり、その息子は死亡していたのである。岡野は愕がく然ぜんとし、また強い悔かい悟ごの念に襲おそわれた。そして、なんとしてでも武田の暴走を止め、川崎家にただ一人残った亜あ季きだけは護まもり抜こうと決意したのである。

　一方の武田は、亜季の口から、岡野が帰国した事を知る。だが、自分には連絡もなく、これまで岡野が使っていた電話番号に掛けても繫つながらない。日頃の岡野の言動を知っていた武田は、この時点で既に、岡野の裏切りの可能性に気付いていた。

　武田は、当初から一貫してテープの行方ゆくえを捜し求めていた。自ら川崎家に乗り込んで調べもしたし、栗くり原はらを忍び込ませもした。そして、栗原から妙な男が介入している事を聞かされる。それが即ち、浦うら和わ涼りよう介すけであった。

　翌日、武たけ田だは自分の目で直接、浦和涼介を検分するために出向いたが、栗原から聞いた話とのギャップの大きさに首を捻ひねった。沙さ羅ら瞞まん鑼どらを使って、浦和涼介を調査させもしたのだが、やはり、その正体ははっきりしないままだった。

　やがて、ひょんな事から、武田はテープが見付かった事を知る。亜あ季きが海かい王おう丸まるの航海日程を訊たずねてきた事が、決定的だった。テープを観みた者でなければ、その質問が出てくる筈はずのない事が、武田には分かっていたのである。

　なんとかしてテープを奪取しようと川かわ崎さき家を訪れた武田は、亜季たちが岡おか野のを敵として認識している事を知った。そこで武田は、二段構えの作戦を計画したのである。

　まずは、亜季と涼介とを連れて川崎家を離れ、その間に川崎家を徹てつ底てい的てきに調査させる。だが、そこにテープはなかった。とすれば、浦和涼介が持っている筈だ。その知らせを『プレシオス』で受け取った武田は、引き続き、次の行動へのゴーサインを出す。亜季を攫さらい、浦和涼介を脅迫して、テープを手に入れようとしたのだ。

　ここまでの作戦は、言わば当初の目的に沿ったものだった。つまり、テープさえ取り返してしまえば、それでいいという考え方だ。

　しかし、岡野の行動に当初から疑惑を持ち、『プレシオス』での対話でそれを確信した武田は、別の作戦も並行して進めていた。つまり、亜季たちが岡野を敵だと思っているのなら、その通りに岡野を捕まえさせてしまえばいい、という考え方だ。そうすれば、亜季たちは満足し、武田は裏切り者を厄介払いできる。時折見せる、浦和涼介の果敢さ、そして北きた澤ざわたちの存在があれば、亜季たちが『勝利』する可能性は多分にあった。

　だが、そのためには、岡野に沙羅瞞鑼と共に行動していて貰もらわねばならない。そこで武田は、岡野に亜季の居場所を伝え、そして、こう告げたのである。自分はテープだけが目的だが、沙羅瞞鑼の少年たちは亜季に対し良からぬ事を考えるかもしれない。亜季の身を案ずるなら、そばにいて見張っていた方がいいだろう、と。

　あの時、岡野が五番倉庫にいたのは、それが理由だった。武田との決着をどう付けるにせよ、まずは亜季を無事に返してやらねばならない。岡野はそれを優先したのである。

　前述したように、武田は、浦和涼介が実力で亜季を奪回しようとする場合をも考こう慮りよしていた。そのために、どう転んでも自分の不利益にならないように、状況を設定したのである。だが、武田の目算では、その場合でも、水み無な瀬せ川においてこそ、その対決は行われる筈だった。だから、浦和涼介が今港にいると知らせて来た時は、心底驚おどろいたのである。

　だが、それでも大勢に変わりはない。ただ場所が変わっただけだ。武田はそう考えていた。だから浦和涼介の電話を受けて、そのままあの五番倉庫へと出向いて来たのである。

　武田の判断は正しかった。少なくとも、間違ってはいなかった。

　ただ、川かわ崎さき涼りよう介すけの存在を、夢想だにしていなかっただけである。




　岡おか野のも罪に問われていた。若干の情じよう状じよう酌しやく量りようはされるにせよ、実刑判決を免れる事はできまい。しかし、自らの贖しよく罪ざいを求めていた岡野にしてみれば、その方がありがたいのかもしれなかった。

　沙さ羅ら瞞まん鑼どらの面々にも当然処分は及んでいた。下っ端連中はともかく、頭目の広ひろ長なが、副ヘッドの栗くり原はらは、当分の間自由を得る事はできないであろう。




　いずれにせよ、事件はこうして終わりを告げた。

　川崎涼介はあれ以来現れない。やはり、川崎涼介自身が言っていたように、あれが川崎涼介の命の最後のきらめきだったのだろうか。

　亜あ季きとも、あれ以来会ってはいない。涼介の方からも会いにはいかなかったし、亜季の方からも連絡はなかった。いや、一度だけ、郵便小包が送られて来た事がある。中には新品のスニーカーが一足入っていたが、手紙も添えてなければ、差出人の名もなかった。

　やはり、亜季の方でも、涼介の事は早く忘れたい事なのだろう。そして、それでいいと、涼介も考えていた。




　ところで、事故以来ずっと昏こん睡すいを続けていた川崎光こう太た郎ろうであるが、病院に問い合わせてみたところでは、どうやら順調に回復してきているらしい。それも意識を取り戻したのが、川崎涼介の消え去ったあの日の夜だと言うから、少々話が出来過ぎている。

　川崎涼介が、消え去る自分の代わりに、父親の魂をこの世に引き戻してくれたのだ、などというオカルトめいた解釈は、涼介はしない。

　世の中に無数にある偶然、その中でも印象的な偶然が、たまたまそこに現れたというだけの話である。

　……多分、その筈はずだ。




　だからこの日、墓参りを済ませた涼介がその場に出くわしたのも、亡き川崎涼介の引き合わせなどではない。単なる偶然である。同じ日に同じ墓へと墓参りをした。だから出会う確率が高かった。

　……そういう事の筈だ。




「離してよ」

　耳にも懐なつかしい亜季の声が聞こえ、涼介は反射的に、近くの樹きの陰へと身を隠した。

　亜季にはもう会わない。そう決めていたからである。

「いい加減にしてって言ってるでしょ」

　久々に聞く亜あ季きの声には、あの気の強さが戻っていた。

　涼りよう介すけは、なんとなく微笑ほほえみ、そしてすぐにそんな場合ではない事に気付いた。

　緑に茂った木の葉の中から、涼介は、そっと顔を出した。

　半はん袖そでのブラウスに薄うす手でのスカート。

　夏らしく、涼しげな服装を、亜季はしていた。

　そして、その亜季を取り囲んでいる三人の男の姿がある。

　これまた懐なつかしい男たちだった。長髪とディップとパンチパーマ。沙さ羅ら瞞まん鑼どらの下っ端三人組である。川かわ崎さき涼介が懸け念ねんしていたように、沙羅瞞鑼のメンバーであっても、下っ端連中は軽い処分で済まされていた様子である。

「そうつれねえ事を言うんじゃねえよ。満まん更ざら知らねえ仲じゃあるめえしよ」

　長髪がにたつき、

「あん時の礼もしたいしな」

　パンチパーマが凄すごんだ。

「お断りよ。誰だれが、あんたたちなんかと。冗談じゃないわ！」

　吐き捨てるように、亜季は言った。

　亜季も、適当にあしらうなり、隙すきを見て逃げるなりすればいいものを、正面から受けて立つものだから始末に負えない。

　……そんな言い方したら、相手を怒らせるだけなのに。

　もっとも沙羅瞞鑼の一党には因いん縁ねんがある。川崎涼介の妹としては、逃げ出す事はできないのかもしれなかった。

「このあま、優しくしてやりゃ、つけ上がりやがって……」

　ディップは舌打ちすると、素早く周囲を見回した。

　亜季にとって不幸な事に、周囲に人影は、涼介を除いては見られなかった。

　ディップが確認した事を他ほかの二人もすぐに吞のみ込む。そして三人まとめて、にたりと笑った。

　その三人の頭の中になにが浮かんだのか、涼介は正確に読み取る事ができた。

　……困ったな。どうしよ。

　川崎涼介なら、なにをするかは分かっていた。考えるよりも早く飛び出し、腕ずくで亜季を助け出すに決まっている。だが、そんな芸当は、涼介にはできはしない。そして、それができる川崎涼介は、最も早はや、涼介の中にはいないのである。

「おう、構わねえから、口塞ふさげ」

「ちょっ、ちょっと、なにすんのよ、離し……」

　あとの言葉は、もごもごと口の中にこもって、声にならない。

　涼介は、樹きの幹に背中を持たせ掛けるようにして、俯うつむいていた。

　両目を閉じている。

　ゆっくりと深呼吸した。

　そして涼りよう介すけは顔を上げた。両目をかっと見開くと、一気に飛び出して行く。

　亜あ季きは三人組に抱き竦すくめられていた。一人が口を塞ふさぎ、他ほかの二人が、手足の自由を奪おうとしている。

　暴れていた亜季の目が、ふと駆かけ寄る涼介の姿を捉とらえた。その目が大きく見開かれる。

　その表情と視線の向きに気付いて、三人組が、揃そろって涼介の方を見た。

「う……浦うら和わ？」

　一斉に三人の腰が引ける。

　喧けん嘩かは気合いと思い切り。

　涼介は、走る速度を緩ゆるめぬまま男たちの中へと飛び込むと、一番手近にいたディップの顎あごを目がけて、右の肘ひじ打うちを叩たたき込んだ。

　確かな手て応ごたえがあって、ディップが尻しり餅もちを付く。

「……浦和くん？」

　男たちの手を逃れた亜季が、呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやいた。

　だが、涼介は、その亜季には見向きもせずに、三人組を睨にらみ付けていた。

「手て前めぇら雑魚ざこどもにゃあ、学習能力ってもんが付いてねえらしいな」涼介は低音を絞り出した。「だったら仕方がねえ。その体に覚え込ませてやる。三人まとめて掛かって来い」

　長髪もディップもパンチパーマも、自ら前に出て来ようとはしなかった。

　相手はあの広ひろ長ながを一対一で倒してのけた男である。たとえ三人掛かりであっても勝ち目はない。そう考えている事が、互いに交わし合うその視線に看みて取れた。

　三人組に戦意はない。ならば、あとは逃げやすくしてやるだけだ。

「誰だれも掛かっちゃ来ねえのか。……だったら、さっさと、失うせやがれ！」

　声に加える力を次第に強めつつ、最後に怒鳴り付けてやる。

　その効果は覿てき面めんで、三人組はあっという間に逃げ去ってしまった。

　それを確認してから、涼介は溜ためていた息を吐はいた。

「お兄ちゃん……？」

　涼介の後ろで、亜季の声が聞こえた。

　ゆっくりと、涼介は振り返る。

「もう……いなくなっちゃったと思ってたのに……諦あきらめてたのに……なのに、また戻って来てくれたの？　私を助けに戻って来てくれたの？」

　亜季は涙目になりながら、涼介に近付いて来ると、その頭を涼介の胸に押し当ててきた。その肩が細かく震ふるえている。

　その亜季に、涼介は、そっと声を掛けた。

「すいません……お兄さんじゃないんです」

　肩の震ふるえが、すっと消えた。

「こんな事するつもりじゃなかったんですけど……。そこまで来たら亜あ季きさんが大変だったし、お兄さんはもういないし……だから、なんとかしなきゃと思って、それで……だから、その……あの……すいません」

　涼りよう介すけが説明している間に、亜季の肩はまた震え始めていた。

　また亜季を泣かせてしまった。川かわ崎さき涼介を思い出させてしまった。

　あの三人組を追い払うには、それが最も効果的だったとはいえ、やはり亜季の見ているところでやるべき事ではなかったのだ。

「あの……すいません、本当にすいません。もう二度とこんな事しませんし、僕もすぐ消えますから、だから……だから、泣かないで下さい」

　涼介は困り果ててしまった。

　気の強い亜季ならいい。怒られるのも叱しかられるのも、もう慣れっこである。しかし、泣かれるのは困る。どうしていいか分からなくなってしまうのだ。

　亜季の肩は、まだ震えている。そして肩を震わせながら、亜季は、涼介の胸元に押し付けた頭を左右に振っていた。

「……違うの」

　囁ささやくように亜季が言った。

「……え？」

「違うの……そうじゃない。泣いてるんじゃないの。おかしくて、だから……笑ってるのよ」

「……本当ですか？」

　亜季は顔を俯うつむけたまま、両手でとんと涼介の胸を押しやるようにして、涼介から離れた。

　そして、ぐいっと手の甲で、目のあたりを拭ぬぐってから、顔を上げる。

「あーあ、また浦うら和わくんに騙だまされちゃった」

　涙に濡ぬれたその顔で、だが確かに亜季は笑っていた。





［完］












　　　あとがき




　みなさん、はじめまして。高たか畑はた京きよう一いち郎ろうです。

　デビューしてから結構経ちますが、こうしてまともに「あとがき」を書くのは初めてですね。勝手が分からなくて、ちょっと緊張しております。

　えっと……なにを書いたらいいのかな。

　あ、そうそう、それではまず、『ダブル・キャスト』の成立過程などについて少し。




　第二作『タイム・リープ』を書き上げたあと、そこから派生したアイデアがふたつありました。

　ひとつは、

「『タイム・リープ』は、過去と未来を変えないよう努力する話だったが、必要に応じてこれを変えてしまったら、どうなるだろう」

　……というアイデア。

　もうひとつは、

「『タイム・リープ』では、鹿か島しま翔しよう香かの視点から物語を追っていたが、これを若わか松まつ和かず彦ひこの視点から描いたら、どうなるだろう」

　……というアイデアです。

『ダブル・キャスト』は、この後者のアイデアが、発想の起点となっています。




　未読の方のために簡単に説明いたしますと、『タイム・リープ』では、時間跳ちよう躍やく能力のある鹿か島しま翔しよう香かという少女の視点から物語を描いています。物語が翔香の主観的な時間に沿って流れるため、客観的な時間（若わか松まつ和かず彦ひこの時間）の流れは、切れ切れかつ順不同になっています。

　そこで、これを若松和彦の時間の流れに合わせたらどうなるか。翔香が時間跳躍をするたびに、和彦から見た翔香の反応は、ころころと変わってしまう事でしょう。知る筈はずのない事を知っていたり、ついさっきまで話していた事の内容をすっかり忘れていたり。このあたりの混乱ぶりを描くのも、なかなか楽しそうに思えました。




　しかしながら、既に書いた話と同じ内容のものを、視点だけ変えてもう一度書くのもなぁ、と、いう思いもありました。そこで、「頭の中身がころころ切り替わる登場人物」を「客観的な時間の流れに沿って描く」という基本コンセプトだけを生かす事にし、題材を二重人格へと移行させる事にしたのです。




　ただし、それには、ひとつ問題がありました。

　映画やドラマなどでも二重人格ものは結構ありますが、このジャンルの面白さのひとつは、「今は、どっちなんだ？」と、観る者を惑わせる点にあると思います。

　しかし、小説ではそうはいきません。ことに二重人格者側の視点から物語を描こうとすると、

『川かわ崎さきは思った。』

『浦うら和わは戸惑った。』

　などと、地の文に書いた段階で、どちらなのかが分かってしまう。これではまずい。

　その点で、しばらく行き詰まっていたのですが、そのうち、ひょこっと、

「そうか。同じ名前にすればいいんだ」

　と、思い付きました。

『ダブル・キャスト』の二人の主役が、共に『涼りよう介すけ』という名前なのは、それが理由です。




　さて、この二人の主役、川崎涼介と浦和涼介ですが、実を言うと、彼らの人物造形は、僕にとって、少しばかり厄介なものでした。

　というのも、『クリス・クロス』のゲイルや、『タイム・リープ』の若松和彦のように、なにがあっても冷静さを失わないタイプの男が、僕は好きでしたし、同時に描きやすくもあったからです。

　それが今回は、熱血硬派とお人ひと好よしの優等生。どちらも僕の持ち駒とは違うタイプです。それで最初は、かなりの違和感がありました。

　ことに、川かわ崎さき涼りよう介すけの方は、死にゆく運命にある男ですから、

「この時、こいつは、どう考える？」

「自分だったら、どう思う？」

　そんな事を突き詰めて考えていくと、僕自身も、重苦しい気分になってしまうのです。




　ですが、そんな作業を進めていくうちに、次第に二人の気持ちも理解できるようになり、同時に、二人の事が好きになっていきました。

　実を言うと、第八章のあたりは、当初のプロットとかなり違うものになっています。

　理由は、

「川崎涼介は、そんな事はしない」

　という事が、はっきりしてしまったからです。

　お陰で、この作品は、最初の予定とは多少違った形で仕上がってしまいました。

　その点で、多少の心残りがない事もないのですが、この作品に関しては、それで良かったのだろうとも思っています。







　ところで、これからの執筆予定についてですが、実は、シリーズ物をひとつやってみようかと思っています。

　内容はまだ詳しく申せませんが、

『現代（もしくは近未来）の日本を舞台にした、男たちの友情と裏切りの物語』

　といった感じになる予定です。

　これまで書いてきたものとは、相当に毛色の違ったものになりそうなので、あるいは違和感を覚える方もいらっしゃるかもしれませんが、僕もこの手のジャンルは好きなので、苦しみながらも楽しんで、プロット作りをしているところです。




　できれば西暦二〇〇〇年の間に第一巻を出したいのですが……う～ん、間に合うかな？




　では、そんなところで。高たか畑はた京きよう一いち郎ろうでした。










　　　○予告




「そんなに自分を責めないで下さい。あなたのせいじゃ……」

「だが俺が……俺があの時……」




「特別捜査本部の者です。例の事件について、お話を伺わせて貰もらえませんか？」

「……事情聴取でしたら、もう済んだ筈はずですが……？」




「彼らをどう思われます？　今のお気持ちを聞かせて下さい」

「いい加減にしないか。君たちにだって、人の心はあるんだろう」




「研究室にも顔を出さないで、なにをやってんだ。いったいなにを調べてる？」

「……いえ、別に」




「あんたらが二人揃ってここにいる……って事は、奴やつもここに現れるって事か」

「……かもしれないな」




「俺は貴様を許さない。貴様が存在する事を、俺は許さない」

「……」

「今は無理でも、いつか必ず貴様を殺す。それだけの力を手に入れてみせる」







　シリーズ略称『H2O』　第一巻『運命の日（仮題）』




　乞う、ご期待！
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。２作目となる『タイム・リープ あしたはきのう』で大ブレイクした新進気鋭の作家。
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イラスト／衣きぬ谷たに 遊ゆう

大酒吞みにして良きパパの人気作家。代表作に『エンジェルアーム』（電撃コミックスＥＸ）、『リヴァイアサン』（電撃コミックガオ！）、『ＡＭＯＮ デビルマン黙示録』（マガジンＺ）がある。
















この作品は１９９９年４月に小社より単行本として刊行されました。
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